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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。


















　これから見み頃ごろという三分咲きの時期に、ぬるま湯のような雨が続いたせいで、今年の桜は四月の声を聞くやいなや散ってしまった。

　三年前に新入生として踏み込んだキャンパスは、今日も、雑然とした空虚とでもいうような独特の雰囲気で朋とも哉やを迎え入れた。

　まだ新学期が始まる前で、学生の姿はほとんどない一号館の廊下を、学生課の事務室に向かいながら、朋哉は、やっぱり三み崎さき教授へのあいさつを先にするべきだろうかと考えていた。

　いや、もう自分の意志ははっきり決まっているのだから、教授へのあいさつは最後でいい。

『就職相談は二階の就職課へ』という貼はり紙をした学生課のドアを押して、最寄りのデスクにいた女性事務員に声をかけた。

「すみません、退学の手続きをしたいんですが」

　事務員はくるっと朋哉を振り向き、

「学籍番号は？」

　と無愛想にたずねた。

　朋哉は学生証に書き込まれている番号を読み上げて、「昨年度は休学してたんですが」とつけくわえた。

「学生証、いいですか」

　と手をのばされて、どうぞと渡した。

　事務員は学生証を片手に、聞いただけでは頭に入らなかったらしい学籍番号を慎重にパソコンに打ち込んだ。

「ええと、藤ふじ野の朋哉くん？」

「はい」

「学費の滞たい納のうその他はありません」

　事務員は、それがいちばん重要な問題だったという顔で告げて、デスクの引き出しから複写式の用紙を取り出した。

「じゃあ、これに必要事項を書き込んで提出してください。ええと、二十歳はたちの誕生日は過ぎてますので、保護者の記載欄は書かなくていいです。印鑑は持ってます？」

「はい」

　現住所やら本籍やら氏名やらといった書き込み事項の最後に、退学理由という欄があって、「経済的事由」「転学」「強制退学」「その他」の四項目から選ぶ形になっていた。

　朋哉は「その他」に丸をつけた。書き残しがないかどうか確認して、押印欄に認め印を捺おし、事務員のところに戻った。

　事務員はじっくりと書類を調べて、「けっこうです」と言った。

「では、本日付けで除籍しますので」

「はい。お世話になりました」

　学生課に特別な世話をかけたことはないが、ほかには言いようがなかったので、そう返した。事務員は、やめていく学生には興味はないらしく仕事に戻り、朋哉は、あっさりし過ぎて気が抜ける思いで部屋を出た。

　さて、あとは教授に退学のあいさつをしてくるだけだ。




　クラス主任という肩書きではあったが、師し匠しようと仰ぐほどに深い接点は持たないままだった三崎教授は、中途退学を決めた旨むねの朋哉の報告を、ため息混じりの「そうか」で受理した。

「豊とよ川かわ画伯のところで続けるのか」

　と聞かれたので、

「いえ。今はまだそれは」

　と答えたら、

「筆を折るのか」

　と叱しかりつける口調で言われた。

「いえ、絵は続けます」

　という返事だけで終わりにしようかと思ったが、縁は浅くても藤野朋哉の才能を認めてくれていた教授に対して、それではあまりに失礼だろうと思い直した。

「いまの僕には、テクニック的な手ほどきを受けるよりも、自分自身の内面的なものを突き詰めるほうが先だと思ってます」

「そんなことは、描きながらやるもんだ」

「はい、ですからもちろん絵は描かき続けますが、たとえば豊川先生のところへ戻らせていただいても」

「むだだろう、と？」

「まずは、じっくり自分を見つめることが必要なんじゃないかと」

「で、自問自答のあげくに独ひとりよがりに落ち込むか、筆を手放すかだな」

　断言されて、さすがにグサッときたが、その可能性は、朋哉としても考えていなかったことではなかった。

「あるいはそうなるかもしれません。でも、いまはとにかく、自分の力だけでやってみたいんです」

「年寄りの助言を聞く耳があるなら、そういう時こそが『師匠』の使い時なんだがな。まあ、言ってもわからんだろう」

　教授はそれを、ボヤく調子で口にした。

「何かあったらいつでも来たまえ」

　そんな言葉を餞せん別べつにもらって、朋哉は教授室をあとにした。

　大学の門を出る時、感かん慨がいめいたものがちらりと胸をよぎったが、迷いではなく悔いでもなかった。

　二十一歳の終わりの春。朋哉は、自分の足だけを頼りに進む決意で、芸術家の卵としての新たな旅を開始したのだった。




　その夜。

「昼間、退学届けを出してきた」

　ベッドの中での休きゆう憩けい時間にそう告げた朋哉に、義ぎ昌しようは、

「そっか……」

　とうなずいた。

　義昌の裸の胸に頭を載せて、たくましい胸板の下のドク、ドクと規則正しい鼓動の響きを楽しみながら、朋哉は、

「……それだけ？」

　と聞き返した。

「ああ」

　と答えて、義昌は、朋哉の長い髪をもてあそびながら続けた。

「おまえが納なつ得とくしてるンなら、それでいいんじゃねェ？」

「まあね。ただ……もうちょっとリアクションがあるかなと思った」

「なんだよ、引き止めてほしかったのか？」

「べつに。ちゃんと考えて決めたことだからさ。

　書類一枚書いただけで手続きは簡単だったし、三崎教授にもうるさいことは言われなくてすんだし。退学するのって、こんなに簡単だったんだね」

「それでブルー入っちまってるわけか」

　ニヤニヤしているらしい声こわ音ねで言われて、朋哉はムッとした。

「ブルーなんか入ってないよ。ただ、あんまり簡単で気が抜けたって」

「入る時にゃァあんなに大変だったのに、ってか？」

「そうそう。実技と筆記の試験を通るのに、塾にかよって、ガリガリ勉強してさ」

「まあ、そんなもんだろ。俺おれは、三崎のじいさんが引き止めなかったのは、おまえの性格をわかってるからだと思うぜ」

「頑固だってことかい？」

「おまえが結論出す時っていうのは、慎重にじっくり考えた結果の決断だってことさ。

　じいさんがおまえを引き止めなかったのは、信頼して見送ってくれたってことだと思えば、スネる必要はねェだろ？」

「スネてる？　僕が？」

　頭を上げて義昌を見やった眉み間けんに、抗議の意思をしめしてみせた朋哉に、義昌はニヤニヤと笑った。

「じっさい、スネてるじゃねェか。誰だれもおまえを引き止めなかったからって」

「ぼ、僕はべつに！」

　腕をついて体を起こそうとしたが、義昌のほうが早かった。背中にまわしてきた腕でぐいと捕まえられ、さっきから尻しりをなでていた手が、まだ濡ぬれている狭はざ間まにするりと指先を差し込んできた。指はそのまま、まだ火ほ照てりを残しているソコにもぐり込み……クチュッと淫いん靡びな音がした。

「いやだ、気分じゃない」

　朋哉はいたずらな手を払いのけようとしたが、朋哉の上体をがっちりと押え込んでいる義昌の左腕は、道路工事のアルバイトで鍛きたえ上げている鉄腕で。クチュクチュとアナルを嬲なぶっている右手は、朋哉の弱点を知り尽くしている。

　ついでに言うなら、三日ぶりのセックスをワンラウンドで終わらせるには、二十歳はたちの体は若過ぎた。

「い、いや…いやだったらっ…あ、やめろって、あっ……お、怒るぞっ」

　言葉づらは拒絶でも、声音は快感のにじむ喘あえぎにうわずっていては、もっととせがんでいるのと同じこと。

　弾力が作る抵抗感が、そこを貫かれる快感を生むアナル部分を、ぐっと押し入ってきてはぬるっと抜けていく指先で執しつ拗ように犯されて、朋哉の舌はいつしか抗議の言葉を紡つむぐのを忘れ、体は、快感ともどかしさのはざまで無意識に悶もだえ始めていた。

　それなのに義昌は、焦じらすような指先だけの責めから先へは進んでくれない。

　ついにこらえきれなくなって、朋哉はそれを口にした。

「も、もっと、奥まで…っ」

「こうか？」

　指が根元まで入ってきた。

　でも、だめだ、まだ足りない。

「もっと深く」

　義昌の肩に爪つめを立てて、物足りなさを訴えた。

「もっと…してっ」

　指一本では足りない。指なんかじゃ足りない。ああ、義昌！

「もう欲しいのか？」

　からかうように言った義昌が、耳元でささやいた。

「す・け・べ」

　朋哉は返事のかわりに、義昌の肉厚の肩口に咬かみついた。

「ウチッ！　わかった、入れてやるから。ほら、上に来いよ」

　義昌の腕にみちびかれて、みっちりと筋肉を巻きつけた腹の上に跨またがらせられた。敏感な内うち股またの肌をこわい恥ち毛もうの感触になでられただけで、朋哉の体内のやるせなさはさらに温度を上げた。

「いいぜ、来な、朋哉」

　ささやかれてうなずいた。




　自分を吞のみ込むために腰を落としてくる恋人の、形よく引き締まった小さな尻しりを、バックオーライと誘導してやりながら、義昌は、いまだかつて見飽きたことがない朋哉の美び貌ぼうを見守っていた。

　まる二年ハサミを入れていない、背中の中ほどまで届く黒髪にふちどられたそれは、少年期のやわらかい輪郭を男の硬質さに変えつつあるが、そうしてまとっていく男らしさは、朋哉の独特の美しさを、さらにそそるものへと磨き上げている。

　初めて見かけた大学一年のころの朋哉は、中性的というよりも、女装したら似合いそうな女顔が目立った。初めて関係を持ったころの朋哉は、やさしい顔だちと少年の未熟さを持った体とが、オスでもメスでもないファンタジックな生物のような微妙なバランスを作っていた。

　そしていまの朋哉は、『美しい牡おす』とでも言ったような……ある意味では、中性的な美少年よりもさらにファンタジックな独特さへと変へん貌ぼうしつつあるようだ。

　本人は、そういう言われ方は不快がるだろうが、『男』と言うよりも、もっと本源的なものを指し示す『牡』という言葉で言い表したい、存在そのものが一種のフェロモンである魅力を、朋哉は備えてきている。

　朋哉を抱く時、義昌は、恋人の発する牡の匂においに、ゾクゾクするほどそそられている自分を感じる。常識的にいえば、それは倒とう錯さく的な欲情ということになるのだが、男ゆえの魅力や女ゆえの魅力が一定のレベルを越えた場合、それは男女の別なしに働く引力となるものではないだろうか。

　男性スターに惹ひきつけられるのは女性のファンばかりではなく、女性アイドルに熱狂するのは男だけとは限らないように。むしろ、同性をファンにさせられる者こそが、真のスターの名にふさわしいと言われるがごとく。

　藤野朋哉は、中性美を持った少年の面おも影かげから脱皮していくことによって、義昌にとってはますます魅惑的な恋人になり続けている。

　青あお井い誠せい司じとのはずみでの浮気の件が解決して以来、朋哉は、義昌の前で何も隠さない。

　京都で小こ林ばやし光みつ男おに仕込まれた体の、淫みだらさもテクニシャンぶりも、その体が三日と置かずに義昌を欲しがることも、朋哉はもう隠さない。

　もっとも、口づらはそこまで素直ではないが、そのシャイさと淫いん乱らんさとのギャップが、またいい。

　義昌の上に跨またがって、そそり立たせた形のいい勃ぼつ起きから先走りのしずくをあふれさせながら、みずからの奥へゆっくりと義昌の怒ど張ちようを迎え入れていく……紅潮した頰ほおや喘ぎに波打つ胸に、牡の欲情をあらわにして、凶暴にいきり立った義昌の牡をくわえ込もうとしている朋哉は、美しかった。

　なんの言いわけも虚飾もまとわずに、人間が持って生まれた情欲に率直に身を任せているからだろう。そこには欲しいから欲しがるという自然さしかなく、卑ひ猥わいなどというようないやしげな情感を生むものはない。

　やがて怒張の根元まで深々と吞のみ込んで、朋哉はアアッと吐息を震わせた。

「イイか？　気持ちイイか？」

　もっとも、うなずきが返るのを待つまでもなく、恍こう惚こつとした朋哉の表情がすべてを語っていたのだが。

「イイ……すごく…イイ…」

　あえぎにからめてつぶやいて、朋哉は吞み込んだソレを舐なめ味わうように、ゆっくりと腰をグラインドさせ始めた。

　こんどは義昌が快感に呻うめく番だった。

　回数は相当にこなしているはずだが、使い過ぎで弛ゆるむどころか、使えば使うほど練れてくるといったぐあいのアナルだ。

　入り口は、生きのいいイソギンチャクのように確実な弾力で怒張を締めつけ、内部はやわやわと熱い襞ひだがからみついてくる。その襞の奥深いあたりに、一か所ややコリコリとした感触を包んでいるところがあって、そこはどちらにとっても刺激的なポイントだ。そしてさらに一番奥には、突き掘る亀き頭とうを吸いつくようにして受け止める、粘りのある柔らかいゴムのような部分があって……

　イソギンチャクの食らいつきと柔襞の舐めまわしだけでは物足りなくなってきて、義昌は朋哉の細い腰を両手でつかんだ。朋哉も心得て腰を浮かせ、グラインドに小刻みな上下運動をつけくわえた。

「あっ、あっ、あっ」

「お、お、んっ」

　だが、上体を立てたままのこの姿勢では、朋哉はすぐに疲れてしまうし、膝ひざだけの支えでは腰も大きくは使えない。

　義昌は腕をのばして朋哉の肩を引き寄せ、枕まくらの脇わきに両手をつかせた。

　朋哉のペニスが義昌の腹に触ふれた。熱く充血して脈打っているのがわかるそれを、義昌の腹筋にこすりつけるようにして、朋哉が腰を動かし始めた。

　せつなげに眉まゆを寄せて、ゆがめた唇から忘我のよがり声をこぼしている朋哉の表情は、どんなに感じているかをダイレクトに伝えてきて、こちらの欲情をさらに煽あおる。

　怒張をきゅうきゅうにくわえ込んだ、ねっとりと濡ぬれた粘膜に、ぬるんぬるんとこすり立てられて、義昌はたちまち射精感を呼び起こされた。

　まだだ、と奥歯をかみしめた。まだ、もっと愉たのしまなくっちゃよ。

　うっとりと目を閉じて腰を使う朋哉の、しだいにトーンを上げてくる甘い呻きをふくんだ喘あえぎに混じって、義昌を吞のみ込んでいる部分が立てるチュプチュプという湿った音が聞こえる。

「だ、だめだ、イッちゃうよ…」

　朋哉がうわごとのようにつぶやいた。

「いいぜ、イケよ」

　言ってやって、義昌は、朋哉の張り詰めきったペニスを手の中に握り込んでやった。

「あ！　あっ！　う、うっ」

　それがビュルッと熱液を放つのと一緒に、義昌を吞んだ柔やわ襞ひだがググゥッと収縮した。

「くっ」

　と義昌は顎あご骨ぼねに力を込めた。朋哉の肩を抱いた腕の支えと足腰の筋力とで、朋哉がイクあいだの数瞬にしか味わえない醍だい醐ご味みを求めてズクズクと責め立てた。

　射精をおこなう筋肉の緊張が不随意的に収縮させているソコを、容赦のない荒々しさでこすられて、朋哉が声にならない喜悦の悲鳴に顔をゆがめてのけぞった。その動きがさらに結合を深めさせ、朋哉はヒッと息を詰まらせた。激し過ぎる快感から逃れようと無意識に身をよじった。

　その快感は、義昌にとっても絶頂のレベルだったが、

「ううっ…くそっ…！」

　ギリギリと歯を食いしばって、義昌はその波を力ずくで乗り越えた。

「あ……あ……」

　のけぞったまま弱々しく声をこぼした朋哉が、詰めていた息をハア～と吐き出し、ハァッハァッと苦しげに喘ぎながら義昌の胸に倒れ込んできた。

「まだこれからだぜ」

　義昌は言ってやって、くわえ込ませたままの朋哉を抱えて寝返りして、上下の位置を入れ替えた。

　それだけで、朋哉は声を上げ、ビクビクと全身を痙けい攣れんさせた。イッた直後の朋哉は、すべての性感帯が倍増しに敏感になっているのだ。

「さっきは三日ぶりの一発目で持ちこたえられなかったが」

　言ってやりながら、義昌は、朋哉のツプンと勃たち上がった乳首を指先で押しつぶした。

「あっ、ひっ！」

　押しつぶした指先に円運動を与え、いたぶるようにこねまわした。

「ああっ！　あっあっ！」

　射精の瞬間ほど固い抵抗感ではないが、グイグイと締めつけてくる力はそのままのソコを、ゆっくりとした抜き差しで刺激し続けてやりながら、乳首に唇を寄せ、舌で舐なめ取らせるようにしてふくんだ。手は髪やうなじや肩への愛あい撫ぶに働かせながら、ふくんだ乳首をチュクチュクと吸ってやると、朋哉は長い髪を振り乱して身み悶もだえた。腹と腹のあいだにはさまれている朋哉のペニスが、ふたたびコリコリと固くなってくるのがわかる。

　たまらない射精感の波状攻撃を、しぶとくこらえながら、朋哉の腰の下に二人分の枕まくらを押し込み、両りよう膝ひざに手をかけて思いきり広げさせた。

「さあ、いくぜ」

　もっとも力強く責めてやれるのはバックからかこの姿勢かで、今回は朋哉のよがり泣く顔を見ながらイキたかった。

　体勢をととのえて、まずはいったん抜いたところから、思いきりズンッと突っ込んだ。

「あふっ！」

　義昌の頭の中でもスパークがはじけ、あやうくそのままイキそうになった。こらえるつもりだったが、ビュルッとほとばしってしまった。

「うっく！」

　踏みとどまれないと観念して、残りを一気に撃ち出した。

「あっ、ま、まだっ」

　朋哉が悲しげに叫んだ。

「あ、ああ、まだ行けるっ」

　強がりではなく言い返したのは、こういう状態の朋哉となら、抜かずの何発でも可能なのを知っているから。そのために、耐えて耐えてここまで持ち込んだのだ。

「もっと、もっとだよっ、義昌っ！」

「ああ、覚悟しろよ、もう朝までノンストップだぜっ」

　義昌はそれを、きっちり実行した。

　明日は、大学もバイトも休みなのだ。




　朋哉がくたくたに疲れて重い体を引きずり起こした時、窓の外には赤い太陽が浮かんでいた。起き上がりはしたがそれ以上は動けないでいるうちに、熟しきった柿かきの実色の太陽はじわじわと高度を下げていき、つまりは夕日というわけだった。

　ベッドには朋哉だけで、見えるかぎりの部屋の中にも義昌の姿はなかった。

「……タフな奴やつ……」

　つぶやいて、朋哉は起き上がっている努力を放棄した。ベッドを出ようにも、この分ではどうせ腰くだけのありさまだろう。

　ごろりと横たえた体を受け止めたシーツがゴワゴワでもガバガバでもなく、ほのかな洗剤の匂においさえさせているのに気づいて、もういちど苦笑した。

　あれだけやりまくっても、義昌にはまだ、汚れたシーツを取り替えたり、どこかへ出かけて行くだけの元気が残っているのだ。

　そんな絶倫男に一晩中つき合ってしまったソコは、激し過ぎた交接の後遺症の熱を持ってしびれ、鼓こ動どうのリズムでズクンズクンと疼うずいている。

　でも、この疼とう痛つうが治おさまるころには、またあの身も心も灼やき尽くすような快感をむさぼりたくてたまらなくなって、自分から誘ってしまうのに違いないけれど……

　そんなことを思いながら、とろとろと眠りかけていた耳に、ガチャリと玄関ドアがあく音が聞こえた。それから、踏み込んでくる安全靴の足音と、上がり口に荷物を下ろしたらしいドサリ、ガサッという音。

　まぶたを押し上げるのが面倒で、目は閉じたまま「お帰り」と声をかけた。

「おう。そろそろ起きれないか？」

「んー……ちょっとまだ無理…」

「がんばり過ぎたか」

　重低音の厚みを帯びた男っぽい声が、呆あきれるでもなくからかうでもなく言って、編み上げ式の手間のかかる靴を脱ぎ終えたらしく、ドシドシと足音が近づいてきた。

「アクエリ買ってきたぞ。と、ドリンク」

「うん……」

「飲んでから寝ろ。じゃねェと復活できねェぞ」

「……うん」

　あくまでもタフな男は、さっさと朋哉を抱き起こし寝巻きをはおらせ、口をあけたペットボトルを持たせると、自分はベッドの横の床にあぐらをかいて、ガサガサと弁当屋の袋をあけた。取り出した弁当の片方を「ほい」と朋哉の膝ひざにのせてくれて、自分のぶんのふたをあけながら、

「飲んで食って、それから寝直せ」

「うん」

　たしかに、いまにも貧血が起きそうに腹がへっている。

　ペットボトルの中身を飲み始めてみたら、喉のどもからからに渇かわいていた。いや、体中が脱水症寸前だったようだ。

　ゴクゴクと喉を鳴らしてペットボトルを傾けていて、ふと、義昌が箸はしを止めてじっとこちらを見ているのに気がついた。

「ん、ごめん。飲む？」

「バケツで水飲んだ」

　という返事を上の空の調子で返してきて、義昌は、ガツガツとかき込んでいた弁当を置くと、ベッドサイドのラックから自分用のスケッチブックを引き出した。

「来たのかい？」

「ああ、来た」

「ポーズ、いる？」

「いや、いい」

　スケッチブックをひらいて、サラサラと鉛筆を走らせ始めた。

　来たのは、ＴＰＯには関係ない絵心というインスピレーションで、ヒントもモデルも朋哉なのだろうが、ポーズはいらないということは、こちらは好きにしていてかまわないということ。

　朋哉は、まだ飲み足りていなかったペットボトルの中身を喉のどに流し込んでやる作業に戻り、それから、まる一日ぶりの食事に取りかかった。義昌が買って来てくれたのはスペシャル幕の内で、ふだんは塩しお辛からく感じる味つけを美味うまいと思うのは、昨夜の過激なメイクラブで消しよう耗もうした体が、そうしたミネラル分の補給を必要としているからだろう。

　弁当のスチロールパックをきれいに空からにした仕上げに、贅ぜい沢たくを言うならフルーツかアイスクリームとかのデザートで取りたかった甘みのかわりのドリンク剤を飲み干して、フウと満足した。

　さて、義昌は何を描かいてるのかなと見やった。あいにくと、こっちを向いて描いているので、スケッチブックは覗のぞけなかった。

　さっきからモゾついていた尿によう意いを片づけてくるべく、そろりと床に足を降ろした。どうにか立ち上がれ、多少よろつきながらも歩くには歩けて、トイレに行って用を済ませて戻って来た。

　まだせっせと鉛筆を動かしている義昌の肩越しに、スケッチブックを覗き込んだ。

　ほぼ描き上げられていたスケッチは、ペットボトルを大きく傾けてガブガブやっている自分の姿。

「砂漠の遭そう難なん者しやの命拾いの図にしては、表情がエッチくさいね」

　忌き憚たんのない感想をずけずけと言ってやった朋哉に、義昌は「フ」と肩を揺らし、

「色っぽい、ってンだよ」

　と訂正してきた。

「そうかァ？　『色っぽい』っていうより、『エロっぽい』って感じだと思うけどね、こいつって」

「砂漠の遭難者ってネタ、もらうぞ。三十号ってあたりだな」

「なんだい、また僕で描くのか？　いったい何枚目だよ」

「数えてねェけど、ぼちぼち大台に乗ったかもな」

「よく飽きないね」

　ちょうどそこで義昌が鉛筆を止めた。

　描かき上がったらしいスケッチを目の高さに持ち上げて、出来ぐあいをじーっと検証していたが、

「なかなか」

　ニヤリとしながらそう言って、役目を果たしたスケッチブックを床に置いた。その手で食べかけの弁当を取り上げ、鉛筆を箸はしに持ち替えて、食事の続きをやり始めた。

「見るよ」

　と断わって、朋哉は、まだ義昌の手のぬくもりが残っているスケッチブックを拾い上げた。

　義昌の絵は、どこにあっても一目でわかるぐらい独特だけど、スケッチやデッサンもそのまんま。興味のあるところは、描き直しの描き試しで描線なんかつぶれてしまってるほど描き込んであって、そうじゃないところはスイッと線一本で片づけてあったりする。

『砂漠の遭そう難なん者しや』の興味は、ペットボトルをあおる朋哉の喉のどのラインにあったらしい。そこだけ、あーでもないこーでもないとやった線が、分厚く重ねられているから。

「タイトルはできてるのか？」

　ただの好奇心で聞いてみた。義昌はたいていテーマと同時にタイトルも決めてて、タイトルにそって絵にしていくふうなところがあるから。

「まだだ」

　という、食い物を詰め込んだ口から出た声での返事がかえってきた。

「《渇かわき》か、《うるおう》か」

「ふーん」

　まだ考えてなかったんじゃなく、まだどっちにするか決まってないってことか。

「テーマ取りとしては、正反対……かな」

「どっちにも見えるようじゃ面白くねェ」

「渇いてるからうるおうんであって、本来的に紙の裏表じゃないかい？」

「だが、表は表で、裏は裏だ」

「どっちも描いたらピカソになる、か」

　言いながら、スケッチブックのページをぺらっと一枚めくり戻した。

　口もとのアップが出てきた。

　薄くひらいた唇のあいだから舌先が覗のぞいている、どう見てもエッチくさい表情の口もとだった。

「……これって、僕か？」

　たずねた声は義昌の耳には届かなかったらしく、朋哉もべつに返事が欲しかったわけではなかったので、つぎのページをめくった。

　そこはもう見たページだったので、スケッチブックを閉じた。

「最近、あんまり描かいてないのか？」

　義昌は、描くとなると一気に百枚も描き散らすかと思えば、一週間も二週間もスケッチブックにはさわらないような時もある。そういう極端な波があるのは彼の癖らしくて、べつにそれはそれでいいのだが、話の継ぎ穂として言ってみた。

「ちょいスランプ来てた」

　という答えが返ってきた。

「スランプなんて、プロになってから言えって」

　なんてまぜっ返しつつも、気になった。

「気が乗らないのかい？」

　義昌は、絵に関しては気分屋で、言葉を換えれば、気持ちのおもむくままに描くのが彼の絵。だから義昌にとっては、気が乗らなければ描かないというのはあたりまえのことだとは思うが、プロをめざしての修業中の仲間同士という朋哉の立場からは、「描けない」という状態は、他人ひと事ごとではないだけに気になる。

　そんな朋哉に、

「おまえのせいだ」

　義昌がドキリとすることを言った。

「僕のせい？　なんで？」

「けど、おまえのおかげで足抜けした」

「なんだよ、それ」

　わけのわからないことを言う義昌を、口をとがらせて睨にらんでやった朋哉に、食事は終えてた義昌は、すすすっという感じでにじり寄ってきて、後ろから抱きついてきた。

　正確に言えば、あぐらをかいた膝ひざの中に朋哉を抱き込んだのだが。

　しかも、朋哉の胸をぐいと抱き寄せた手は、そのまま寝巻きの襟えり元もとにすべり込んできて、人差し指と中指で乳首をはさんで、女ならば乳房になってるあたりを揉もんできた。

「だめだぞ、本日は休業」

　朋哉はそう釘くぎを刺してやったが、義昌のいたずらは気持ちよかったので、するに任せておいた。義昌は超絶倫のスキ者だが、朋哉が本格的に体を壊すようなむちゃはしないと知っていたから。

　そんな朋哉の肌を、感触を楽しむようになでさすりながら、義昌がボソボソとささやいてきた。

「春だからだかなんだか知らねェが、ここんとこ、この体にやたらと夢中でよ」

　たしかに、昨夜はとことんまでよがり狂わされたけど。……死んでしまいそうにヨカッたけどね。その言い方って……

「体にね、ふ～ん」

　義昌は、言ってやった朋哉の微妙な気分には、気づかないらしい。

「ああ。バイト中も、そればっかが頭の中でグルグルしてやがってよ」

「完かん璧ぺきに『発情期』ってやつだね」

「この春休みにはバッチリなのを一枚仕上げて、ミソノーの認識を改めさせてやる予定だったのによ。この超絶イカシてるスケベエ朋哉のおかげで、カンバスは真っ白のままだ」

「……悪かったね」

　怒りたいところなのに、気持ちはちっともとんがってもこないのは、このエッチ上手な手のせいか？

「ああ、俺おれが今年大学を出られなかったら、おまえのせいだぜ、朋哉。やれば、絵なんてどうでもよくなっちまうほど満ち足りちまうし、がまんすりゃ、おまえのことしか考えられなくなっちまってよォ」

「僕の体のことね、はいはい」

　ちょっぴり気分がささくれ立ってきた。

「だってよォ、かわいくって好きでたまらねェんだよ。絵ェ描かせりゃ、この野郎ってアタマ来るような奴やつだけど、抱いてるあいだのおまえはすなおで、俺に惚ほれてるってのがビシバシに実感できてよ。それがもう、すっげェうれしくってよォ……

　おまえさえいてくれりゃ、絵描きになんてなれなくってもいいかなァ…なんてよォ…」

「僕はヒモなんてお断わりだね」

　朋哉は冷たく言ってやった。

「まして、持って生まれたせっかくの才能をポイ捨てにするような奴なんて、ヒモじゃなくたって願い下げだ」

　あ…そこ…イイ……

「俺だって御免だぜ。だから、けっこう焦あせってたんだが、来た。ミソノーのゼミが始まるまでに仕上げる」

「《渇き》だか《うるおう》だかを？」

「ああ。傑作になる気がするんだ」

　きっぱりと言った義昌の手が、脇わき腹ばらから股こ間かんへと降りてきて、朋哉の半はん勃だちのペニスをやんわりと握った。

「さて、俺おれはデッサン始めるから」

「うん」

　義昌の唇に了解のキスを送って、シャワーを使おうと立ち上がった。いや、風ふ呂ろがいいな。

　まだ定まりの悪い腰に苦笑しつつ風呂場に向かいながら、

「ねえ」

　と呼びかけた。

「体力を鍛きたえられる仕事って、やっぱり工事屋かな」

「……ん？　なんか言ったか？」

　上の空の返事に、

「いや、なんでもない」

　と答えて、ドアをくぐった。

　義昌の返事が上の空なのは、もう頭はデッサンの作業を始めているからだ。

「僕もそろそろ始めなくちゃな」

　湯の蛇じや口ぐちをひねりながらつぶやいて、朋哉は自分に向かって「始めなくちゃ」とくり返した。

　藤野朋哉は画学生で、美大をやめたのは、自分の絵を突き詰めるため。誰だれかに教わるというスタンスを捨てて、自分の力だけで学んでいくという背水の陣を敷くことが、いまの自分には必要だと思ったからだ。

　どこまでやれるだろうかという、この不安感と緊張感が、恵まれた温室で育ってきたせいの、自分の中の甘えの構造を断ち切ってくれるはずなのだ。

　ユニットバスの狭い湯舟に浸つかりながら、新規まき直しの一作目のテーマは何にしよう……と考え始めた。

　これからは正真正銘、二十四時間のすべてが自分の時間。どう使おうと自由だということは、使い方は自分で考えなくてはならないということだ。

　そして、大学をやめた以上、もうひとつの決心も実行に移さなくてはならなかった。

　翌日、朋哉はコンビニで、アルバイト情報雑誌を買い込んだ。学生という身分を離れた以上は、成人している男として、経済的にも自立する道を取るべきだと決めていたのだ。




　アルバイトをやることになったと話した朋哉に、義昌は、大学をやめたと報告した時とおなじ反応をした。

　つまり、

「そっか」

　という素っ気ない返事をしただけ。

「給料もらったら、仕送りは断わろうと思ってるんだ」

「いいんじゃねェ？」

　自分はとっくに自活の道を歩いている義昌は、そう言って、ポリポリと頭をかいた。

「ンじゃあ、来月からは家賃光熱費は折せつ半ぱんだな。月末までに渡すから」

「あ、そうか、それがあったんだ。だいじょうぶか？　急に出費が増えちゃっても」

「なんとかするさ。おまえのほうこそ、バイトなんてやるの初めてだろ？　何やるんだ？」

「営業マンだよ。固定給の上に、契約が取れたぶんだけ歩ぶ合あいがもらえるんだ」

「……それって、なに売るやつだ？」

「健康食品とかいろいろみたいだね」

「もしかして、訪問販売か？」

「いや、街頭での宣伝販売のスタッフ。ベテランの人と組んでやるから、経験なしでもＯＫなんだ」

「それって、まさかキャッチセールスじゃねェんだろうな」

「キャッチ…なに？」

「『キャッチセールス』だよ、聞いたことねェか？　街頭で客引っかけて、買うって言うまで何人かで取り囲んでねばって契約むしり取るってェ、悪徳商法だよ」

「……そんなんじゃないと思うけど？　面接の人もすごく感じがよかったし」

「もしかしてよ、まずは家族とか親しん戚せきとか友達に商品を買ってもらえって言われなかったか？」

「あ、うん。慣れないうちは話しやすい人から営業するといいって」

「でもって、買ってくれた相手から次の客の紹介が取れたら、歩合になるんじゃねェのか？」

「うん。そうやって歩合だけで月に百万以上稼かせぐ人もいるんだってさ」

　そうと聞いて、営業マンをやる気になった朋哉の説明に、義昌は盛大なため息を吐き出した。

「あのなァ……それって、マルチ商法とキャッチセールスを合体させた、極ごく悪あく会社だぜ」

　朋哉はぽかんと義昌を見やった。

「そうなのか？」

「もしかして、マルチ商法も知らねェ？」

「あー……よくは」

　義昌は二つ目のため息をついた。

「『ねずみ講』ってのは？」

「あ、なんか聞いたことあるな。ずいぶん昔の話じゃないかい？」

「最初に話題になったのは、二十年前ぐらいだけどな。十年ばっか前に、うちの親しん戚せきで引っかかったのがいて、七百万ばっかの借金しょいこんで、あわや一家離散って目に遭あったんだ」

「へえ……」

　そう言われても、自分のこととは結びつかないでいた朋哉に、義昌は三つ目のため息を吐き出しながら話し始めた。

「引っかかったのは、そこんちのおばさんだったんだが、パート勤めよりうんと金になるってンで、ダンナには内緒で始めたんだ。

　品物売ったら歩合が入るってことで、最初はセールスして歩くだけだったのが、まとめて仕入れると安くなるから、それだけマージンの取り分が多くなるって話を持ちかけられて、その気になってな。百万単位で買い込んで、買い込んだぶんは売らなくちゃならないってンで、近所中から親戚や友達にいたるまでのツテのかぎりに、押しつけるみてェにして売り始めたんだ。

　最初はまあまあ売れてたらしくて、調子に乗ったところが、一回はつき合いで買ってくれても二回三回ってわけにはいかない。売れなきゃ仕入代が払えねェから、おばさんは必死で売りつけようとする。

　結局、商売相手にした知人友人からは総スカンを食らうわ、抱え込んだ商品の代金が払えなくってサラ金に手を出してたのが、取り立てに来られてダンナにバレて、そのころには借金は雪ダルマ式に増えてて……って始末でな」

「ふ～ん。大変だったんだねェ」

　他人ひと事ごとながらもご同情申し上げるうなずきをやってみせた朋哉の頭に、義昌はガコッとゲンコを食らわせてきた。

「あいたっ。なんだい？」

「おまえなァ……いま言ったのは、マルチ商法に引っかかった実例の、実話なんだぞ？」

「うん」

「でもって、おまえが決めてきたバイトってのは、そういうヤバい商売なんだぜってことで話したんだが？」

「……そんなことないと思うよ。だって、あつかう商品は、品質が良くってドンドン売れまくってるやつでさ。くわしい説明ビデオも見せてもらったし」

「あのなァ……」

「テレビでコマーシャルを流せば簡単だけど、それだと莫ばく大だいな宣伝費がかかって、そのぶん小売り値段を高くしなくちゃならなくなるから、街頭宣伝や口コミだけで売ってるんだって。すごく良心的な会社なんだよ」

「あのなァ～～ッ！」

　ガシガシと頭をかきむしりながらわめいて、義昌は、

「とにかく、やめろ」

　と言った。

「なんでだい？」

　と聞き返した。

「おまえは口車に乗せられたんだ！」

「そんなことないよ。ちゃんといろいろ説明してもらって、納なつ得とくして」

「それを乗せられるっていうんだ！」

　義昌はガミガミと怒鳴って、

「おい」

　と眉まゆと眉を引き寄せた。

「まさか、金、払ったのか？」

「まだだけど？」

「まだ……ってことは、そういう話もされたんだな？」

「うん。試しに親しん戚せきとかに売って使ってみてもらうと、品質に自信が持てるだろうって。

　とりあえず、来週までに仕入代の二十万をつごうしてみろっては言われたけど」

「……んで？」

「母親に頼めばつごうはつけられると思ったけど、自立の第一歩が借金から始まるんじゃ幸さい先さきが良くない気がしたんで、返事は保留しといたんだ」

「……やってたら、おまえ、親おや父じさんから勘かん当どう食らってたぜ」

　しみじみとした口調で言って、義昌は、なにやら力の抜けた声で続けた。

「おまえ、バイトで暮らすって計画、やめにしろ」

　朋哉はムッとして言い返した。

「なんでだい？　さっきは賛成だったじゃないか」

「おまえがそこまで世間知らずだとは知らなかったからだよっ」

「僕のどこが世間知らずなんだ!?　いや、まだ知ってるってほどくわしいわけじゃないけどさ」

「あのな、はっきり言って、『世間』ってもんについてのおまえの知識は、小学生並みだ」

　義昌はそう断定した。

「そりゃ、あんまりじゃないか!?」

「事実だよ、事実」

　その投げ捨てるみたいな言い方にカチンときた。

「だったらなおさら『働く経験』も必要ってことだね。僕はアルバイトをやる。決めたんだ」

「わかった。じゃあ、とにかく、その営業の仕事だけはやめろ。マジでおまえのためを思って言ってンだ。俺おれって人間を少しでも信用してるんなら、やめてくれ」

　義昌は真剣で、朋哉にもそれはわかった。

「僕はきみを信頼してるよ」

　どうやら、きみはそうじゃないみたいだけど、と言いたいのは我慢した。それでは売り言葉に買い言葉になってしまう。

「じゃあ、いますぐ断われ。電話番号はわかってンだろ？」

「うん……でも、こんな時間じゃ事務所は閉まってると思うけど？」

「じゃあ、明日の朝いちばんに…いや、俺が電話してやる」

「僕って、そこまで信用ないのか!?」

　ムカッとして言った朋哉に、

「おまえのことは信用してるさ。だが、連中はとにかく口がうまいし、もしか脅おどしとか掛けられた時、うまくかわせるか？」

「脅し？」

「おまえみたいなおとなしい奴やつじゃ、押し切られちまうのがオチだよ。なんしろ一皮剝むけばヤクザまがいの奴らなんだから」

　さすがの朋哉も、ヤクザぐらいは知っているし、一般常識としての恐怖感もある。たしかに、そんなものが出てきたら、自分では太刀たち打うちできないだろうという自覚もある。

「わかった」

　とうなずいた。

「任せるよ」

　義昌は「ああ」とうなずいて、続けた。

「どうしてもバイトがやりてェってんなら、仕事は俺が選んでやる。バイトに関しちゃベテランだからよ」

　朋哉としては、子供あつかいされているようで、すなおにはうなずきたくなかったので、言った。

「工事現場はパスなんだけど？」

　義昌は（わかってる）というふうにうなずいた。

「昼間の仕事でいいんだろ？」

「短時間で高収入なら昼間のでもいいけど、そうじゃないなら夜のほうがいい。絵を描かく時間が確保できなきゃ、本末転倒だからね」

「ってことは、昼間は描いて、睡眠時間もしっかり取れて、かつ月に十二、三万は稼かせげる仕事ってか？」

「まさか、そこまで世の中アマく見ちゃいないよ。寝る時間は削ってもしょうがないと思ってる。きみだってそうやってるんだし」

「すぐブッ倒れるよ、おまえじゃ」

「そんなにヤワじゃないよっ」

「ヤワだよ、俺おれにくらべりゃ」

　反論の余地のない理由で朋哉の言い分を却下してくれて、義昌はウ～ムと考え込んだ。

「しかし、夜十二時ぐらいまでの夜勤仕事ってェと、学生バイト連のねらい目だからなァ……」

「いいよ、自分のアルバイトなんだから自分で」

「だーめーだ」

　聞き分けのない子供相手みたいな言い方をして、義昌は続けた。

「一晩三万なんて仕事をホクホク拾ってこられたりしちゃ、たまんねェからな」

「えっ!?　そんな仕事あるのかい!?」

　目を輝かせた朋哉に、義昌は、

「これだよ」

　とため息をついた。

「あのな、いま言ったのはウリ専の相場だ」

「ウリセン？」

「売春だよ、カラダ売る商売」

「……男だぜ？　僕は」

「女を買う奴やつもいりゃ、男を買う奴もいるんだ。おまえ、見も知らねェオヤジのチンポ舐なめたり、ケツに入れさせたりしてェか？」

「冗談じゃない！」

　怒鳴って、朋哉はおずおずと義昌を見上げた。

「僕のこと、そういうふうに見てるってことか？」

「俺がか？」

　義昌はびっくりした顔をした。

「思ってるわけねェだろ？　小林ハンや青井とのことは、よんどころねェ事情があったんだ。金でどうのってことじゃなかったじゃねェか」

「うん。わかってくれてるんならいいんだ」

　ホッと安あん堵どの肩を落とした朋哉に、

「しかしなァ」

　と義昌が続けた。

「おまえの体にカネ払いてェってオヤジはいそうだからな。気をつけろよ」

「僕って、そういうふうに見えるのか？」

「色っぽいからよ、最近は特に」

　言って、義昌は朋哉の手を取った。ほっそりと骨っぽい手の形を楽しむように、指先でなでながら、もうこれでいくつ目だかのため息を吐いた。

「立ってても座ってても食ってても寝てても絵になるんだ、おまえは。前まえ田だ塾の連中がモデルにしたがるのも無理ねェよ」

　前田塾というのは、朋哉の父親の友人である画廊主・前田光みつ人とが作っている、若い絵え描かきたちのためのサロン。場所は、朋哉の実家からバスと徒歩で四十分ほどのところにある前田の自宅で、前田はそこで画家のヒヨコたちに物心の援助を与えてやっている。

　朋哉たちが住んでいる都内のマンションからは、片道二時間以上という距離なので、そう頻ひん繁ぱんに顔を出しているわけではないが、義昌が前田塾の雰囲気を気に入っていて、月に一回ぐらいは二人で出かけている。

「でもって、連中はいちおう、モデルにするだけで満足してるが」

「待った」

　と朋哉は義昌の舌にストップをかけた。

「そういう気で近づいてくる人間にはちゃんとお断わりをするし、聞き分けがないなら撃退もするさ。

　きみに話す必要はないと思ったから黙ってたけど、このあいだ渋谷まで画材を買いに行った時」

「なんかあったのかっ？」

「モデルにならないかってスカウトが二件、『いくらだ』って聞いてきた奴やつが約三人」

「どこでだよっ」

　目を剝むいて不ぶ精しよう髭ひげづらを突き出してきた義昌に、朋哉はわざと落ち着き払ってしゃべってやった。

「買い物が終わったらもう七時過ぎてたんでね、外食ですませちゃおうと思って中華屋に入ったんだ。で、定食をたのんだら、旨うまかったんだけど量が多くって、胃にもたれちゃってさ。駅までは行ったんだけど、ラッシュの電車に乗ったら気分が悪くなりそうだったんで、ベンチで休んでたんだよ」

「そン時にスカウトとナンパが？」

　義昌は、朋哉が話しているあいだに作った、落ち着いたふりの顔で聞いてきたが、内心は苛いら立だっているのがわかった。

　朋哉はからかいを続行した。

「スカウトに声かけられたのは、画材屋の行きと帰りだよ。ベンチにいた時に来たのが」

「ナンパか…」

「三十分ぐらい座ってただけなのに、つぎつぎって感じで。あそこ、ハッテン場だったのかな」

　義昌は一瞬（ガーン）という顔をしたが、むっと口をへの字にして小鼻をふくらませることで気を取り直した。

「キャッチやマルチはわからねェで、ハッテン場なんてのは知ってンのかよ」

　からかい口調で言ってきたが、胸の中はどよどよと曇ってきているのがわかった。

　これ以上からかうと体で仕返しされそうだと見て、朋哉は調子をあらためた。

「言葉と意味はね、昔買ってみたホモ雑誌にあったから」

「んなもん買ってたのか!?」

「美感覚が合わなかったから、一冊でやめたけどね。

　ところで、僕が言いたかったのは、声はかけられたけどそれだけだった、ってことなんだけど？　きみに申し訳が立たないようなことは、なんにもなかった」

「ああ」

　義昌はうつむいて、右手でバリバリと頭をかいた。

「よくわかったし、ちゃんと信じてる」

　そして顔を上げて、ニッと笑った。

「だから、やらせろ」

「なんでそうなるんだ？　だからってなんだよ」

「無意味な接続詞だよ。やろうぜ、朋哉……そろそろ俺おれの太いのが欲しくなってるころだろ？」

「……まあ、否定はしないけど」




　おとなしく身をまかせてくる朋哉を楽しみ始めながら、義昌は、さっきの話にかきたてられて心の中で浮き沈みする不安の澱おりを、理性の力で鎮しずめようと苦闘していた。

　朋哉の、作り物でも媚こびの手段でもないセクシーさが、そうしたものへの審美眼を持った男たちを引き寄せる。朋哉の魅力は、懊おう悩のうと苦しみによって磨き上げられてきた、本物の『人間としての魅力』だから。

　幾多の色を塗り込めることによって深みを得た画面が、その深みゆえに人の目を引きつけるように、悩みや苦しみを昇華させた結果の人間的な深い色彩をまとった朋哉は、人の心を惹ひきつける存在になっているのだ。

　朋哉の話を聞いていて、まず思ったのは、（こいつを誰だれにも盗られたくない！）という危機感だった。

　できることなら、この部屋に閉じ込めて、どこにも行かせない誰にも見せないという安全策を採用したいところだった。

　だが（それは違うだろう）と理性が言う。

　それじゃァおまえは、ただの悋りん気きと独占欲の権ごん化げに成り下がっちまうぜ。でもって、朋哉に愛想を尽かされる。

　だめだ、だめだ。そんなケツの穴の小せェ男に成り下がったら、俺おれたちは終わりだ。

　俺は、こいつが俺の恋人であるってことにヤニ下がって、こいつを見せびらかして歩くような男じゃなきゃいかん。そのくらいの度胸者じゃなくちゃ、この朋哉の恋人役なんか務まらねェぞっ！

「あっ、く、来るっ、来てるっ！」

　深々とくわえ込んだ義昌に、絶頂を迎える前兆のビクビクという震えを伝えてきた朋哉に、

「いいぜ、イケよ」

　とささやき返してやりながら、義昌は、肌理きめの美しい朋哉の首筋に唇を当てた。キュッと強く吸い上げた。

「ふうっ！」

　と息を詰めてイッて、ハァ……と緊張を解いた朋哉のそこに、くっきりと赤いキスマークができ上がっているのを確かめて、ルンルンとこちらもイク作業にかかった。

　明日は、前田塾を訪れる予定につき、連中を歯ぎしりさせてやるための、無言のノロケを用意したというわけだ。




　前田塾では、ファンタジー系のイラストレーターを目指して修業中の『チャーリー』こと泉いずみ田だ千ち可か雄おと、無口で動作もにぶいもっさり男という見かけとは正反対の、ひどく明るく軽やかなシャガール風の絵を描かく本もと島じま淳じゆん、抽象画描きの青井誠司の三人が、いつものようにモデルの到着を待っていた。

　いつものようにというのは、それぞれにおたがいの絵を、口から泡を飛ばしてケナし合うという、はたから見たら喧けん嘩かとしか思えないおしゃべりをしながらということだ。

「おっ、来た来た！」

　チャーリーが大声で朋哉の到着を歓迎し、あとから入って行った義昌の顔を見て「あ、ゲッソリ」と肩を落とした。

　義昌はさっそく、チャーリーをヘッドロックにふんづかまえて、

「なーにがゲッソリだよっ」

　とゲンコツぐりぐりの刑に処してやった。

「いて、いででで！　トミー、助けろっ！」

　悲鳴でのＳＯＳを投げかけられた相手である朋哉は、澄すました顔で、

「トミーって誰ですか？」

　と本島にたずねた。

「知らん」

　と本島が答え、青井も、

「知らないねェ」

　とニヤニヤ。

　これまたいつものことだった。

「今日は俺おれからなんだ」

　冗談もまじめも同じ顔つきでやる本島が、朋哉に言った。

「五分ずつ三ポーズだけですよ」

　朋哉がため息をつきながら言った。

「僕はモデルは専門じゃないんですから」

「おう」

　うなずいて本島は、たぶん例によって、慎重に場所や角度を決めて置いたのだろう椅い子すを、顎あごでしめした。

　朋哉が本島たちのモデルを務めるようになった直接の原因は、昨年十二月の前田塾の年間総決算『松まつ平だいら賞』の打ち上げで、義昌が、自分の専属モデルだと言い張っていた朋哉を「貸す」という約束をもぎ取られたせいだ。

　そして朋哉としても、チャーリーたちが何年もねらい続けて来た松平賞を、塾には一、二度顔を出しただけの自分が「トンビにアブラゲ」よろしくさらってしまったことへの後ろめたさがあったらしく、無む下げには断われないでいるうちに、なしくずしに引き受けさせられてしまったような格好。

　もっとも、「豊川露ろ舟しゆう画伯が使ったモデルを描かいて、自分もなにがしかのインスピレーションにあやかりたい」のだという説得理由を持ち出されていなかったら、首を縦には振らなかっただろうが。

「ええと、着物のままでいいですか？」

　本島が指定した椅い子すに腰を下ろしながら、そうたずねて、朋哉はギョッと目元を赤くした。

「あの、洋服に着替えたほうがいいなら持ってきてますが」

　と言い直した。

　さっそくチャーリーがくちばしを突っ込んだ。

「なんだ、やっとヌードもオッケーかと思ったのにィ」

「いやですよ」

「いいじゃんよ、男同士だろ？」

「いやですっ」

　毎回のやり取りながら、今日も気け色しきばんで拒否した朋哉に、チャーリーがニヤッとしながら言った。

「そういうやつを見られたくないとかって理由なら、もう見せつけられちゃってるしィ」

　朋哉が「えっ!?」という顔をし、あわてて壁の掛け鏡のところへすっとんで行った。

　鏡を使っても自分では気づきにくいところにつけておかれた、赤い吸い痣あざを見つけて、

「義昌～っ！」

　と振り返った。

「へっへっへ」

　と義昌は頭をかいてみせた。

　ムッと朋哉はふくれた。

　ふくれて義昌を睨にらみつけたあげくに、

「いいですよ」

　とチャーリーに向かって言った。

「ヌードが描きたいなら脱ぎますよ」

「おおっ！」

「やったぜっ！」

　目を輝かした本島と、手をたたいて躍り上がったチャーリーの向こうで、青井が、「ウウッ」と頭を抱えた。

「お、俺おれは帰る」

　その理由はもちろん、チャーリーたちは知らない、つまみ食いの件だろう。朋哉の味が忘れられなくて、朋哉を追いつめ、最後は義昌の天てん誅ちゆうパンチでとどめを刺された恋心が、ヌードなど見てしまっては焼けぼっくいが火を噴ふく。そんな事情に違いなかった。

　が、

「おー、帰れ帰れ！　そのぶん俺おれが六ポーズだ、いいよな？　トミー？」

　オチャラケた指さし確認をやったチャーリーの胸ぐらを、本島がガシとつかんだ。

「そりゃないぞ、チャーリー。山分けしなくちゃよ」

「わ、わかったよ。じゃあ、俺が二プラスでおまえが一プラス」

「公平にジャンケンで決める」

「ヌードでもいいって言わせたのは俺だぜ!?　俺が五ポーズで、おまえは四ポーズ！」

　ゴチャゴチャ仲間割れをしている二人のあいだに、絵を描かいていない時はまじめな公務員か教師にしか見えない青井が、ぬっと顔を割り込ませた。

「やっぱり俺も見る。いや、もとい。描く」

　もめていた二人はムムッと青井を見やり、チャーリーが義昌に言った。

「おい、こいつの番の時はトミーから目を離すなよ」

　本島もうなずいた。

「青井はアブナイ」

　義昌はヘラッと笑ってみせた。

「俺は、おまえら全員、信用しちゃいねェ」

「カーッ、やな男だねェ」

「うむ」

「おい、朋哉、帰るぞ」

「わーったわーった！　はいはい、こちらの監視席にどーぞ。お茶お持ちしますか？　肩お揉もみしましょうか？」

　朋哉がクスクスと笑い出した。

「これだから、せっかくやって来てもろくに描く時間が取れなくて、なかなか完成しないんだ」

　言ったのは、もう三か月以上、未完成のままイーゼルに架けっぱなしの自分の絵のことだ。

「さあ、やりますよ。本島さん、全部脱ぐんですか？　セミヌードでいいですか？」

「あーうー……」

「そーそー、全部よ全部！」

「言っときますけど、期待は外れると思いますよ」

　言いながら、朋哉は結ゆう城き紬つむぎの羽は織おりを脱ぎ、献けん上じよう博はか多たの帯をシュッシュッと解き、着込んだアンサンブルの袷あわせと長なが襦じゆ袢ばんをするりと脱ぎ捨てた。

　あらわれた白い裸身に、青井と本島が呻うめき、チャーリーはケタケタ笑った。

「か、海パン！　学校海パン！　ドヒャヒャヒャヒャヒャッ！」

　朋哉は用心よく、着物の下に紺色の地味な水泳パンツを穿はき込んでいたのだ。

「すいませんが、鉄腕アトムのパンツとおなじく、これは脱げませんので」

「グッヒッヒッヒッ！　ヒ～ッ、ヒ～ッ」

「じゅ、充分、か、感激的でありますっ」

　本島がしゃちほこばり、青井はグビッと喉のどを鳴らした。

「で、ポーズは？」

　朋哉が落ち着き払って場を仕切った。

　それからの四十五分間。サロンは、静まり返った中に、それぞれの画具が紙をこするかすかな音が流れるだけの、緊張した雰囲気に満たされ、

「時間ですね」

　という朋哉の声と、ハァ～ッという三人分の吐息での返事で、もとの空気に戻った。

「よっしゃ、これで『ツクヨミ』が描き上げられるぜ」

　チャーリーが満足そうにつぶやき、着物を着直している朋哉に向かって「サンキュな」と笑った。

「つぎの創作展で金賞獲とって、賞金でおごるからさ」

「獲れたら、だろうがよ」

　まぜっ返した義昌に、

「獲るさ」

　とふんぞり返った。

「俺おれの絵の弱点は、ジャンルがファンタジーだけに、想像力に頼らなくちゃならない面が強くって、イマイチ説得力が不足してたってところだからな。

　この『ツクヨミ』は、生きてる夢幻として描かき上げられる自信ができた。もう金賞に決まりさ」

「生きてちゃ『夢まぼろし』にはならねェんじゃねェのか？」

「チッチッチ。ツクヨミは夜の支配神だからな、昼が残したぬくい空気を吸って、ひんやりした夜気を吐くんだ。体の中は透明な闇やみが音もなくめぐっている異次元でよ。

　けど、ちゃんと生きてなくちゃいけないんだ。俺はそれを描いてみせるんだ」

「人じん外がいの生命体としての神話存在を描出して見せるってわけだな」

　青井がウンチクをさしはさんだが、チャーリーはもう自分の世界に入っていて、何事かブツブツつぶやきながら、自分用の画台のところに行ってしまった。

　かわりに義昌が、

「青井は？」

　と水を向けてやった。

「手も動かさねェで、脱水症になるんじゃねェかってほど、ヨダレ垂らしまくってやがったが」

　青井はギョッと口元に手をやって、からかわれたとわかってニタリとした。

　その顔のままニタニタと笑いながら言った。

「つぎのはタイトル付きでやることにした」

「へーえ、そっちの手ごたえもあったってかよ。ほんとかね」

「うん、藤野くんへの感情に集中してたら、こうはっきりとね、見えたんだよ。すなわち僕の絵は、自分の中の感情を描き出そうとしてきたんだが、いままではもやもやとした混こん沌とんとしてしか捕らえられなくてだね」

「あーあー、ウンチクはいいから絵で見せてみろや。言葉で説明できるンなら描く必要はねェってのが持論だろ」

「うんうん、そうなんだよ。やっとチャンネルがつながったね、富と樫がしくん」

　青井はまだニタニタとうれしそうな顔で、義昌の手を両手で握り、ブンブンと振りまわして、自分のイーゼルのところヘスキップしていった。

　本島は、とっくに制作に取りかかっている。

　朋哉はと見ると、こちらも自分の仕事を始めていた。

　義昌は、前田塾には画材は置いていない。一か月に一度しか来ないここに一式置いておける余裕はなかったし、特にここでやりたいことがあるわけでもない半日のために、重い荷物を引きずってくる気にもならない。

　ようするに前田塾での義昌は、暇な見物者だった。

　それでも毎月やって来るのは、ここに集まっている連中がおもしろい奴やつらだからだ。

　しばらくは、鼻くそをほじりながら、ほかの連中の創作ぶりを眺めていたが、やがて飽きて二階に行った。

　二階は、手前の半分が塾生たちへの開放スペースである食堂になっていて、奥の半分は前田夫妻のプライベートスペース。

　前田家の台所につながっているカウンター窓をあけて、

「ちわっす」

　と声をかけた。

「は～い！」

　と明あき子こ奥さんの声が答え、台所の奥のドアから、派手な色彩をまとったひどく小柄な女性が顔を出した。

「あ、今日、来る日だったんだ」

「ダンナは店？」

「用？」

「藤野がバイト探しててよ。あいつ、自分で見つけてきたのはキャッチのセールスマンでさ、あぶなっかしいったらねェんだ」

「あはははは。もろ世間知らずってタイプだもんねー」

　ほがらかに笑い飛ばして、奥さんはカウンターの向こう側に肘ひじをついて、内緒話の態勢で首をのばしてきた。

「じゃあ、カレ、大学やめたんだ？」

　カウンターの向こうには、奥さん用の踏み台が置いてあるんだな、と義昌は思った。でなければ、百四十センチそこそこの奥さんは、カウンターから首しか出せないだろう。

「ああ。自活しながら独学するんだってよ」

「ふーん。まあ、一度はみんなやってみることよね、独学って。

　バイトって、昼？　夜？」

「夜。けどあいつ、体力ねェからな」

「そりゃ富樫のせいじゃないのォ？」

　言ってくれて、

「けど、うちのダンナのツテじゃ、この近辺ってことになるよ？　通いじゃ無理でしょ」

「やっぱそうか？　都内に行きつけの店ぐらいねェ？」

「おミズやらせんの？　危険がアブナイじぇェ？」

「だからガードが利くとこって思って、零れい細さい社長のツテまでアテにしてるんじゃんか」

「レーサイときたか、くそガキ」

　ギイッとお座敷犬よろしく歯を剝むいてみせて、明子奥さんはコロッとまじめな顔に戻った。

「それって、ご両親には内緒のこと？」

　つまり朋哉の両親に知られてはマズいのかという質問だ。

「べつにンなこたァねェと思うが。もう話したのかどうかは聞いてねェけど」

「おたくたちって、けっこう醒さめてるっぽいカップルなのがおもしろいね」

　奥さんは感心したふうに言って、「それだったら」と続けた。

「うちは零細だけど、あっちは『中小』ぐらいじゃある社長なんだからさ、ツテ聞いてみたら？　会社があんのは横浜だから、その近辺だって、そこそこ通えるんじゃない？」

「どうだかなァ……あいつ、親おや父じさんの力は借りたくねェんじゃないかなァ」

「それもいわゆるひとつの親孝行だって言ってやんなさいよ。頼られてうれしくない親はいないんだからさァ」

「まあな。ああ、言っとくわ。じゃ、どーも」

「ちょっと、ごはん食べてかないの？」

「食わしてくれンの？」

「ドッグフードはいつもケース買いしてあるから」

「俺おれは犬かァ？」

　奥さんはキャラキャラ笑った。

「大型の雑種って感じじゃん、富樫って。

　サバの味み噌そ煮になんだけど、青魚はオッケー？」

「食い物はオールオッケーっすよ。ドッグフード食ってたこともあるし」

「おーお、いっちょ前のビンボー人じゃん。

　いまから作るから、一時間ぐらいだね」

「ごちそうになるっす」

「うん。藤野くんは実家に顔出すのかな」

「たぶん」

「じゃ、富樫が二人前食べるね？」

　質問ではなく確認としてそう言って、奥さんは台所に引っ込んだ。

　パタンとスリッパの鳴る音がしたところをみると、やっぱり踏み台を使ってたらしい。

　義昌は、声を立てずにくすくす笑いした。あの奥さんの最大の美点は、あの可愛かわいさだ。

　ぽてぽて階下に戻ると、義昌は、ここでの置き作品である《群像》と向かい合っている朋哉のところへ行った。

「おう、だいぶカッコついてきたじゃんか」

《群像》は、前田塾の常連たちをテーマにした油彩の作品で、朋哉はこれを、面と色彩による表現の実験作だと言っている。

　たしかに、抽象と具象のボーダーライン上に乗りそうな画法は、朋哉の作品としては新機軸だったが、一般的に見てみれば実験的というほどの目新しさはなかった。

　だから義昌は、これは月に一度しか来ないここでの暇つぶしだと思っていたのだが。

「まだまだ今からさ」

　という返事がかえってきた。

「このペースじゃ、仕上がるのは秋になりそうだけどね。まあ、そのぶん取材もできるしね」

　義昌は、七割がた仕上がっているように見える《群像》に目を戻した。

　モチーフはチャーリーと青井と本島で、記念写真みたいなぐあいに、肩から上の三人を三角形の構図の中にまとめてある。

　すっすっと動かしていた絵筆を止めて、

「さて、どうかな」

　とつぶやきながら、朋哉が一歩下がってきた。場所を空あけてやった義昌の隣で、カンバスを、正面からと斜めから何度か眺めて、

「うふっ」

　と肩を揺らした。

「ちょっと義昌、まずこれで見てみて」

　言ったのは、義昌が今いる正面の位置から絵を見ろということらしい。

「うむ」

　なま返事をした義昌に、

「よく見た？」

　と念を押して、

「じゃあ、二歩こっちへ来てみて」

「うむ？」

　言われたとおりに移動して、絵に視線を戻した。

「お？」

「へへー」

　朋哉は得意そうに唇のはしをゆがめた。

「ちょっとおもしろいだろ？」

「うむ」

　義昌はもういちど絵の正面に戻って、目は絵に据すえたまま、二歩、横に歩いた。

　一歩目では絵には変化はなく、でも二歩目で、描かかれた三人は三様に表情を変えた。

　それぞれの記念写真用といった澄まし顔から、チャーリーはかすかに皮肉げな笑みを浮かべ、青井はそれとなく不快げに眉み間けんを曇らせ、本島にいたっては「腹が減った」と言いたそうに唇を突き出したふうに。

「ほえー……」

　何度か正面と右サイドからの見比べをやってみてから、義昌は、逆のほうに二歩あるいてみた。

　こんどは何の変化もなかった。

「そっちはね、これから。全部で四面に仕上げるつもりなんだけど」

「正面と、左右と？」

「あと、あおりで見た時。でも、二面目でも充分ややこしかったから、どこまでやれるかわからないけどね」

「面と色彩での実験作ってのは、こういう意味だったのかァ……」

《モナリザ》は、どこから眺めても彼女の目がこちらを見ていると言うが、これはそれをさらに複雑化した手法と言えるだろう。

「……手品のタネは、この影か。こう見るとべつに目立たなくって、こう来ると……おう、表情の陰いん影えいに見えるんだ。ほー……」

「遊びだけどね」

　複雑な色彩計算をやり上げてみせた男は、そう肩をすくめて、つけくわえた。

「露舟先生の《碧へき緑りよく》のマジックの研究成果を応用してみたんだけど、まあまあだろ？

　さて、第三面の攻略方法はどうしようかなァ。下手へたにやると総崩れになっちゃうんだよねェ……」

　セリフの最後は、沈思黙考の世界に入りかけながらのつぶやきになって、本人は、絵の前で腕組みをし、メガネの奥の目はまばたきもせずに画面を見つめる、考える彫像になり……

「ま、がんばれや」

　おそらくはこれまでの倍も難解だろう計算にかかっている頭脳の、じゃまにならないように絞ったボリュームで言ってやって、義昌はそっと朋哉の横を離れた。

　離れがてに見つけた朋哉の真剣な横顔に、（おっ）と思って、これだけは持参してきているスケッチブックと鉛筆を取りに行った。




　一階まで届いているはずの、上出来にでき上がったさばの味み噌そ煮にの匂においにも、

「みんなー！　ごはんできたわよー！」

　という呼び声にも、なんの反応も返ってこないのに首をかしげながら、階下に降りてきてみた明子は、黙々とそれぞれの制作に没頭している五人の若者たちの姿に、納なつ得とくのため息をついた。

「やーれやれ。自信作ができたって時にかぎって、こうなのよねェ」

　ちょうどそこへ夫が帰ってきた。

　明子は、満面の笑みで、

「おっかえりー」

　とダーリンを迎えた。

　たとえ一人でもいいから、せっかくの自信作の味が落ちてしまう前に食べてもらって、おいしいと言ってもらいたかったので。

　だが夫は、明子にはチラッと目を向けただけで、彼女ではない人間に声をかけた。

「朋哉くん！」

　と。

「こっちに来てたとは、ラッキーだった。

　すぐ帰りたまえ！　藤野社長が倒れた」

「えっ？」

　と明子は藤野くんを振り返った。

　涼しげな美び貌ぼうに長髪と和服姿が似合っていて、その来訪が明子のひそかな楽しみになっている青年は、夫の声は耳に入らなかったふうで、自分の描かきかけの作品に見入っているままだった。

「藤野くん!?　藤野くんったら！」

　明子の最大ボリュームでの怒鳴り声に、ビクッとこちらを向いた。

「……あ、おじゃましてます」

　その時にはもう、夫が、藤野くんのところに駆けつけていた。

「お父さんが倒れたんだ。ゴルフの最中に、いきなり胸を押さえてうずくまってね。

　市立病院に運んで、お母さんには連絡が取れたんだが、きみのところは留守電で」

　口早な夫の説明を、藤野くんは、何が何だか理解できていない顔で聞いていたけど、

「……父さんが？……倒れたんですか？」

　おずおずと聞き返して、夫がうなずくのを見て、みるみる真っ青になった。

　でもその時には、彼のガーディアンの富樫くんが藤野くんのところに飛んで来ていて、落ち着いた声で夫に質問をくり出していた。

「病院は、市民病院っすね？」

「ああ」

「容よう態だいは？」

「狭心症の発作らしいってことで、とりあえず命に別状はなかったが、入院することになった」

「市民病院の場所は、タクシーなら知ってるっすかね」

「送るよ」

「じゃ、頼ンます」

　夫はあたふたと玄関を出ていき、藤野くんも富樫くんに抱き支えられるようにして出て行った。

　残ったのは、突然のバッドニュースのショックに凍りついたままの空気と、その中で立ち尽くしている三人と、明子。

「あー」

　と明子が沈黙を破ったのは、それは自分の役目だと思ったからだ。

「なんか大変そうだけど、とりあえず、ごはん食べない？　今夜の味み噌そ煮には自信作なんだわよね」

「……いただくっす」

　と答えた本島くんの声に、ホッと力が抜けるほど救われた。

「明子奥さん!?」

　と腕をつかまれて、ヘナヘナと膝ひざをつこうとしていた自分を自覚した。

「あ、ごめん。なんか…」

「いや～、ブッたまげ～……」

　言いながら、チャーリーがもう片方の腕を抱えて支えてくれた。

「マジ、ヒヤッとしたですよ～。俺おれっちも、いいだけ親不孝してるからさァ～……」

「そんなことないよ」

　明子は、ＴＰＯにしては我ながら上出来と思える笑顔を返してあげた。

「親にはさ、子供が真剣に頑がん張ばってる姿ってのが、なにより一番うれしいんだから。あんたたちは、みんな頑張ってるんだからさ。親不孝なんてしてないんだから。そんなの、気にしないでだいじょうぶだからね」

「明子奥さん……」

「みんな、いい子たちだもん！　何があったって、あんたたちが悪いんじゃないもん！　あんたたちが真剣に頑張ってるってことは、あたしたちが知ってるもん!!　知ってるんだもん!!」

　でも、そんな頑張りを理解してくれない親もいて。いまだに明子は、そんなあつかいを受ける理由はない夫への、理不尽としか言えない不満をぶつけてくるばかりの、母親をはじめとする親族一党の無理解な態度に、悲しまされ続けていて……！

　自分の不運を基準に、画商はすべて悪あく辣らつな詐さ欺ぎ師しだと思い決めてしまった父親は、その偏見を改める機会を得ないまま、「画商なんて奴やつと結婚したバカ娘」と明子を罵ののしり続けたままで、他界した。母親は、そんな父親の偏見を相続して、さらに凝こり固まり、手紙は無視されるし電話は切られるという徹底ぶり。兄や姉や親しん戚せきたちも、全員が母親の味方について、明子は、愛し愛されて結ばれた夫である前田光人を除いては、孤立無援・天涯孤独の立場にいる。

　そうした身の上からの、ふだんは心の奥底に押し込めてある不安感や悲しさや寂しさ、そして憤ふん懣まんが、一気に噴出した感じだった。

　声を上げてオイオイ泣き出しながら、明子は頭のすみで、こんなことをしたらみんなが困っちゃうのにと思ったが、一度堰せきの切れた感情はもう歯止めが利かなかった。

　そして、それぞれに自分なりの苦労をしてきている三人の青年たちは、そんな明子から逃げ出したりはせず、驚くほどのやさしさで明子を慰めにかかってくれた。

　だから、藤野くんたちを送っていった夫が戻って来た時、明子は笑顔で「お帰りなさい」と言えた。

　夫は、明子の泣き腫はらした目を見て、黙って抱き締めてくれた。

　それから、みんなで晩ごはんを食べた。

　温め直しでもまあまあの味の味み噌そ煮にを食べながら、明子は、ここにいるのは家族なんだと思った。

　藤野くんも富樫くんも、この家でごはんを食べた人は、みんな私たちの家族なんだ……

「藤野くん、だいじょうぶかなァ」

　と言ってみた。

「一人っ子の一人息子だからなァ」

　夫の返事は、明子の危き惧ぐを正しく読んでくれていた。

「だが藤野治じ郎ろうって人自身が、けっこう老舗しにせだったっていう家は継がずに、自分の腕一本で会社を興おこしてあそこまで来た男だ。息子の才能も認めてるしな」

「でも、まわりはそうはいかないかもねェ……」

　明子の両親が、明子と前田との結婚を認めてくれなかった裏には、口うるさい親しん戚せきへの遠慮や世間への手前があったことも確かなのだ。

「まあ、朋哉くんの事情は、朋哉くんが解決するしかないことだからな」

　明子にも、それはよくわかっていたが、うなずきたくなかったので、

「おかわりは？」

　と話をそらした。

「茶をくれ」

　と、やさしい夫は、明子の気持ちを受け止めてくれた。




　病院に着くまでに、前田からくわしい話を聞いていたので、夜間用の出入り口をくぐって受付窓口のベルを押した時の朋哉は、すっかり気も落ち着いていた。

「こんばんは、父が救急で入院したと聞きまして」

「どちら様でしょうか？」

「藤野です。患者は藤野治郎」

　ナースらしい女性は、手元のファイルを繰くって、

「Ａ棟の５０５号室です」

　と教えてくれた。

「その廊下の突き当たりを左に行って、ロビーを突っ切ったところがＡ棟です。五階へはエレベーターでお上がりください。エレベーターを降りた右手にナースセンターがありますので、面会の許可を受けてください」

「ありがとう」

　礼を言って、朋哉は義昌を振り返った。

「病室の外までならよかんべ？」

「あ、うん。で、廊下の突き当たりを左、だっけ？」

　ナースの応対は、あんまり立て板に水で、パニクっている患者の家族には半分も理解できないだろうなと、朋哉は思った。

　このあたりでは一番大きな総合病院であるここは、手て狭ぜまになるたびに建て増しをしたらしく、本館とつながったＡ棟、Ｂ棟のほかにＣ棟もあるらしい。

　それでも廊下の角ごとの表示がきちんとしていたので、迷わずにＡ棟の五階にたどり着けた。

　ナースセンターで、面会ができるかどうかたずねた。

「もう面会時間は過ぎていますので」

　遠慮してほしいという返事だったが、

「息子なんですが。ついさっき、出先で父のことを聞きまして」

　受付のナースは、

「ちょっとお待ちを」

　と言い置いて、部屋の奥にいた師長だか主任ナースだかのところへ相談にいった。

「ああ、救急で入院された患者さんね」

「息子さんだそうですけど」

　そんなやり取りが漏もれ聞こえ、やがてナースが戻って来た。

「個室ですので、お入りいただいてけっこうです。患者さんはお薬で眠っていらっしゃいますので、お話にはなれませんけど」

「はい、顔だけ見たら帰ります。明日は面会時間は何時からですか？」

「午後二時から六時までです」

「ありがとう」

　５０５のプレートを探して、目当ての部屋の前で立ち止まった。

　でも、朋哉が口をひらく前に、義昌が言った。

「ンじゃ俺おれ、帰るから」

「悪いね……」

「気にしてねェって」

　朋哉が義昌と恋人同士であることは、朋哉の両親たちも知っているが、状況は、いやいやながらに黙認してもらっているというところ。また、いまは場合が場合で、おそらくはかなりナーバスになっている母親の前に、二人揃そろって顔を出すのはマズイだろうという話になっていた。

「今夜は塾に泊めてもらって、マンションには明日帰る。何かあったら」

「留守電しとく」

「ああ。おふくろさんにやさしくしとけよ」

「倒れたのは親おや父じだよ？」

「だから、ショックだったろうからよ」

　それから義昌は、

「話してなかったが」

　と前置きして、朋哉が京都に行っていた去年の冬に、ビンボー暮らしが祟たたって入院したこと。朋哉の母親にいっさいの面倒を見てもらったことを、言葉少なに打ち明けてきた。

「……ぜんぜん知らなかったよ。ママも何も言わなかったし……」

「とにかく、おまえンとこのおふくろさんには恩があるからよ。親父さんがよくなるまで、しっかり親孝行してから帰ってこいや」

「わかった……」

　義昌と別れて病室に入った朋哉は、ベッドの脇わきの椅い子すに、うなだれた母親の背中を見つけた。

「ママ？」

　声をかけたとたん、母親は、まるで小さな子供が思いっきりクルッとやるようにして、朋哉を振り向き、

「朋哉～……」

　と泣き出しそうなため息をついた。

「よかったわァ、来てくれて。ママ一人で、どうしようかしらって……」

　両手を胸の前で揉もみながら、訴えるように言ってきた母親に、朋哉は、前田から話を聞いていた時から感じていた危き惧ぐが、当たったことを知った。

「心配し過ぎだよ。父さんの容よう態だいは、そんなにひどくないそうじゃないか」

　なだめるつもりで言ったとたんに、母親は顔色を変えた。

「心臓なのよっ!?　それに、ずっと目を覚まさないのよ!?」

　朋哉は、嚙かんでふくめる口調を心がけながら言ってやった。

「目が覚めないのは、睡眠薬を飲んでるからじゃないか。ゆっくり眠るのが一番だからって、医師が処方してくれたんだよ」

「あら……」

　母親はぽかんとした顔で朋哉を見上げた。

「そうだったかしら。ママ、あの時は動転しちゃってたから」

　朋哉はこっそりとため息を吐き出した。

　前田の話によると、父親が倒れたのは朝の十時ごろで、今はもう夜の七時過ぎ。そのあいだじゅう、ずっと彼女は動転したままだったのだ。

　お嬢様育ちの母親の、逆境には人一倍もろい精神面の弱さが出てしまっていた。

「朝からずっと付き添ってたんだろ？　交代するから、ママは家に帰って少しでも寝てきたほうがいいよ。ひどい顔してるよ」

　母親は、頑固な少女のそぶりで頭を横に振った。

「夜中に何かあったりしたら、朋哉じゃどうにもできないでしょ？」

　それはママのほうだと思ったが、息子の情けとして口には出さなかった。

「僕だって、ベルを押して看護婦さんを呼ぶぐらいのことはできるよ。でも、ママまで倒れちゃったりしたら、それこそ僕一人でどうしろって言うの？」

「でも……」

「だいたい、この病院は完全看護だから、ほんとは付き添いもいらないんだよ？　プロの看護婦さんたちが、二十四時間体制でちゃんと看みててくれるんだから」

「でも、ずっとお部屋についててくれるわけじゃないじゃないのっ」

「だから、僕がいるからって。でも、朝には交代してよ。ほら、そんな目の下のクマ作った疲れた顔なんて見せたら、かえって父さんの心臓に悪いってば」

「そ、そう？」

「だから帰って、ちゃんと寝て、いつもの美人なママになって交代に来てよ」

「…………」

「前田さんから聞いたけど、狭心症っていっても、そんなひどい発作じゃなかったって。そうなんでしょ？」

「え、ええ。でもママ、ほんとにびっくりして」

「元気だけが取り得の父さんだもんね。でも考えてみれば、もうすぐ五十なんだし。これって、そろそろ体にも気を遣つかわなくちゃいけない年とし頃ごろなんだっていう、警告だったんじゃない？　若いころほど無理はきかないっていうさ」

「え、ええ。ずっと忙しくしてたのよね。帰りも遅くって」

「まあ、根が頑丈な人だし、こんなことでもなけりゃ、ゆっくり休みなんて取らない人だからさ。たまにはのんびりしろっていう天の声だよ、これは」

「…そうね。お医者様も、過労が原因だって……」

「うん、働き過ぎだよ、父さんは。

　で、ママも看病疲れで過労になって、一緒の病室でフルムーン入院を楽しみたいって言うなら、僕も無理には止めないけどね」

　ジョークは通じて、母親は、ふくれた少女の目つきで朋哉を睨にらんだ。

「いやよォ、病院でフルムーンだなんて」

「うん。どうせなら、グアムとかヨーロッパとかがオススメだよね」

「あーあ、朋哉とおしゃべりしてたら、なんだか気が抜けたわ。お父さんもまだ起きないみたいだし」

「一服盛られてるんだから、ママが交代に来るころまでぐっすりだろ」

「でも、朋哉は……？　だいじょうぶ？」

「僕は徹夜には慣れてるから。おとといも、描かいてて、そろそろ寝ようかなと思って窓の外を見たら、朝日が出るとこだった」

「じゃあ、今夜も徹夜なんてだめよ」

　と、これはしっかり母親の顔で言われてしまった。

「そのぶん昼間寝るから」

　言って、説得力を増強するために続けた。

「じつは、ここんとこ昼夜逆転生活でね。体によくないのはわかってるんだけど、夜のほうが筆が走るんで、つい…ね」

　父親は、朋哉が絵の道に進みたいと言った時、猛反対をしたが、母親は、こっそりではあったが賛成してくれた。朋哉に会社を継がせたいと考えていた父親と違って、母親は、息子が芸術家になるということに（たぶんかなり少女めいた）夢を持っていたのだ。

　だから母親は、絵を理由に持ち出しさえすれば、朋哉が言うことをなんでも鵜う吞のみに納なつ得とくしたし、だから今も、その論法を利用しているわけだ。

　噓うそも方ほう便べんだと思いつつ、朋哉は、さらに架空の説明をつけくわえた。

「退学届けを出してから、なんだかやたらと調子がよくってさ。いい絵が描けてるって実感が楽しくってね」

「じゃあ…」

「ちょうど描き上がって、息抜きのオフのつもりで前田さんのところに顔を出したら、父さんが倒れたっていうんでさ。

　父さんには内緒だけど、グッドタイミングだった。これが昨日だったら、最後の仕上げ中の絵のほうが気になって、顔見ただけで帰ってたかも」

「ひどい子ね」

　母親はそう言って睨にらんできたが、画家になりたかった自分の夢を託した息子の、絵への没頭ぶりを聞かされたのがうれしかった証拠に、目は笑っていた。

「じゃあ、今夜は頼んでもいい？」

「たまには親孝行しなくちゃね」

「ほんとは、ママ、泣きたいぐらいクタクタだったの。お父さんがこんなふうに倒れるなんて、考えてみたこともなかったし、前田さんから電話をもらった時には、どうしたらいいのかわからないぐらい、あわてちゃって……。でも、朋哉に電話しても留守だったし」

「前田さんのとこに出かけた後だったんだよね」

「心細くって、ママのほうこそ倒れそうだったわ」

「うん、わかるよ」

　あなたは心の弱い人……

「一階のロビーに公衆電話があるから、タクシーを呼んで、ね。家に帰って、お風ふ呂ろに入って。あ、晩ごはんまだなら、途中でホカ弁でも買うといいよ。

　とにかく、ぐっすり眠って。父さんは僕が看みとくから。

　明日は九時ぐらいに来られる？」

「たぶん、とてもぐっすりなんて眠れないと思うの」

「でも、ここの玄関があくの、九時なんだ。九時に来てよ。で、交代」

「……わかったわ。朝ごはん、お弁当に作って持って来るから」

「家のほうに作っといてくれればいいよ」

「そのほうがゆっくり食べられる？」

「うん」

「じゃあ、そうするわね。

　あの……一人でだいじょうぶね？」

「昼間寝る習慣がついちゃってるから、これからの時間は、寝ろって言われても目はギンギンだし」

「それならいいけど。あなたまで、無理して体壊したりしないでよ？」

「あのね。ママって完かん璧ぺき、二十歳はたちの体力を過小評価してる」

「そ、そう？」

「僕のこと、まだ子供だとか思ってない？」

「そ、そんなこと」

「だったら、信用してほしいな。父さんのことは、僕が責任を持って引き受けるから」

「ええ、そうね。まかせていいのよね」

　母親の、安心しきったふうの心底からの（に違いない）笑みに、眠くなったら遠慮なく眠ってしまうつもりは隠した愛想笑顔を返しながら、朋哉は内心（あーあ……）とため息をついていた。

　もう三年も別居してきたというのに、子離れする気になるどころか、夫が倒れれば当然の顔で息子に寄る辺べを求める……自立心といったものはいっさい持たないらしい、依頼心の固まりのような母親は、おそらく一生、こうやって誰かを頼り続けるのだろう。

　むろん、いずれその役割がまわって来た時には、今夜のようにちゃんと果たすつもりはあるが、（気が重いな）と朋哉は思った。




《はい、藤本です》

　コール音五回で答えたのが朋哉の声だったことにホッとしながら、義昌は、

「俺おれ」

　と告げた。

「遅くなっちまったが、留守電に電話くれって入ってたから」

《うん、まだ起きてたから》

　朋哉の声はふだんの調子で、父親の容よう態だいが悪化したとかいう話題ではなさそうだったが、いちおう確認を入れてみた。

「親おや父じさんのぐあい、どうなんだ？」

《元気だよ》

　やっぱりな。

《ただ、この際だから、あれこれ検査をしとこうってことになってね。人間ドックみたいな意味合いなんだけど》

「じゃあ、まだ二、三日は入院するんだな」

《休養も兼ねて、一週間はいることになるみたいだ》

「じゃあ、そのあいだはそっちか」

　察しよく言ってやった義昌に、朋哉は、

《うん……》

　と声音を曇らせた。

《検査って言われて、母が心配虫に取りつかれちゃってね。念のための健康診断みたいなもんだって言っても、納なつ得とくしないんだ。心臓のぐあいがうんと悪化してるか、ガンの兆ちよう候こうでもあったに違いないって、勝手に思い込んじゃっててさ》

　たしかに朋哉の母親は、小さなことを重大に受け取って、クヨクヨメソメソするところがあるようだ。

「親おや父じさんが救急車の世話になったのが、よっぽどショックだったんだろ」

　そうフォローしてやった。

《そうなんだろうけどね。とにかく、ちょっと一人にしておけない感じなんで、父が退院するまでこっちにいるから》

「ああ、わかった。せいぜい点数稼かせいどけ」

《のんきなこと言ってるなよ。大学っていう口実がなくなっちゃったから、こっちに帰って来いって言われたら、説得材料に困る状況なんだよ？》

「もしか、それでバイトをやるって？」

《それもあって、だけどね。そっちで仕事見つけちゃったからって言いたかったんだけど。まあ、いざとなったら、「義昌と暮らしたいからだ」ってぶちまけるけどさ》

　何なに気げなく言われたセリフが、聞いた人間にとっては胸を打つものになることがある。

　朋哉の「義昌と暮らしたいから」は、まさにそんな効果を持っていた。

　感動のあまりに、

「へー、おまえ、俺おれと暮らしたいのか」

　などと、からかってしまったほどに。

　なにしろこれまでは、そこまではっきりと言葉にしてもらったことがなかったのだ。

《僕はね》

　からかいには冷淡をという、二人のあいだでのセオリーにしたがった返事がかえってきた。

《きみは、家賃いらずに惹ひかれて同居してるだけみたいだけど》

「同居じゃなくって同どう棲せいだろ？」

　ちょいとヒネリをくわえて言い返してやった。

「で、親父さんの検査の結果が出ンのは、いつなんだ？」

　そう話題を変えたのは、まだ何日かは耐えなくてはならない、朋哉なしの生活に必要な我慢と辛しん抱ぼうを、これ以上すり減らされないためだ。

　なにしろ、さっきの「義昌と暮らしたい」で、もうさっそく、いますぐ顔を見て抱き締めたいモードに入ってしまい、電話を切ったらやるべきことができてしまっている、というありさまなので。

《検査は、毎日ひとつか二つずつやっていくらしいんで、全部わかるのは》

「やっぱ一週間後か」

《うん。用が済んだら飛んで帰るから、浮気するなよ》

「そっちこそ。連中にどう口く説どかれても、俺おれがいない時は脱ぐんじゃねェぞ」

《この前だって、僕は脱ぐ気なんかなかったよ！》

「それにしちゃ、海パン穿はいとくなんて、用意がよかったじゃねェか」

　とからかったら、

《悪かったね。きみが一緒だったんだし、ノーパンで行きゃよかったよね》

　と切り返された。

《まあ、当分は、サロンに行く暇なんてなさそうだしね》

「んじゃ、安心してられるな」

《ん。僕が愛してるのはきみだけだ》

　照れた調子で口早に言って、朋哉はそのまま電話を切った。

「おい、俺にも言わせろってェ」

　ツーッツーッと一方通行音を立てている受話器に向かってぼやいて、義昌はギョロッとあたりをうかがった。フンと鼻から息を吹いて、送話口にちゅっとキスして「好きだぞ」とささやいて、そそくさと受話器をフックに落とした。

　浅黒い顔が赤くなっているのは、軟派なことをやってしまった自分に照れたからだ。




　その翌日。

　朋哉は、母親と並んで座った病院の相談室のソファで、医師の説明が進むにつれて、ことごとく外れていく希望的観測に、唇を嚙かんでいた。

　出てきた検査結果は、すべて黒に近い灰色だったのだ。

「特に注意が必要なのは、肝臓と腎じん臓ぞうですね。肝臓は、肝かん硬こう変へんの一歩手前といったところで、治療が必要です。点滴と食しよく餌じ療法ということで、とりあえず二週間ほどようすを見てみましょう」

「では、それまで入院を？」

　母親がおずおずとたずねた。

「ええ」

　医師は手短に答えて、

「きみ」

　と控えていた看護婦を呼んだ。

「あとはよろしくね」

　そしてさっさと出ていった。

　医師が看護婦に託していった用件は、病室のことだった。個室と大部屋では入院費用に差があるので、どちらにいたしましょうかというわけだ。

　母親は、朋哉に判断を求めてきた。

「こっちの金額でも払えるの？」

「ええ」

「だったら、個室じゃないかな。父さん、入院するのなんて初めてだから、大部屋じゃ落ち着かないんじゃない？」

「そうね。でも、あのお部屋、なんだか殺風景で感じがよくないのよ。窓からの眺めもよくないし。

　あの、もっとほかにお部屋はありませんの？」

「あのねェ、ママ、ホテルじゃないんだから、そんな贅ぜい沢たく言ったって」

　でも、そういうことを言う患者もたまにはいるらしく、看護婦はニコニコと答えた。

「もうしわけありません。私立の病院ですと、ホテル並みの特別室を用意されているところもあるようですけど」

　違った…と朋哉は思った。にこやかな顔は不愉快さを隠すためのカムフラージュだ。

　でも母親はそれには気づかずに、部屋のことに固執した。

「二週間もいるんなら、やっぱりいいお部屋がいいわよねェ。ね、朋哉？」

「いまの部屋で充分だよ」

「そうお？」

「そうだよ。治療を受けることが大事なんだから、部屋なんてどうだっていいんだよ」

「でもねェ……ほら、長引くなら、取引先の方がお見舞いに来られたりするかもしれないじゃない？

　あの、転院はできますわよね？」

「ママ！」

　結局、母親はその足で「ステキな特別室」のある病院を探しに行ってしまい、父親の病室へは朋哉だけが戻った。

　部屋に入ってしまってから、これはつまり父親に検査結果を告げる役目を押しつけられたのだと気づいても、後の祭り。

　もっとも父親は、薄情なほど冷静な人間だったので、朋哉もそう気に病むことはしなかったのだが。

「検査の結果を聞いてきたよ」

　そう切り出した朋哉に、今朝もまだ髭ひげは剃そらせてもらえなかったらしい父親は、あっさりした口調で、

「だいぶガタが来とったろう」

　と言った。

「自覚があったんなら、用心すればよかったのに。肝臓と腎じん臓ぞうが過労だって。とりあえず二週間は入院で、あとは回復の程度しだい」

「母さんは家か？」

「よその病院の特別室を物色しに行った。この部屋じゃ、取引先からの見舞客にみっともないからってさ。

　それを看護婦さんの前で言っちゃうんだからなァ、まいったよ」

「あいつは昔から、そういうところがあるんだ」

　苦笑した父親に、朋哉は、気になっていたことを聞いてみた。

「会社から、まだ誰だれも来ないみたいだけど。知らせてないってことはないんだろ？」

「ああ、仕事以外の用件では来るなと言ってある」

「忙しい時期だったの？」

「夏向けに買いつけた品物が入荷しとる最中だからな」

　ノックの音がしたので、朋哉はドアをあけに行った。

　書類かばんを提さげて立っていた男は、何度か家にも来たことがある父親の腹心。

「社長は…」

「ええ、起きてます。どうぞ。

　父さん、宮みや田たさんだよ」

　宮田を迎え入れて、外に出ていようかどうか迷ったが、茶ぐらい出すべきだろうと思ってドアを閉めた。

「おかげんはいかがですか」

「二週間の拘こう留りゆうだそうだ」

「たまっていた年休が消化できますね」

「俺おれにはそんなもんはありゃせん。

　それで、仕入表は出で揃そろったのか？」

「はい。小売価格につきまして、ご裁定いただきたいと思いまして」

「いつもどおりの掛け率でいいんだが」

　そんな二人のやり取りを、茶のしたくをしながら聞いていて、朋哉はなんとはない違和感を覚えていた。

　部下の顔を見たら一番に、この先、まだ二週間も入院しなくてはならないことへの憤ふん懣まんを口にするんだろうという気がしていたのに……なんだか、父親の話しぶりは、休暇が取れてホッとしているみたいな。

「はい、計算はそれでしてますが、あー……これなどは売れ筋の商品ではないかと思いますので、高めにしてみたのですが」

「う～む……品はどんなだ？」

「矢や部べ主任が、品質には自信があると」

「あいつの太たい鼓こ判ばんは、あてにはならん。明日でいいから、サンプルを持って来てくれ。よければ、まだ掛け率を上げる」

「しかし、八万を越えますと…」

「その時は、セールで落とすさ。このブランドは人気があるからな、定価は思いきって高めに設定して、高級感をアピールしておいたほうが、売れ残った時の値引きでも買い得感が増す。

　こんなのは基本的な商戦略だぞ」

「はあ」

　宮田が頭をかいて書類を引っ込めたのを潮しおに、朋哉は、二人のあいだの簡易テーブルに茶を注ついだ湯ゆ吞のみをすべり込ませた。

「粗茶ですけど。父さんのはこっちに置くよ」

「あ、ぼっちゃん、どうもすいません」

　宮田は、父親が最初に雇った従業員で、事務所の電話番から始めたたたき上げの社員である。目め端はしの利くタイプではなかったが、不器用なほどの誠実さを買われて、今では専務の肩書きを持っている。

　だが、腰の低さと風ふう采さいの上がらなさはあいかわらずだと、朋哉は思った。朋哉をぼっちゃんと呼ぶのも。

「それで、こちらの商品ですが」

「服部はつとりくんの仕入か。このぶんは、値付けも彼女にまかせていい」

「はあ」

　その瞬間に、宮田がちらっと浮かべた不満顔を、朋哉は偶然に見て取った。

　だから、こまごまとした決済をもらって宮田が帰っていったあとで、父に聞いてみたのだ。

「宮田さん、服部さんって人のことをよく思ってないみたいだね」

　と。

　はたから聞けばよけいな口出しのようだろうが、そうやって感想を言うのは、朋哉が小さいころからやってきたことだった。

　最初は、正月だか何だかで、そのころはまだ十人ほどだった社員たちを、家に招いた時のこと。

　社員たちが帰ったあとで、母親が誰だれかれの品定めをし始めたので、両親とのあいだでは大人の話に入るななどと叱しかられたことはなかった朋哉は、自分も感想をさしはさんだのだ。

「あっちにいたお姉さんと、こっちに座ってたお姉さん、目で喧けん嘩かしてたね。おっかしいの」と。

　父親は（ほう）という顔をして、ほかに気がついたことはなかったかと聞いてきた。

　朋哉は得意になって、退屈しながら陪ばい席せきさせられていたあいだの暇つぶしの成果を、父親に披ひ露ろうした。

　父親は、そんな息子の頭をなでて、

「朋哉は観察眼があるんだなァ」

　とほめた。

「カンサツガンってなに？」

　と朋哉は聞いた。

「社長になるには、大事な能力だ」

　父親は言い、朋哉は、

「じゃあ、がんばる」

　と答えた。

「もっとカンサツガンがじょうずになるように、がんばるよ」

　……そのころの朋哉は、「おおきくなったらぱぱのあとつぎになってしゃちょうになります」と作文に書いていたような、父親っ子だったので。

　以来、朋哉は、せっせと人間観察に励むようになり、いつしか努力は、意識して努める必要のない習慣になり……そうやって磨いた観察力は、社長から絵え描かきへと変わった夢の実現に寄与している。

　絵は、目で描くものだから。モチーフに何を見て取るかで、またどこまで深く見通せるかで、それを絵に表現した時の底の深さや、芸術性の高さが決まってくるのだから。

　さて、宮田の観察結果を伝えた朋哉への、父親の返事は、

「服部は、去年ヘッドハントで入れた」

「なるほどね」

　と朋哉はうなずいた。

「入社して日の浅い彼女が、買い付けた品物の売値まで決める権限をもらったのが、宮田さんにはおもしろくないってわけか」

「服部には、フランス部門をまかせとる」

「まかせてるって、買い付けのプランから全部？」

「そうだ。もともとそのために引き抜いたんだからな」

「そりゃ宮田さんがフクレるわけだ。ずっとやってきた仕事を横取りされたんじゃァ」

　朋哉がこんなふうに、会社の事情にあるていど通じているのは、息子を次期社長にと考えていた父親が、家の中でもなるべく仕事の話をするようにしていた成果だった。

　つまり朋哉にとっては、こうした「会社の話」は、通常の家族の会話の範はん疇ちゆうであり、ほかの家庭ではあまりないことだという自覚はない。

　そして、じつはまだ息子の実業界入りを完全に諦あきらめたわけではない父親は、いまだにこうしてチャンスがあれば、息子にそれとなく帝王学のレクチャーを与えるように心がけていた。

「宮田はフランス語もできんし、客のニーズを先取りできるセンスもない。だが、金庫番としては、あれ以上に信頼できる男はおらん。そういうわけだ」

「そのへんのこと、宮田さんには？」

「服部と交代させた時点で、専務に格上げしてやった。宮田も納なつ得とくしとる」

「どうかなァ……父さんの会社じゃ、買い付けチームが花形だろ？　宮田さん、窓際にやられたような気がしてなきゃいいけど」

「そんなことはない」

　藤野社長は断言したが……

　朋哉は内心（たぶん、ありだよ）と思っていた。久しぶりに会った宮田は、顔つきがどことなくしょぼくれていて、目つきにはイジケたような陰があった。あれは、心の中に屈くつ託たくを抱えている人間の顔だ。

「ところで、おまえ、大学をやめたなら時間があまっとるだろう」

　来たなと思って、

「絵の勉強は続けてるんだから、暇じゃないよ」

　朋哉はそう予防線を張った。

　父親の性格からして、まだ自分のことを諦めきってはいないだろうと読んでいたので。

「勉強の範囲を広げることにしたから、前よりも忙しくなる」

「あまり手を広げると、広く浅くになってモノにはならんぞ」

「絵は当分は油彩に絞るんだ。でも社会勉強も必要」

　言いかけて、（言い過ぎた！）と思ったが、もう遅かった。

　このところ、一わかってもらうには十しゃべらなくてはならない母親との会話ばかりだったので、つい不用心に口をすべらせてしまった。

　そして、一を言えば十まで読み透かして、誘導尋じん問もんもあげ足とりも逆ねじもお手のものの父親は、

「ほう、社会勉強か」

　と、鼻の先から朋哉を見やった。

　つぎにやってくるセリフが予想できて、朋哉は言い抜ける方法を探そうとしたが。

「どうせアルバイトでもしようというところだろうが。退院するまで、会社との連絡役をやらんか」

「雇ってくれるの？　まったくの未経験者だけど？」

「書類を運ぶぐらいのことはやれるだろう。

　宮田がいちいちここまで出かけて来ていては、仕事が滞とどこおる」

　父親の算段は、そうやってなし崩くずしに朋哉を会社にひっぱり込もうというのだろうが、その手には乗らない。

「だったら、ここにファックスと電話を持ち込めば？　そのほうがさらに効率的だと思うよ？」

　完全に理にかなった反論への、父の反応は、朋哉が思ってもみなかったようなものだった。

　つまり、家庭でも会社でも強気なワンマンぶりしか見せたことのない父が、朋哉の返事を聞いてガックリと肩を落とし、そのうえ、悲しげなため息までついたのだ。

「まあ、たしかにおまえも忙しかろうな。大卒の免状は蹴けったなら、泣いても笑っても腕一本で勝負せにゃならんのだ」

　これが泣き落としの手だとしても、この父がそこまでプライドを捨てる裏には、健康を損なったことでの気持ちの弱りがあるに違いなかった。

　おそらく今回の入院は、大騒ぎをした母親よりも、ずっと平静をよそおってきた父自身のほうにこそ、大ショックだったのだ。

　そして、そうした父の本音を見せられた朋哉のほうには、対立はしたが、結局は自分のわがままを認めてくれている父への、感謝と後ろめたさがあった。

　いそいで、返すセリフを組み立てた。

「うん、そうなんだ。それに学生をやめた以上は、経済的にも自立しなくちゃと思ってるんだ。けど、父さんの入院騒ぎが片づくまでは、バイト探しはできないし。

　だから条件によっては、渡りに舟ってことで乗らせてもらうけど？」

　手のひらを返しての譲歩をさし出した朋哉に、父親はフンと笑った。

「ちっとは親孝行をする気になったのか」

「ちゃんと雇ってもらえるなら、一石二鳥ってことでね」

　父が言う「親孝行」とは、最終的には、朋哉が画家への夢を捨てることを意味しているので、（その気はないよ）という釘くぎ差さしを、ドライ過ぎない程度にドライに聞こえるように言って、こっちの事情をつけくわえた。

「ママがやたらと心細がってるから、父さんが退院するまでは家にいるつもりだけどね。正直言って、一日じゅうママとつき合ってるのって、けっこう苦行だよ。

　だから、父さんの手伝いってことで抜け出せるなら、二重に助かるし」

「だが、給料を出すぶんは働かせるぞ」

「どうせ、バイトはやるつもりだったんだから。知ってる人がいるところのほうが、緊張しないで足慣らしができるんじゃないかな。

　で、時給いくら？」

「条件は、ほかのアルバイトたちと同じだ」

「オッケー」

「それと着物はいかん、洋服にしろ」

「はいはい」

「髪も切れ」

「あ、それはいやだ。どうしてもって言うなら、この話はキャンセルだよ」

「……まあ、得意先と会わんなら…かまわんか」

　そんなわけで、朋哉は、父が退院するまでという期限つきで、父の会社を手伝うことになったのだったが……それが思わぬ波乱を生むことになるとは、父も息子も、まったく予想していなかった。




　宮田恒つね夫おは、デスクの前に立った美しい青年を、感無量の思いで見つめていた。

　青年の名は、藤野朋哉。敬愛する社長の一人息子で、小さかったころには彼の「社長ごっこ」のお相手を務めたこともあった。

　そんなぼっちゃんが、画家になりたいなどと言い出して、大おお喧げん嘩かの末に美大に入ってしまったと聞いた時には、たった一人の愛まな息子むすこに裏切られた社長の心中を思って涙したものだったし、親しん戚せきの子供程度には可愛かわいく思っていたぼっちゃんの行く末を、心配もしたものだった。

　そのぼっちゃんが、社長が倒れたと聞いて病院の付き添いに来ていたのには、さすがに親子だと感動したし、社長が仕事に復帰するまで、少しでも会社を手伝うことにしたと言って、こうして自分を訪ねて来たことにも、いたく感激している。

　しかもだ、

「そうですかァ、そりゃ社長もさぞお喜びでしょう」

　愛想よく歓迎の辞を述べてやった宮田に、ぼっちゃんは、

「働いた経験はないんで、役に立つかどうかわかりませんけど、がんばりますのでよろしくお願いします」

　と最敬礼の深さに頭を下げ、

「ただのアルバイトとして、遠慮なく使ってやってください」

　ともつけくわえてきた。

　小さかったころの「社長ごっこ」では、父親のワンマンをまねたつもりらしいワガママ社長で、父親と同じ年代の遊び相手を「宮田」と呼び捨てにする……つい小憎らしく思ったこともなかったではないが、子供も二十歳はたちになれば大人になるということか。

　いまのぼっちゃんは、バイト口を求めて面接に来る連中の誰だれよりも、礼儀や社会性といった常識をきちんと身につけているようだった。宮田のことを、ちゃんと「宮田さん」と呼ぶようにもなったし。

「じゃあ、とりあえず総務部付きということで。あれこれ雑用をやっていただくことになりますが、いいですか？」

「はい。倉庫の仕事でもなんでも」

　きわめてすなおにうなずいた朋哉青年は、社長夫人が着せたのに違いない瀟しよう洒しやなスーツ姿で、社長の息子にはふさわしい服装だったが、倉庫作業には向かなかった。

　それにそもそも、宮田には、ぼっちゃんを雑用にこき使う度胸はない。

　だから、社長からの「ぼっちゃんを働かす」旨むねの電話を受けた瞬間から、そういうことには適役である木き村むら総務部長に、いっさいを押しつけることに決めていた。

　内線電話で呼びつけた木村部長を、ぼっちゃんと引き合わせ、「以後は木村くんの指示で動いてください」と言い渡して、宮田は肩の荷を下ろした安あん堵ど感を味わいつつ、自分の仕事に戻った。

　他社から引き抜いたその道のべテランとはいえ、この会社では新人であり、しかも女である服部豊とよ子こに、長年たずさわってきたポストを奪われたことは、けっしてうれしいことではなく……まして社内でも切れ者である木村が、あまり頭が鋭いほうではないと自覚している上司の自分を心配して、それとなく言ってくれたような、「専務への昇格は、肩たたきのための布石かもしれない」可能性を考えると、自分の立場を固めることに懸命にならざるを得ない。

　つまり宮田には、ただの短期のアルバイターとしてやって来た、ぼっちゃんの面倒などを見ている余裕は、はっきり言って、なかったのだ。




　一方、社長の息子をアルバイト社員として使うという難題を押しつけられた木村は、宮田とはまったく別の観点から、朋哉の存在をうとましく思っていた。

　じつは木村には、いずれは社長の座にまで上り詰めたいという野心があったのだ。

　直属の上司である宮田は、草分けの社員であるという利点と金庫番としての実直さを買われて、去年から副社長役の専務という地位についているが、あれはあそこ止まり。言われた仕事をまじめにこなすほかには能のない男だから、木村のライバルとはならない。

　さらにつけくわえるなら、宮田にとっての木村は、無能な上司へのフォローを惜おしまない誠実の見本のような部下で……すなわち、いざとなった時には決定的な効果を発揮するはずの、宮田への懐かい柔じゆう工作は、すでに成功裡りに完了している。

　また、服部豊子を始めとする買い付け部門のチーフたちは、社長の方針で女性が多く、彼女たちの関心は、社内での出世よりも、買い付けという仕事で女性特有のショッピング意欲を満足させることにある。つまりこれまた、木村のライバルとはなり得ない。

　そして、買い付けた品物を売るのが仕事である営業部は、なにかといえば部長自身が木村のところに相談を持ちかけてくるといったぐあいで、完全に木村の傘さん下かに入っていた。

　ちなみに、売買両面の取引先や銀行などとの個人的な関係作りも、さりげなくそつなく進めてある。

　ようするに、木村の現在の状況としては、次期社長への就任を阻はばむライバルとして残っているのは、ほかでもない藤野治郎現社長のみで、だから、お供で出かけたゴルフ場で社長が倒れるのを目の当たりにした時には、腹の中で快かい哉さいを叫んだのだった。

　このまま社長がポックリ死んでくれれば、と期待した。

　だが、社長はたった二週間の入院で復帰して来るという。

　しかも、ライバルの名めい簿ぼからは除外してあった社長の一人息子が、社長夫人そっくりの美び貌ぼうと油断のならない目つきを引っ提さげて、いきなり本社の中枢部に登場して来た。

　宮田の説明によると、社長が退院して来るまでのアルバイト勤務だということだが、

（布石だろう）

　と木村は思った。

　宮田から聞き出したところによると、社長はずっと以前から、会社は息子に継がせる気でいて、だが息子は絵え描かきになりたいと言い出し、一度は勘かん当どう同然に訣別した。ところがこの春、息子は、進学した美大を中退した。そして父親の仕事を手伝うと言い出して、身分はアルバイトながらも、こうして会社に入り込んできた。

　その意図は……？

（絵描きになろうなんてのは子供っぽいばかな夢だったと諦あきらめをつけて、大学をやめたんだ。で、社長に詫わびを入れて、親子はメデタク和解し、『たたき上げ』が好きな社長は、息子に「雑用係から始めろ」とでも言いつけた……だが内心では、そうやって修業させた息子に、いずれ社長の椅い子すを譲ゆずる気なんだ。

　息子のほうも、たかがバイト仕事に大おお仰ぎようなスーツなんか着込んできたってことは、そのつもりのやる気満々なんだ。

　そうは行くか！　なんのためにこの俺おれが、できない辛しん抱ぼうも我慢して、十年以上もコツコツと実績作りに励んできたか……！　甘ったれたヒヨッコ息子なんかに、ちゃっかりライバルの座に就つかれたりしてなるもんか！）

　よって木村は、総務部の面々に向かって、朋哉青年を「藤野社長の息子さんだ」と紹介し、「社長の言いつけで、ほかのアルバイトと同じようにあつかう」旨むねを宣言し、定年退職が決まっているポンコツ社員を教育係に任命した。

　木村の計算では、これで「社長の息子」は、つまらない雑用に追い使われる姿を社員たちの注目にさらしつつ、働くのは初めてだという自分の無能さを自分で宣伝して歩き、見かけは一人前だが使えないおぼっちゃんだという評価を手に入れる。

　また、前時代の遺物である鬼おに軍ぐん曹そうタイプのポンコツじじいが、社長の息子の教育係という「大役」にはりきって、あの迷惑千万なスパルタぶりを発揮してくれるなら、おぼっちゃんのほうから自主的に逃げ出してくれるかもしれない。

　そしてもしも、思っているよりも手ごわいようだったら……まだまだ手はいくらでもある。

　朋哉の初めてのアルバイト先の上司は、そんな男だった。




「まずはその上着を替えんといかんねェ」

　木村部長から朋哉を引き受けた、教育係サンの第一声は、眉まゆをひそめてのそれだった。

　いかにもベテランらしい、気難しそうな親父さんは、ほかの社員たちのように胸に名札をつけていなかったので、名前は、紹介の時に一度聞いただけの記憶が頼り。

　とりあえず、言われた叱こ言ごとへの返事を「はい」と返して、

「庄しよう司じさん……でよろしかったでしょうか」

　と確認してみた。

「ああ、庄司だ」

　と睨にらまれた。

「あの、明日からは作業用の服装にしますので。すみません」

　Ｇパンでいいのを、母親にむりやりこんな服装をさせられたという事情説明は、めめしく聞こえそうなので言わなかった。

　上着を脱いでネクタイをはずし、ワイシャツの袖そでを肘ひじまでまくり上げて、仕事のできそうな格好を作ってみた。

「ええと、何からやりましょうか」

「その髪はシュミかね」

　というチェックが入った。

「いえ、願を掛けてまして」

　どうせ一度は言われるだろうからと、用意してあった言いわけは、五十代の後半というところらしい庄司には、納なつ得とくのいく返事だったようだ。

「学生かね」

「いえ、大学は中退しまして」

「学部はどこだったんだ？」

「美大です。あー、油絵が専門で」

「絵を勉強してたのかい」

　庄司は興味を持ったらしかったが、すぐに仕事のことへ話を持っていったところをみると、自分の興味関心よりも義務や務めを優先する人間のようだ。

　朋哉は庄司に好意を持った。

「美大なら、絵の梱こん包ぽうなんかは経験があるかね」

「はい、やれます」

「じゃあ、そいつをやってもらおう」

　庄司がつれて行ってくれたのは、社屋として借りきってあるワンフロアの、一番奥の部屋だった。

　廊下の突き当たりにドアがあるそこは、買い付け先から届いた商品の保管場所であり、小売店に送るための梱包作業場でもあるらしい。

　海外からの船便に乗ってきたことをしめす、欧文のタッグが貼はられた大きな木箱や、荷解き中のダンボール箱や、あれこれの梱包資材などが、けっこう広い部屋いっぱいに積み上げられていた。

「田た所どころ課長！　助すけっ人とに来たぞ」

　庄司の声に、箱の蔭かげから答えが返った。

「うっわー、助かります！　今日中にできるだけ出荷してしまわないと、明日はロンドンからの荷が入るんで」

　しゃべりながらひょいと現われたのは、五十前後の瘦やせた男。ランダムに白髪しらがが混じったごま塩頭の下の、哲学者のような風ふう貌ぼうに、人なつこい笑顔を浮かべていた。

「こちら、藤野くんだ。絵画の梱包をやったことがあるそうなんで、手伝ってもらうことにしたんだ」

「やあ、どうも。じゃあさっそくだけど、この箱を頼むよ。

　開梱して、商品に傷がないかを確認して、再梱包。終わったやつには、このタッグを貼る。でもって、タッグには、中身の商品名と品番を書き込むんだが…」

　田所がそこでチラッと朋哉を見たのは、そこまでド素人にやらせてだいじょうぶだろうかと思ったものらしい。

　朋哉の横から、庄司が言った。

「書き込みと送品リストのチェックは、俺おれがやるから」

　田所はパッと安心した顔になった。

「じゃあ、よろしく」

「藤野くん、始めよう」

「はい」

　それから午前中いっぱいかかって、どうにか二箱分のチェックと再梱包をやり上げた。

　昼食は、庄司に近くの食堂へつれて行ってもらい、払いはもちろん割り勘。

　午後もおなじ作業を、庄司とのコンビで進めていた。

　本日三つ目の箱の中身は、直径三十センチほどの絵皿だった。

　テーブルで使うというより、飾って楽しむ用だろう。花をモチーフにした名画を焼き付け印刷してあるそれは、けっこうプリントの精度がよくて、色もきれいに出ている。

「へェ……最近の印刷技術って、進んでるんですねェ」

「一枚買うか？」

「高そうだなァ」

「仕入が二百フランだから、三万五千円ってとこだな」

「やめときます。これでカレーとか食べたらおもしろそうだけど」

「おいおい、三万円の皿でカレーかァ？」

「それもレトルトだったりして」

　ずいぶん打ち解けてきた庄司とのおしゃべりを楽しみながち、朋哉が考えていたのは、この皿でカレーを食いそうな男のこと。

　その義昌から、電話で教えてもらった初心アルバイターの心得あれこれは、さすが経験から編み出されたアドバイスだけあって、役に立ってくれている。

　あいさつはきちんとしろ。わからないことはスパッと聞け。返事ははっきり元気よく。ありがとうとすみませんを惜おしむな……

　おかげで、最初は気難しそうだと思った庄司とも、こんなふうにおしゃべりができるようになっている。

（義昌さまさまだな）

　と思いながら、つぎの皿の包みを手に取った。かすかなガシャというような音と、手に感じた違和感。

「これ、割れてるみたいです」

「ん？　一番外側にあったやつか？　気をつけてあけてくれ」

　包みをひらいてみると、皿は真っ二つになっていた。

「やれやれ、ここのメーカーはいつも包装がいいかげんなんだ。

　田所課長！　『割れ』だ！」

「ありゃー」

「藤野くん、こいつはこのまま元通りに梱こん包ぽうし直してくれ。で、ええと……ドラクロアのやつだな？」

　送品リストを繰くりながら、庄司はそう言い、包装に貼はられたタッグにもそう書いてあったが……

「ちょっと待ってください。これ、違うと思いますけど」

「ん？」

「ええ、この色いろ使づかいはドラクロアじゃないですよ。シールの貼り間違いじゃないですか？」

　庄司は朋哉の顔を見つめ、

「待てよ、待てよォ」

　とつぶやきながら、まだあけていなかったぶんの包みを調べ始めた。

　包装を解いた皿の一枚を見て、

「ああ、なんだ、逆になってたんですね」

　と笑った朋哉に、庄司は、

「こんな似てるのを、よく一発で見分けるなァ」

　と唸うなった。

　朋哉は「え？」と庄司を見やった。

「だって、ぜんぜん違いますよ。モチーフと構図は、似てるっていえば似てますけどね」

「餅もちは餅屋ってことか。俺おれには、一目でピンなんては来なかったよ」

「いえ、ドラクロアのは授業で模も写しやしたことがあったんで」

　朋哉はそう、小さな噓うそをついた。

　有名な絵だからと言おうとして、それでは庄司に「こんな有名な絵も知らないのか」というふうに聞こえるかもしれないと気づいたので。

「田所課長！」

「すぐ行きますゥ」

　割れていた皿を返品交換するための手続きと、タッグの内容が間違っていたことを先方に伝える件を打ち合わせながら、庄司はしきりと、朋哉の目の確かさを会話に織り込んでいた。

　それは、庄司にとっては、すなおな働き者であるのを知って好感を持った「ワンマン社長の一人息子」を、この際アピールしておいてやろうと思っての親切心だった。

　この職場では往々にして、美術品への見る目を求められる。社長の方針で、美術商があつかうような美術品そのものを商品とすることはないが、本物には手の出ない庶民向けのインテリア商品としてのリトグラフなどは、取り扱い品目の中に入っている。

　だから、中退にしても美大を経験している朋哉の、知識や鑑定眼は、朋哉がこの先もここで働くのなら、『特技』として使える。

　庄司の判断は、田所総務課長にも（なるほど）と思えたので、田所はそれを木村部長に伝えた。

　事情としては、美術品的なインテリア小物を卸おろしている得意先との、商談をかねた接待の予定が話題にのぼった時に、木村が、相手方の、美術品の収集趣味を持つ社長と話を合わせるのに苦労する、といったようなことをボヤき、田所は何気なく、

「藤野くんなら、くわしそうですけどね」

　と手の中のコマを持ち出したのだ。

「…社長の？　そういえば、美大に行ってたんだな」

「まさか、アルバイトを接待の席に入らせるわけにもいきませんけどね」

「いや、社長のご子息なんだからな。入院中の社長の代理ってことでつれて行けば、失礼にはならんだろう。うむ、そうしよう。

　田所くん、その旨むね、彼に伝えておいてくれ」

「はあ、言っておきますが」

「なんだね、なにか問題があるかね」

「こう言ってはなんですが、坂さか巻まきさんは酒癖がよくなかったのでは……」

「なァに」

　と、じつはそれも目的の木村は、田所の危き惧ぐを一いつ蹴しゆうした。

「俺おれも宮田専務も一緒なんだ」

「まあ、酒の席でからまれるのも、社会勉強ですかね」

　見かけによらない楽天家の田所は、あっさり納得し、木村は腹の中でほくそ笑んだ。

　坂巻社長のよくない酒癖とは、酔うと手近の若い男にセクハラを仕掛けて来ること。おそらく男色家なのだろうが、木村も以前やられて閉口した覚えがある。

（おぼっちゃんに、世の中は甘くないってことを覚えてもらうには、いいチャンスさ）

　……というのは口実で、脂ぎったじじいにあちこち触さわりまくられる不愉快さを、あの取り澄ました若僧にも味わわせてやりたかったし、それで嫌いや気けがさして目め障ざわりな顔を引っ込めてくれるなら、なおさら好都合。

　木村はコトをそんなふうに考えていた。




「え？　接待…ですか？」

　なんで僕がそんな席に？　と思ったのが顔に出ていたのだろう。

　田所課長は、

「料りよう亭ていだよ、料亭」

　と朋哉の肩をたたき、

「いちおう、入院中の社長の名みよう代だいってわけだけど、本題のほうは宮田専務と木村部長がやるから。きみはあいさつだけしとけばいいから」

　と、また肩をたたいた。

「でもあの、僕は」

　父が入院しているあいだだけの、こちらとしては給料だけが目当てのアルバイトで、社長の息子として顔を売る気などは、毛頭ないのだと言おうとしたのだが。

「坂巻社長とは、話が合うと思うよ。美術品の収集が趣味の人で、ウンチクを語るのも趣味なんだが、専務も部長も、その方面にはくわしくなくてね。それで、きみも一緒にって話になったんだ。

　むこうサンがご機嫌でいてくれたほうが、商談もスムースに運ぶしな」

　言って、課長はつけくわえた。

「そういう役割なんで、社長のウンチクをウンウン愛想よく聞いといて、できればちょいと持ち上げるようなことを言えると、ベストだな。

　まあ、無理はしないでいいけどね。間違っても、逆らって怒らせるようなことは避けてくれよ。うちの長年の上得意なんだから」

　つまり、朋哉がその接待の席に出るというのは、すでに決定事項で、何が何でも蹴けりたいと思う理由は、とりあえずなかった。

　父親が仕事に復帰すれば、『名みよう代だい』役の必要性は自然消滅するのだという計算があったし、坂巻社長とやらが美術品の愛好家だと聞いて、興味を引かれたこともある。

　だから、

「明日ですね？」

　と朋哉はたずね、

「スーツだぞ」

　と言われて、（はいはい）と思った。

　義昌のシュミのおかげで和服に慣れてしまっている身には、喉のど元もとまでボタンを掛けたうえにネクタイもしなくてはならないスーツ着用は、考えただけでも窮きゆう屈くつだが、世間の常識はそれを求めている。

　ふと、洋服よりずっとルーズな和服の構造を利用しての、着衣のままで胸や股こ間かんを愛あい撫ぶされる時の、裸になってするのとはまた違った味わいの快感を思い出して、朋哉はそっと唇をかみしめた。

　思えば、一週間だ。もう一週間も、抱かれていない……

　……義昌の熱い激しさが、欲しい……恋しい……！

　この横浜からなら、実家に帰るのと同じぐらいの時間で、義昌のいるマンションに帰ることもできるのに……

　その夜、朋哉はマンションに電話した。

　答えたのは、自分の声での、伝言を求めるメッセージで、朋哉はがっかりしつつ、やるせない思いを言葉に託して、留守電テープに吹き込んだ。

「今夜もバイトみたいだね。元気？　こっちは順調。……声だけでも聞きたくって、電話した。…………ほんとはね、すっごく欲しくて……会いたい。気が狂いそうに会いたい！

　早く帰りたいよ。じゃ、おやすみ」

　義昌からの返事の電話がかかってくるのを期待して、一時過ぎまで起きていたが、ついに待ちぼうけだった。

　諦あきらめてベッドに入ってから、（何かあったんじゃ!?）と思いついたが、電話をかけてくるには遅い時間だと思ってかけてこないのかもしれず、疲れて帰って留守電は聞かずに寝てしまったのかもしれず……確かめる手段は電話しかないが、もしもう寝ているのなら、たたき起こしてしまうのもしのびなく……

「おやすみ。……愛してる」

　というつぶやきを、二回抜いてもまだ鎮しずまりきらない体への「寝るぞ！」宣告にして、眠りに身を預けようとした。

　だが、昼間の労働とマスターベーションで疲れているはずの体は、いっこうに眠気を寄せつけようともせず、まるで冴さえてしまっている意識が要求しているのは、熱い交歓に疲れた果てに落ちる甘美な眠りの心地よさ……

　悶もん々もんと寝返りを打ちながらも、いつしかうとうとしていたようだったが、目覚ましのベルに起こされた時、体はまだ寝不足を訴えていた。








　木村部長は、初日には眉まゆをひそめた朋哉のスーツ姿を、ご満悦の顔で眺めた。背中のなかほどまである長髪についても、何も言わなかった。

　朋哉が言われた注意といえば、

「わかっているとは思うが、今夜の席は学生のコンパとは違うし、友達同士で飲みに行くのとも違う。こちらはもてなし役なのだということを、絶対に忘れるな。むろん、客のすすめる酒を断わってはいかんし、飲んでも酔ってはいかん。接待は、客をぶじに家へ送り届けるところまでがセットだと思いたまえ。

　もっとも、坂巻社長の自宅は湯ゆ河原がわらだからな、ホテルまでお送りするってことだが。

　とにかく、先方に機嫌よく飲み食いしてもらって、会社に好意を持ってもらうのが目的なんだからな。あるいは、こちらには不愉快な場面があったとしても、顔に出してはいかん。我慢するんだ」

「不愉快な場面といいますと……？」

「酒癖のいい客ばかりとは限らないということさ」

「あ……」

　なるほど。大学のコンパでも、カラミ上じよう戸ごや泣き上戸や暴れ上戸がいたっけ。

「ところできみは、酒は強いほうかね」

「はい、弱くはないと思います」

「そりゃ頼もしい。なかには体質的に飲めない人間がいるが、そういう者には接待は地獄だからな」

「すすめられたら断われないなら、大変でしょうね」

「おっと、もうひとつ。宮田専務は、あまり強くないんだ。フォローは俺おれがするが、きみも頭のすみに入れておいてくれ」

「わかりました」

　考えてみれば、かなりシビアな訓示をもらって、四時過ぎに三人で会社を出た。

　着いたところは、田所が言っていたとおりの料りよう亭ていで、赤坂という場所柄や、玄関のようすや部屋の造りから見て、おそらくは一流の店なのだろう。

　もっとも朋哉は、露舟のところにいた時に二回ほど、京都でも超一流といわれる料亭での、舞まい子こや芸げい妓ぎも揚げての宴席を経験させてもらっている。だからいまさらにビビることはなかった。

　それよりもむしろ、専務と部長の、いかにもやぼったい態度のほうが気になった。

　露舟先生の遊び慣れた粋いきさのほうが特別だったのだろうとは思うが、宮田専務は仲居にもぺこぺこする貫かん禄ろくのなさで、木村部長のほうは、相手を見下すことで自分の株を持ち上げようとする、横柄な口ききが見苦しい。

　玄関を上がった脇わきの待まち合あいに通されて、茶が出されたところで、朋哉は、トイレに行くそぶりで仲居の後を追った。

　廊下で追いついた仲居をそっと呼び止め、ちり紙で包んでポケットにひそめておいた心づけを握らせた。

「ひとつは、部屋付きの係の人に」

「あらまあ、こんなこと」

「そんなに入ってませんから」

「すみません、ちょうだいいたします」

「おかみさんには言わないでいいですから」

　自分の一存でやったことなので、うっかり礼など言いに来られると、専務や部長に恥をかかせることになる。

　気持ちばかりのチップだが、渡しておけば仲居たちの心配りも違ってくる……というのは、露舟先生から見覚えに習った茶屋遊びの心がけ。

　また、昨日の帰りがけに見舞いに立ち寄って、接待の席に出ることになったと報告した父からの、けっこうこまごまともらったアドバイスの中のひとつでもあった。

　部長あたりがするのだろうと思っていたのだが、いつもは父がしていたのか、部長も専務も気がつかないでいるようだったので、念のために用意してきていたものが役に立ったというわけだ。

　朋哉が待合に戻ってやがて、接待相手の坂巻社長が、お供の社員二人をつれて現われた。

　六十は過ぎているのだろうが、坂巻社長のえびす顔といった感じの福々しい丸顔は、脂ぎって見えるほどに血色がよく、迎えに出たこちらへの態度はしごく愛想よかった。

　やっと女将おかみも顔を出し、一部屋だけ離れになっている座敷に案内された。

　坂巻社長は、床の間を背にした上座にどっかりと尻しりを落とすなり、大声で、

「藤野社長は入院中なんだって？」

　としゃべり出した。

「昨夜、詫わびの電話をもらってね。息子を名みよう代だいで行かせるからと言っておったが、おう、きみか！　そんなところじゃなく、こっちに座りたまえ、こっちに！」

　社長が指さしたのは、自分の左隣の席で、本来は坂巻の部下のどちらかが座るべき場所だ。

　朋哉は困って木村を見やった。

　木村の返事は、

「社長さんがおっしゃってるんですから」

　礼儀作法よりも、客の意向を優先させろということだ。

「では、失礼させていただきます」

　露舟先生のところで習うともなく覚えた、朋哉の立ち居ふるまいは、坂巻を感心させたようだった。

「いいねェ、行儀のできた若い人っていうのは」

　目を細めてそんなことを言ってくれた坂巻に、朋哉は、

「恐れ入ります」

　とだけ答えておいた。

　太っ腹でにこやかで人のよさそうな人物だが、どことなく油断のならない雰囲気を感じていたのだ。

　先に商談をするのだろうと思っていたが、女将おかみがあいさつをしているあいだに仲居が酒を運んできて、そのまま宴うたげが始まってしまった。

「あー、朋哉くんだったかな」

　一杯目を空あけたばかりの盃さかずきに、酒を注ついでくれながら、そう聞かれて、「はい」と答えた。

「歳としはァ……十八、にしては落ち着いとるし、二十三、四にしては肌が若い。あいだを取って、ずばり二十一だ。どうかね？」

「すみません、まだしばらくは二十一歳です」

「おう、そうかね。しかし、この顔は父親似じゃァないなァ。母親が大変な美人だ。どうだね？」

「母が喜びます」

　かなり大ぶりな盃での三杯目を干させられたところで、盃を空からにしてはいけないのと、徳とく利りは自分の手のそばに置いておくべきなのを悟った。

　酔ってはいけない酒席で、ほどほどの飲み方にしているためには、すすめ上手にふるまえばいいのだ。

　そこで朋哉は、せっせとお酌しやくにまわったのだが……膳ぜんに焼きものが出てきたあたりで、坂巻の態度がおかしくなってきた。

　なにやらやたらと、朋哉の手や肩に触さわろうとしてくるのだ。

　だが、それはまだよかったうちだった。

　酒が進むにつれ、触り方がべたべたしつこくなってきて、やがて背中を撫なでまわしたり、髪にまで触ふれてくるようになり。

　酔っ払い親父にそんなふうに触りまくられるのは、もちろん不快の一語に尽きたが、木村も宮田も知らん顔で、つまりは我慢しなくてはいけない酒癖というやつらしかった。

　だから朋哉は、坂巻が得意そうに垂れ流すウンチクに、愛想よく相づちを入れながら、触られるたびに虫むし酸ずが走る気がする坂巻の酒癖を、じっと耐えていたのだが。

　ふと坂巻が、盃さかずきを持っていないほうの左手をのばして、正座している朋哉の脚あしに乗せてきたかと思うと、太ふと腿ももをすりすりとやり始めたに至って、我慢の緒おが切れた。

　それは、明らかにそういった意図を持っての、いやらしい撫でさすり方だったので。

　坂巻の手を、それとなくやり払った。

　手はすぐに戻ってきた。

　こんどは少し強く払いのけた。

　でも坂巻は懲こりもせずに、また手を乗せてきた。そればかりか、腿の付け根のあたりをぎゅっとつかんできたのだ。

　思わず、

「やめてくださいっ」

　と口に出ていた。

　いささかかん高くなってしまった声は、思いのほかに通ってしまって、一瞬、部屋の中の話し声がハタととだえた。

　朋哉は（しまった！）とあわてながら、目で木村に助けを求めた。

　と、

「はっはっは」

　と木村が笑いだした。

「社長、また悪い癖を出されましたね？」

　そして、セリフが終わるのを待っていたタイミングで、全員が笑いだした。朋哉以外の、坂巻をふくめた全員が、さも愉快そうに笑いだしたのだ。

「ちょっと、いけませんですよ、社長」

　宮田が笑いながら言った。

「ぼっちゃん、びっくりしてるじゃありませんか」

　坂巻の部下の一人が、尻しり馬うまに乗るように言った。

「ほんとですよ、社長。かわいそうに耳まで真っ赤だ」

　もう一人の社員が、なだめ顔で朋哉に言った。

「悪気はないんですがねェ、どうも社長は、気に入った人とはスキンシップをしたがる癖がありましてねェ」

「じゃあ朋哉さんは、社長のお気に入っていただけたというわけですな？」

　木村が言い、

「おう、気に入った気に入った！　顔よし頭よし愛想よしの、いい若者じゃないか！」

　坂巻社長が吠ほえるように答えて、ワッハッハと太った肩を揺らした。

　その間中も、左手では朋哉の内うち股またのあたりを撫なでまわしながらだ。

　そして、木村たちも部下たちも、そんな坂巻のセクハラ行為を知っていながら、はっきりととがめたり、ましてや止めだてする気などはないらしかった。

「それにしても、社長。だいぶお話が弾はずんでおられたですなァ」

「そりゃァ専務、朋哉さんは芸術家の卵だったんですから。美術品コレクターでいらっしゃる社長とはウマが合いますよ」

「いやァまったく！　今夜はめっぽう楽しい！　わはははははははは！」

「それはそれは。はっはっは」

「ぼっちゃんも、来られた甲か斐いがありましたですねェ。うちの一番のお得意の坂巻社長さんに、これだけ気に入られるとは！　名みよう代だい役の大手柄ですわァ」

「はっはっは」

「これからは、接待の時には藤野社長はいらんぞ！　朋哉くんのほうが、よっぽど楽しいからな！」

「こりゃ～まいりましたですなァ！　いやいや、ははっははっ」

　得意先を前にした会社人というのは、プライドも何もかも投げ捨てて、幇ほう間かんにでも男芸者にでもならなくてはいけないらしい。

　口の中に苦い唾つばを感じているうちに、本当に吐き気がしてきて、朋哉は「失礼します」と席を立った。

「便所かね、よしよし、わしも」

　坂巻が腰を浮かせるのを見て、（冗談じゃない！）といそいで廊下に出た。

　離れにもトイレはあったが、あんな男と連れションする気はない。母屋おもやに向かって渡り廊下を歩き出した。

「朋哉さんっ」

　追ってきたのは木村だった。

「どこへ行くんだね、客を放り出して」

　もともと僕は社員じゃないんだ、知ったことか！　と怒鳴ってやりたいのをこらえて、朋哉は、口に手を当ててみせた。

「すみません、気分が」

「酔ったのかね」

「吐きそうなんで」

「じゃあ、すっきりして来い」

　冷ややかに言って、木村は離れに戻っていった。

　行き合った仲居に教えてもらったトイレには、先客がいた。酒臭い小便のにおいから顔を背けながら、個室に入って扉を閉めた。鍵かぎをかけようと金具を握った手が、細かく震えていた。

　ムカついているのは胃ではなく、はらわた全体だった。

　あんな男が大事な顧客で、あんな下げ卑びた連中が父の補ほ佐さをする部下たちで、あんな品性のかけらもない飲み食いが社運を左右する接待だと!?

「くっそ～……っ！」

　父さんの名みよう代だいという肩書きを背負わされていなかったら、スケべじじいの横っ面つらを張り飛ばしてやり、下げ司すどもは「恥を知れ」と怒鳴りつけてやり……なにより、こんなところで憤ふん懣まんに震えていたりなんかしない！

　だが今夜の朋哉には、名目だけにしろ、父の代理という重い足あし枷かせが架せられていた。

　そして会社は、父にとっては、体を壊すまでの努力を傾けて経営してきた、男一代の夢の結晶であり、人生の成果なのだ。それを、自分の軽けい率そつな行動で損なうことはできない。

　むろん朋哉にとっては、軽率などではない当然の怒りなのだが、会社の論理から言えば、常識での白は黒になり、できない我慢もするべきものなのだ。

　そう……事前に言われてきたあれこれの注意は、すべて「商人と客」という彼ひ我がの立場の違いをわきまえろという意味で、商品を買う側である客の前では、商品を買ってもらわなくては成り立たない売り手の立場は、ひたすら下した手てに出るほかはない弱いもので……

　もちろん、そうではない商人もいるのは知っている。たとえば、露舟先生のところに出入りしている画商の梅ばい里り堂どうなどは、老舗しにせとしての誇りと売り上げのどちらを選ぶかとなった場合には、迷わず誇りのほうを取るような商売をしている。京都人らしく、いやな客にもいやな顔は見せないかわりに、さりげなく商売相手から排除していくといった方法で、愚劣な客は相手にしないという店の矜きよう持じを守り続けてきて、それがまた「京都の梅里堂」の信用の礎いしずえにもなっている。

　だが、父の会社は……思えば、設立してから、まだわずか十数年しかたっていないのだった。それはつまり、創業二百年の老舗だという梅里堂とは違って、会社としての実績や信用を作り上げている最中ということであって……父の考えでは、まずは業績が第一で、客を選ぶなどといった贅ぜい沢たくをやる余裕はないといったところか。

　そう……昨夜、父が言っていたではないか。個人輸入という、自分の商才だけが頼りのところから始めて、有限会社から株式会社に発展させ、しかもその間に一度も、銀行からの融資以外の借金を作ったこともなく、不渡り手形を出すような経営危機に陥ったこともないのが、自分の自慢なのだと。

　だが、そうした成功の蔭かげには、業績を上げるためにはプライドを捨てるようなことも、何度もあったに違いないと、朋哉は思った。

　いま朋哉が味わっているような、体が震えるほどの屈辱感や憤ふん懣まんは、おそらく父も知っているものなのに違いない。

　そうしたことに耐えて耐え抜いて、会社をいまのような規模にまで育て上げてきたのに違いない。

　だったら……今夜のこの席だけ我慢すれば済む自分が、そうした父の長年の辛しん抱ぼうや努力を傷つけるような真似まねをしてはならない。

　父のやり方が好きだとか嫌いだとか、こうした接待のあり方を納得するしないとかは、この際のこの場では、意味を持たないこと。

　いま考えるべきことは、父が作ってきた父と坂巻との関係が、いままでどおりに続くようにするという一事だけ。そのためには、芸者よろしく酌しやくをし、くだらないウンチク話に相づちを打ち、せいぜい愛想笑いもしてやろうではないか。

　あのしつこいセクハラについては……祇ぎ園おんのおねえさんたちから聞いた手口で、「いや～ん」とでも言いつつ思いっきり抓つねってやるとか、驚いたふりで酒を浴びせてやるとか……まあ、なんとか切り抜けてみせてやろうじゃないか。

　気持ちが固まったところで、だいぶ長い中座をしてしまったのに気がついた。

　個室を出て、気合い入れに手洗い場で顔を洗って、離れに戻った。

　座敷は、いやにしんと静まり返っていた。

　作法どおりに膝ひざをついて、音を立てずに襖ふすまをあけた。

　静かだった原因は、坂巻の不機嫌な顔らしい。

　その右隣で、ブスッとした表情で盃さかずきをなめていた坂巻の部下が、朋哉に気づいた。

「ずいぶんごゆっくりだったじゃないか」

　と、皮肉な口調で声をかけてきた。

「もうしわけありません」

　朋哉は敷居際でおとなしく頭を下げた。

「こうした席は初めてで、緊張したせいか、悪酔いをいたしまして」

　言いながら、小腰をかがめて戻りたくはない元の席に戻り、部屋付きの仲居が渡してくれたおしぼりで丁寧に手をぬぐってから、徳とく利りを取り上げた。

「無ぶ調ちよう法ほうで失礼いたしました」

　と詫わびを言って、坂巻に酌しやくをさし出した。

「ふむ」

　と坂巻は酒を受けたが、

「無理はしてくれんでいいぞ」

　という皮肉つきだった。

　どうやら、朋哉が逃げて帰ってしまったと思って、おかんむりだったらしい。

　フォローに入ってくれてもいいはずの宮田と木村は、口をひらこうともせず、坂巻の部下たちは言わずもがな。

　どうやらこの場は、朋哉が自分で取り持たなくてはならないらしかった。

　だが、ただ謝るばかりというのもおもしろくない。

　そこで朋哉は、

「じつは」

　と顔を伏せた。

「あんなふうにからかわれたのは初めてでしたので、つまり、ちょっとショックで。ほんとは、このまま帰ってしまおうかとも…」

　朋哉としては、坂巻のセクハラ行為で自分がいたく傷ついたことを言ってやって、多少なりとも反省をうながしてやろうと思ってのことだったのだが。

　あいにくと朋哉には、自分が持っているセクシャルな魅力への自覚が足りなかった。

　美しく首をうなだれて、聞きようによっては、わが身のウブさを告白するようなセリフを吐いた自分が、坂巻の目にどう映ったかも……

　殊しゆ勝しようをよそおってうつむいていることで、坂巻の表情を読み逃してしまった朋哉には、知る術すべもなかった。

　だから、

「そうか……そりゃァ、すまんだった」

　という坂巻の、気の毒どくそうな声こわ音ねでの詫びを、額面どおりに受け取ってしまったのだ。

「いやあ、すまん、すまん。このとおりだ」

　海千山千の古ふる狸だぬきにとっては、頭を下げてみせることなど、もっとも容易たやすい懐かい柔じゆうの手段なのだとは知らずに、

（やり過ぎたか!?）

　とあわてた。

「あ、いえ、僕のほうこそ」

　うっかりそんなふうに答えたことで、セクハラの被害者として坂巻を責めるという立場を手放してしまった。

　そんな朋哉を、坂巻は目を細めて見やり、

「まったく藤野社長は、いい息子に恵まれたもんだなァ。すなおで、誠があって、この若さで人間ができとる。いやァ、うらやましいねェ。まったく、うらやましいよ」

　それから、二人いるそうな出来の悪い息子たちへのグチをひとくさり語ったが、そのあいだもそのあとも、二度と朋哉に手を出してくることはなく、朋哉は、坂巻が自分の所業を反省したのだと信じた。

　座敷に談笑の雰囲気が戻って、やがて。デザートまで済んでいた宴うたげはおひらきということになって、朋哉は、これでお役目は終わったと、ホッとしたのだが。

「どうかね、ちょっと銀座へでも」

「はあ、お供させていただきますです」

　坂巻と宮田専務とのそんなやり取りで、二次会行きが決まってしまった。

　坂巻と同じタクシーに押し込まれて、つれて行かれたのは、坂巻の行きつけらしい高級バーだった。

　坂巻が座るやいなや、両りよう脇わきをホステスが占めてくれたお蔭かげで、朋哉は、もしも坂巻がさっきの反省を忘れても安全な、向かいの席にまわることができた。

　それで安心したのが油断になったのか、銀座のホステスの手腕にしてやられたというところなのか。店を出るころには、かなり酔ってしまっていた。

「やあ、朋哉くん、だいじょうぶかね！」

　と、まだ元気な社長にバンッと肩をたたかれて、よろりとふらついた。

「なんだ、宮田くんは帰るのか!?　そんなことじゃいかんぞォ！　営業畑の人間は、酒が強くなくちゃァ出世はできん！　なあ、木村くん！」

「まあまあ、自分と朋哉さんとでお供しますので」

　勝手に決めないでほしいと思ったが、強引にタクシーに押し込まれてしまった。

「社長、どちらへ」

　と聞いたのは、助手席に乗り込んだ木村部長。

「大都ホテルに宿を取っとるんだ。あそこのラウンジで軽く口直しして」

　こんどこそおひらきになるらしいと、朋哉は心底ホッとした。酔うのは嫌いではないが、接待酒なんか二度とごめんだ。

「きみ、大都ホテルだ」

　木村が運転手に告げるのが聞こえ、タクシーが走り出した。

　バックシートで隣り合っている坂巻が、朋哉に話しかけてきた。

「昔は朝まで飲み歩いたもんだったがなァ、わしも歳としだ」

「充分お強いですよ」

　時間差攻撃をかけてくるアルコールの作用で、店を出た時よりも酩めい酊ていが深まってきているのを感じながら、そう応じた。

「僕なんか、もう限界に来てしまってて」

　だめだ、ロレツが保てない。

　車窓の外を流れて行く夜の銀座の風景が、視覚を不快に刺激して吐き気を誘いだそうとするのに気づいて、目を閉じた。

　だが、まぶたの裏も、グルグルとまわる極ごく彩さい色しきの渦に占領されていた。

「朋哉くん？　吐きそうかね？」

　坂巻社長の声でたずねられて、うなずいた。

「あと少し辛抱してください、いいですね！」

　木村部長の声に、うなずいた。

　抱えられて歩かされて、洗面台らしい冷たくて硬い感触が腹に当たるのを感じて、安あん堵ど感とともに胃の中の苦しさを吐き出して……

「もういいかね？　全部吐いたか？　じゃあ口をすすいで。ほら、水だ」

　木村部長の声と一緒に、唇にあてがわれたコップの中身は、すがすがしいミントの香りが強く匂におって、口の中に残った吐と瀉しや物ぶつの不快な味を消し去ってくれた。

「ほら、もう一口」

　言われるままにふくんで、ブクブクやって吐きだして、だいぶ気分もすっきりした。

「うがいができるか？　よーしよし」

　言われるままに、残りのミント水で何度かガラガラとうがいをして、逆流した胃液がヒリつかせていた喉のどもさっぱりした。

　手をのばして蛇口をひねって、口元のねばつきを水で清めて、ポケットからハンカチを引き出した。

　まだ酔いはうず巻いていたが、意識がなくなるような酩酊状態は去っていて、自分が何をしているかもわかる。

　朋哉は、口をぬぐい終えたハンカチをポケットにしまいながら、木村に振り向いた。

「すみません、すっかりご迷惑を」

「俺おれよりも、社長にお詫わびしたまえ」

　木村は冷たく答えて、来いと顎あごをしゃくった。

　木村について出たドアの外は、一目見てホテルの部屋のそれとわかる短い廊下で、右手に、非常口への案内図の入ったシールが貼はられたドア。左手は、リビング風のソファセットが置かれた部屋で……

　木村はすたすたと部屋の奥に向かい、そこにあったドアをあけた。

「何をしてるんだ、さっさと来たまえ」

　二つ目の部屋は、半分ほどをダブルサイズのベッドが占めていて、つまり寝室。

　坂巻社長は、大都ホテルの二間続きのスイートルームを宿に使えるような資力の持ち主なのだ。

「社長はシャワー中か」

　木村がつぶやき、

「座るかね」

　と、カーテンの引かれた窓際の、しゃれた丸テーブルとひじ掛け付きの二脚の椅い子すでしつらえられた、くつろぎ席を顎でさした。

　もちろん、座ってはいけないらしい。

「いえ」

　と答えて、朋哉は、用事が終わるまで平へい衡こう感覚の怪しい体を支えておけるように、注意深く、両足の位置を決めた。

　眠い……立ったまま寝てしまいそうに、眠い……

　寝室専用のバスルームらしい、横手のドアの奥から聞こえていたシャワーの水音は止まったが、まだ社長は出てこない。

　たまらない眠気に朦もう朧ろうとなってくる意識を、必死に引き止めつつ、さらに待つこと……どれくらいだったのか。

　ガチャという音がして、バスルームのドアがあき、膝ひざまでのローブをだらしなく着込んだ坂巻が出てきた。

「だいじょうぶかね」

　と言ったのは、朋哉への声かけなのだろうに、坂巻の視線は木村を向いていた。

　その視線を追って、

「ご存分にお楽しみを」

　と答えた木村の、ニヤリという感じの笑みを見た。

　それに、なにがしかの不審を覚えなかったわけではなかったのだが、朋哉の頭脳は、重く垂れ込めた酔いによる眠気のせいで、思考力を失っていた。

　木村が出て行き、坂巻の手で上着を脱がされた。

　腕をつかまれてベッドにつれて行かれ、腰かけさせられて、靴と靴下を脱がされ、押し倒された。ネクタイをほどかれて、シャツのボタンをはずされ、ズボンの前をあけられて股こ間かんをまさぐられた。

　すべて認識できているのに、逆らえなかった。

　いやらしい舌がぬるぬると肌を舐なめ犯し、いやらしい唇と共謀して乳首を責め嬲なぶる。

　だが、嬲られる乳首からの刺激にはビクンビクンと反応する体は、意識が絶叫している反撃命令にはしたがう気配もなく、振り上げたい腕はぐったりと投げ出されたまま。

「肌理きめの細かい、きれいな肌だ……手のひらに吸いつくような肌だ……最高級のビロードの手ざわりだよ、朋哉くん……ああ、朋哉、たまらない……」

　いやらしい口が漏もらす、いやらしい口調でのいやらしいセリフは、現実のものとして耳に入っているのに……胸や腹や内うち股またを撫なでまわしている、いやらしい手の感触も、現実のものとして感じ取っているのに……背筋ではゾクゾクと嫌悪の悪寒が走り狂っているのに！　なぜ、体はピクリとも動かない!?

「おうおう、もう勃たってきてるぞ。感じやすい体なんだねェ……どれ、こっちはどうか、見せてもらおうかねェ」

　言いながら、ゴソゴソと足元にまわってきた坂巻が、膝ひざを立てさせた足の両りよう腿ももに手を当てて、グイと押しひらき、さらに腿が腹につくまで押し上げて、あらわにさせた尻しり肉にくの狭はざ間まのソコを舐ねぶるように眺めるのを感じても、（いまだ、蹴けり飛ばせ！）と命じた足は、わずかにピクッと動いただけだった。

「ほうほう、こりゃァどうだ。オチンチンにも触さわってもおらんのに、ここはもう欲しそうにヒクヒク半開きしとる。

　思ったとおり、男を知ってる体なんだねェ。それも、よっぽど抱かれ慣れている体だ。しかも、もともと淫いん乱らんの気がある」

　じろじろと眺められていたソコを、ペロリと舌先で舐められて、ゾクッと悪寒が走った。

「よしよし、可愛かわいがってやろうなァ。この道五十年の年季の技わざで、死ぬほどよがらせてやるぞォ。じっくりじっくり可愛がって、何度でも極楽に昇らせてやるからなァ」

　そんなセリフと一緒に、坂巻は凌りよう辱じよくを開始した。

　最初は乳首を犯された。

　唇と舌とで、ねちっこく舐められ、しゃぶり吸われ、キチキチと咬かみ責められるかと思うと、ねろねろと慰められる。その間中、もう片方の乳首には、爪つめの先でリズミカルに弾はじき嬲ったり、指先でつまんでひねり上げたり、女なら乳房に盛り上がるあたりは手のひらで揉もみしだき、乳首は親指と人差し指とでこねまわすといった責めが与え続けられる。

　たちまち朋哉は喘ぎ始めていた。

　感じたくなどないのに、されるがままに感じている。快感などではあるはずがないそれは、まぎれもない快感で、ゾクゾクッと背筋を走る、悪寒と思いたい感覚は、スパークするごとに、じわりっとペニスを充血させて行く。

　朋哉はきつく奥歯をかみしめた。いまにも喉のどからこぼれてしまいそうな声を、そこで食い止めるために。

　だが、義昌と離れて過ごしていた飢えと、深酒の酔いとが、ただでさえ感受性の鋭い朋哉の体を、ひどく脆もろくしていた。

　こらえようとしてもこらえきれずに、呻うめきを漏らしてしまった。

「ほっほっ」

　と坂巻が喜んだ。

「イイじゃろ？　ここがイイんじゃろ？　乳首はな、仕込めば仕込むほどヨクなる場所なんじゃ。よーく仕込んでやると、服の上からつまんでやっただけでイクようになるんじゃぞォ。ほれ、ほれ、どうだ？　こうか？」

　くやしくてくやしくて、絶対に認めるものかと思ったが、体はまるでなす術すべもなく坂巻の性技に翻ほん弄ろうされ、自分の喉から出ているとは思いたくない、いやらしい声を垂れ流す。

　そして坂巻のやり方は、巧うまいだけではなく、偏へん執しつ的なまでに執しつ拗ようだった。

　せめてイカされることだけはするまいと、固く心に誓うそばから、どうしようもなく絶頂感がこみ上げてくる。

　朋哉は渾こん身しんの憎悪で坂巻を呪のろい、それ以上に、いいように弄もてあそばれている自分を呪った。

　不意に、両の乳首に同時に与えられた鋭い痛みに、思わず「アッ」と声を放った。歯と爪とが作り出している痛苦をギリリと強められて、「アアッ」と悲鳴をほとばしらせた。

「おうおう、咬かまれるのが好きなのか。ほっほっ、朋哉は『通』じゃなァ」

　坂巻の咬みは、まるで容よう赦しやなしだった。

　肩口に、胸板に、脇わき腹ばらに、内うち股またに……つぎつぎと場所を変えてはガブリと咬みつかれ、血がしぶきそうなほどにギシギシと歯を立てられて、朋哉は必死に「痛い！」と叫び、恐怖の痛苦から逃れようと身み悶もだえた。

　だが、坂巻はクックッと楽しげに笑って言うのだ。

「そうか、そうか、これが好きか。そんなにイイか。こんどはここか？　ここにも欲しいか？　よォしよし、もっと咬んでやるぞ。どうだ、気持ちがいいか？　うれしいか？」

　咬まれる痛さがイイわけがなく、うれしいはずもない。それなのに、責めの合間にふと気づけば、朋哉のペニスは、臨界にまで勃ぼつ起きした時のジンジンという痛みを訴えていた。

　拷ごう問もんが、手を替え品を替えておこなわれるのは、ひとつ種類の苦痛では、一定の刺激量に達すると神経の防御機能が働いて、つまりはその苦痛に体が慣れてしまって、責め苦としての効果がなくなるからだと言う。また、そうして慣れた苦痛を、体は逆に快感と受け取るようになるとも言う。

　朋哉が、そうした苦痛から快感への逆転を味わったのは、足の裏の土踏まずのくぼみを咬まれた瞬間だった。

　鋭い痛みとおなじ強さでスパークした快感に、頭の先まで刺し貫かれて、朋哉は激しくのけぞった。ガジガジと齧かじられて、身も世もなく悶もだえた。爆発的な射精感がペニスの付け根の奥から先端へと奔ほん流りゆうし、手を添える間もなく、鈴口を灼いてほとばしり出た。

「あっ！　あっ！　あっ！」

　屹きつ立りつしたペニスから、ビュッビュッと華精を噴ふき上がらせた朋哉を、坂巻は「おう、出る出る！」と目を輝かせて見守り、朋哉は、砕け散ったプライドが残した胸の中の暗い空くう洞どうに、（おまえが馬ば鹿かだからだ）という自じ嘲ちようを投げ込んだ。

（おまえが馬鹿だからだ。こいつがどんな男か、うすうすわかっていながら、うっかり酔いつぶれたりして。自分から隙すきを作ったんだぞ、馬鹿野郎）

　体を屈服させられたことで、気持ちもくじけてしまった朋哉に、坂巻は奉仕を言いつけた。インポテンツらしくだらしなくうなだれたままの男根をしゃぶらされながら、まだ無傷だった尻しりを咬み嬲なぶられて、朋哉は、受け止めきれない快感に泣き悶えた。苛いじめられながら「もっと」と言わされ、「ください」と言わされて、踏みにじられる愉悦に酔った。

　そんな朋哉を、坂巻は満悦げに「だいぶ調教できてきたな」と評した。

　それから坂巻は、ずっと隣室にいたらしい木村を呼び込んで、「糖尿病で勃たたない」自分のかわりに朋哉を抱けと命じた。

　木村は、朋哉の耳元に「逆らえない顧客へのいやいやながらの奉仕なんだからな」とささやきつつ、いやいやにしては過ぎた勢いで、朋哉のアナルに怒張をねじ込んだ。

　坂巻は、一応たくましい部類に入る木村の怒張が、朋哉の尻をヌチュヌチュと犯すようすを、鼻をくっつけるようにして覗のぞき込んだり、揺さぶられている朋哉の体に、あの執しつ拗ような愛あい撫ぶで荷か担たんしたりして楽しんだ。

　ただし、なぜかペニスにだけは触ふれて来なかった。

　その理由を、坂巻は、もったいぶった口調でこう言った。

「朋哉のオチンチンは、レロレロしたりチュルチュルしたら、さぞおいしいだろうけどねェ。こんなふうに、おチチやお尻しりをされるだけでイクほど遊んでるんじゃァ、きっと悪い病気をもらってるに違いないからねェ」

　坂巻は、木村に「ああしろ、こうしろ」と指示をして、あらゆる体位で飽きることなく朋哉を犯させ続け、木村が「もう勃たたない」と音を上げると、財布を投げつけてバイブレーターを買いに行かせた。

　イカされてイカされてイカされ尽くして……どこまで意識があったのかすら覚えていない。




　目が覚めた時、朋哉は、めちゃめちゃになったベッドに一人でいて、ヘッドボードのデジタル時計は夕方の時刻をしめしていた。

　ベッドの端まで体を引きずって行くのも容易ではなく、サイドテーブルの電話に手が届くところまでたどり着いた時には、気が遠くなるほど疲れていた。

　義昌がいてくれるのを祈ることも思いつかないまま、ダイヤルボタンをプッシュした。

　何回かコール音を聞いて、ガチャという音に続いて、

《はいよ》

　という声が答えた。

　朋哉は重い舌を動かした。出てきた声は掠かすれきっていた。

「……義昌？　来て……」

《朋哉!?　どうしたんだ、ひでェ声で！》

「来て……大都ホテル……２００３……つれて……帰って……」

　手の中からすべり落ちた受話器から、義昌が電話をたたき切ったガチャンッという音が聞こえた。

　───泊まり客ではない義昌が、どうやってホテル側を説得して、客が宿泊中の部屋のドアをあけさせたのか……

　朋哉の切れ切れの記憶に残っているのは、ホテルのマネージャーらしい男を凄すさまじい剣幕で怒鳴り飛ばしていた義昌の声や、抱き降ろされた背中を受け止めたシーツの冷たさや、温かいタオルで体をぬぐってくれる看護婦の、髪から香ったほのかなシャンプーの匂においや……───

　それ以外の、思い出そうとすればいくらでも鮮明に思い出せる記憶は、封じた。

　いやな記憶は封じ込めて片づけてしまったあとの心は、からっぽになり、からっぽはまったくのおだやかさだった。真空の中では、波も風も立ちようがないのだから。




　三日後、朋哉は実家に戻った。

　母親は、顔を見るなり朋哉をなじった。

「連絡もしないで、マンションに帰ったりして！　入院中のお父さんにさんざん心配をかけたのよ!?　わかってるの!?」

　朋哉は、ごめんと謝った。

「接待のお客さんにめちゃめちゃ飲まされちゃって、気がついたらマンションに帰ってたんだ」

　それは、義昌とも打ち合わせ済みの言いわけだった。

「ひどい二日酔いで、夜まで七転八倒でさ。でも、なんとか電話したろ？」

「会社にもご迷惑をかけたのよ!?　無断欠勤なんてするもんだから、宮田さんは心配してたし、木村さんは怒ってたわ！

　おまけに、あなた、接待のお席で何か失礼をやったんですって!?」

「え？」

「何があったんだか、木村さんははっきりは言ってくれなかったけど、お詫わびに行かせますってお約束しましたからね！　明日にでも行ってらっしゃいよ、いいこと!?」

　三日前の夜、何があったのか。朋哉は、両親に話す気はなかった。

　あんな目に遭あってしまったのは、自分に隙すきがあったからであり、坂巻が変態的な男色家であることは、会社同士の取り引きには何の関係もないことであり。ましてや、それで父を苦しめる必要はどこにもない。

　だからいっさいは、狂犬に咬かまれたとでも思って、忘れてしまうべきことなのだ。

　朋哉はそう思い決め、自分のために「泣き寝入りなんざするこたァねェ！」と息巻いてくれた義昌を、言葉を尽くして説得もし、こうして何もなかった顔で帰ってきたのだ。

　だが、坂巻の顔も、坂巻の言いつけとはいえ一緒になって自分を犯した木村の顔も、二度と見る気はなかったし、むろん父の会社でのアルバイトはやめるつもりだった。

　もともとが、入院という初体験に気を弱くしていた父を励ますつもりで、父の言うなりに働いてみせてやることにしただけだったのだ。

　それ以前の、独立するためという金銭的な事情は、ほかの職場を見つければ済むこと。

　だが……何も知らない母親の、彼女にとっては正しい判断だった木村との「約束」によって、事情は一変してしまった。

「僕はべつに、失礼なんかやってないよ」

　と抗弁してみたが、

「木村さんがそうおっしゃったのよ!?　坂巻社長との間に入って困ってらっしゃるのよ!?　昨夜だって、『朋哉さんはまだお帰りになりませんか』って電話してきて！　ママ、返事のしようがなくって！

　それじゃなくても、お父さんの入院で、会社は大変なのよ!?　そんな時に、社長の息子のあなたが、大事なお客様とのトラブルを起こしちゃったりして！　お父さんになんて言いわけするの!?　言ってごらんなさい！」

　ヒステリックにまくしたてる母親は、朋哉の話に耳を貸せるような精神状態ではないのだった。

「父さんには、その話は？」

　とたずねてみた。

「言えるわけがないでしょっ！」

　とわめかれた。

「まだ退院の予定も決まってないのに、そんなこと話したら、ストレスでよけい悪くなっちゃうわ！　木村さんだって、『社長にはご心配をかけないよう、なんとかこちらで処理しますから』って言ってくださって！」

「わかった。わかったよ」

　そう……わかった。木村はクビが怖い。だから、ありもしない失敗を口実に朋哉と会うチャンスをつくって、口止めの交渉でもしようというのだ。あるいは脅おどしでも掛けてくる気か……

　だが、とにかく、

「この件は、僕の責任で何とかする」

　……しかない。

「父さんには、いっさい知らせる必要はないからね。ママも忘れていいよ」

　朋哉には、そんなふうに事態を受け入れるほかはないのだ。

「でも……だいじょうぶ？」

　母親の心配は、息子自身への気き遣づかいではなく、息子がうまく事態をこなせるかどうかということへの危き惧ぐだ。

「木村さんがどうにかしてくれるよ」

　と答えた。

　母親は、息子よりも木村のほうを信頼していたから。

「そうね、あの人はやり手だから。だいじょうぶよね」

　あいつがどういうやり手なのかなんて、まるで知りもしないで、全幅の信頼を置いている。善良で愚かなママ……

　朋哉は話題を変えた。

「そんな会社の心配より、ママは父さんのお守もりをがんばらなくちゃ。そろそろ、早く退院させろだのってわがまま言い出してるんじゃない？」

「ええ、そうなのよォ」

　母親は、それがいかに深刻であるかを表情でしめそうとしながら、うなずいた。

「横浜の病院にしたのが、よくなかったみたい。お部屋が一番感じがよかったし、お値段もほどほどだったんで、あそこにしたんだけど。

　ほら、会社までそんなに遠くないでしょ？　それだもので、ようすを見に行きたくてウズウズしちゃってるみたいで。

　回診の先生に、『外出させてくれ』なんて言ったのよ。もちろん先生は許可なさらなかったけど、あんなふうじゃ、いつ抜け出されるか心配で。出かけられないように、お洋服とお財布は持って帰ってきちゃってるの。

　今日の先生の口ぶりからすると、まだ長引くのかもしれないのに。ほんとに困っちゃうわ」

　精いっぱいに眉まゆをしかめてみせる母親に、

「元気が出てきた証拠だよ」

　そう笑ってやって、朋哉は会話を切り上げた。ひどく疲れてしまってたので……

　体中に刻みつけられた坂巻の歯形が、まだ薄れてもいないのとおなじく、全身にずっしりとわだかまった疲労感も、いっこうに軽くもならないのだ。

　重い足を引きずって自分の部屋に向かいながら、朋哉は、木村への対応策を考えようとしたが、疲れは脳細胞にも染しみ込んでしまっていて、働かそうとしても脳みそは鈍重にうごめくだけ。

　ため息をついてあきらめて、朋哉は部屋に入ると、ドアに鍵かぎをかけてベッドにもぐり込んだ。




　富樫義昌は、「竹を割ったような性格」とほめられたことがある。単純とかガサツとか、０と１しかないデジタル男とかいう言われ方のほうが圧倒的だが、その人物───義昌の亡くなった祖母は、ものは言いようという処世術を心得ていたのか、孫の中で一番のワンパク者だった義昌をそう評してくれた。

　ほめ言葉というのは、うれしいぶん心に残るもので、義昌は無意識に、祖母が言ってくれた『竹を割ったような』という性格を大事にしてきた節がある。

　つまり、何事も断を下しては迷わずためらわず拘こう泥でいせず。いつまでもウジウジとこだわったり、根に持ったりするのは男らしくない……というふうに、義昌は自分を作り上げてきた。

　が、しかしそれも、時と場合によりけりである。

　ヨレヨレの声での電話を受け、飛んでいったホテルの部屋で、相思相愛の惚ほれ抜いている恋人が、瀕ひん死しのさまにまで凌りよう辱じよくされ尽くしているのを見つけた時。

　義昌がまず思ったのは、

（犯やった野郎をブッ殺す!!）

　だった。

　そこに相手がいてくれたなら間違いなく、怒りの鉄てつ拳けんでの殴り殺しにしてやっていた。

　もしそこが一泊貸しのホテルの部屋でなかったら、朋哉をひっさらったついでに、部屋の中のありったけをぶち壊して、仕上げに火でもつけてきたところだ。

　だが、犯人に違いない部屋の客は、「お出かけになりました」そうで不在。

　また朋哉をいつまでも晒さらし者にしておくわけにもいかなかった。朋哉が恥ずかしがるというより、義昌が見せたくなかったので。

　凜りんとして美しい朋哉は誰だれかれに見せびらかしてやってもいいが、こんなふうに哀あわれに傷ついた朋哉を目にしていいのは、自分だけだ。藤野朋哉という男を、誰よりもよくわかっている義昌にだから、朋哉はああして助けを求めたのだから。

（おまえは俺おれが守る！）

　だから、「事情を調べるのに彼と話をさせてほしい」というマネージャーの申し出は、

「だめだ！」

　と却下した。

「しかし、万一これが暴行傷害事件だった場合は、こちらといたしましても」

「万一だと!?　一から百まで強ごう姦かん事件だよ！　それともあんたにゃ、こいつがホテトルにでも見えるってのか！」

「でしたらなおさら、事情をお聞かせねがってですね」

「やかましい!!　こいつがベラベラしゃべれるような状態だと思うのか!?

　おい！　そこのてめェ！　男が犯されたってェのが、そんなに可笑おかしいか!?　てめェにも犯やられる味を教えてやろうか!!」

　まるで手負いの野獣のような義昌に、ホテル側は事情聴取を諦あきらめた。もっとも彼らとしては、男同士の痴情のもつれなのだろうこの事件が、ホテルの信用に疵きずをつけるのが心配なのであって、たとえば警察沙ざ汰たになった時に、自分たちには何も責任はないことを主張できることが大事だった。

　そこで、ホテル付きの医師の診察だけは許可してほしいと、義昌に申し入れ、義昌もそれは受け入れた。

　診察の結果は、過度のわいせつ行為による極端な疲労状態ということで、義昌は、そのカルテに「強制による」と書きくわえることを要求した。医者は黙ってしたがった。




　朋哉は翌朝には意識もはっきりし、義昌をほっとさせた。全身の責め傷のせいで熱は高かったが、精神状態は安定しているようだったので、義昌は、一晩中つき添いながら悶もん々もんと抱えてきた質問を口にした。

「誰だれに犯られたんだ？」

　朋哉は、哀かなしげに苦笑した。

「……こんなはずじゃ…なかった」

　まだ掠かすれている声でそう言った。

「油断した……僕が…悪い。ごめん」

「おまえは被害者なんだ、謝る必要なんてねェよ！　誰なんだ？　知り合いか？　まさか見も知らねェ奴やつにつれ込まれるようなおまえじゃねェよな。会社の奴か？　それとも」

「もう…いいんだ…」

　と朋哉は言った。

「いいわけがねェだろう！」

　怒鳴ってしまって、義昌は「すまん」と声を落とした。

「俺おれが許せねェんだよ。おまえをこんな目に遭あわせた奴をノーノーとさせとくなんて、俺がいやなんだよっ」

「ごめん……すこし眠りたい」

「お、おう。じゃあ、話はまただ。寒くねェか？　食い物も痛み止めも買ってあるぞ」

「うん……いらない」

　だがその後も、問い詰めても問い詰めても、朋哉は頑として口を割らなかった。

「僕が隙すきを見せたのがいけなかったんだ」

　そんな言い方で、自分を凌りよう辱じよくした相手をかばいまでして、相手を知るヒントさえ口にしない。

「狂犬に咬かまれたみたいなもんでさ。二度はないから。心配させてごめん」

　そう言って、笑ってみせさえした。苦笑の陰りはあったが、それ以上の懊おう悩のうは感じさせない笑顔で。

　その、「もう終わったことだから」の一点張りでの、ドライとしか言えない割り切り方を、義昌は、朋哉らしくないと思った。

　いや、まったくぜんぜん、朋哉という奴の割り切り方じゃない。不自然だ。

　そこで義昌はまず、この朋哉の落ち着きは芝居だと決めた。

　朋哉は、自分にとって重大なことほど、誰だれにも明かさず、自分の中だけで解決しようとする。それはたぶん、繊細な人間に特有な、話しても理解されないで傷つくことへの恐れのせいであり、また人一倍のプライドの高さの表われでもあるのだろう。

　だから、朋哉の内面を知りたいと思ったら、彼の身のまわりで起きた出来ごとや事件や問題の中から、彼が話題にしないものに注意を向けてみる必要がある。

　気になっているから口にしない、困っているから言わない。朋哉にはそういうアマノジャクな癖があるのだ。

　その「藤野朋哉の公式１」に当てはめて、こんどの事件を考えてみると、まず「終わったことだ」と言い「気にしていない」と言うのは、朋哉の中では事件は終わってなどいず、気にもしているという意味。

　もう一歩深読みするなら、終わらせたいし、気にしたくないから、触ふれられたくない。

　もちろんそれは、義昌にもわかる気持ちだった。そして、時間が癒いやしてくれるのを待つほかはない痛みもある。

　だが、そうやって自分の中に抱え込んでしまった傷が、治癒には向かわずに膿うみ爛ただれて、さらにひどく彼を蝕むしばみ始めるなら……？

　朋哉には、誇り高さの裏返しの自じ虐ぎやく癖へきがある。それが、この異常な落ち着きぶりのネタだとしたら……？

　放っておけば、朋哉は壊れる。

　そこで義昌は、切開手術を決意した。朋哉の受けた傷を搔かきひらくような手荒な方法ではあるが、たとえ乱暴でも恨うらまれても、いまのうちに毒の膿うみを吐き出させてしまわないと、朋哉の心が危ない。

「わかった、もう相手のことは聞かない」

　義昌はそんなふうに話を切り出した。

「そのかわり、ひとつだけ答えてくれ。

　おまえ……イッたか？」

　ひどいやり方で犯されていた時の、おまえのようすは？　話してくれ。

　朋哉は目を伏せ、哀かなしげに微笑わらった。

「感じた。痛いだけだったのが、痛さが快感になってきてね。……何度もイッたよ」

「そうか……拷ごう問もんで感じちまうって、あれだな。痛さが限界を越えると、神経がトチ狂うんだとよ」

　聞きかじりの知識をフォローに入れてやりながら、こんなふうにスラスラ話せるということは、そのことが朋哉を苦しめているのではないらしいと、義昌は思った。

「もしかして、ＳＭに目覚めたか？　だったら、研究するぞ。俺おれも興味がないわけじゃねェから」

　おまえがそれを堕おちたと感じて悩んでいるなら、俺も同じところへ堕ちてやる。

　朋哉は首を横に振った。

「いやだよ、冗談じゃない。そこへ行くまでは、マジで気が狂いそうに痛かったんだ。

　……神経がトチ狂ったってのは、そうだと思うよ。あんな…ＴＰＯで、イキまくっちゃったんだから」

「その味、思い出しそうか？」

「ばか！　あんな…！」

「ああ、犯やった野郎のことなんか思い出さなくていい。けど、快感は快感で一人歩きするかもしれねェだろ？」

「ないよっ！」

「わかった、怒るなよ。俺が言いてェのは、もしものそういう時にゃァ、こっそりＳＭクラブに抜きに行ったりしねェで、俺にモトメて欲しいぞってこった。タダだし、サービスは保証するからよ」

「きみって、サドだったのか？」

「そのケはあるなァ。縛って苛いじめまくるとかよ、すンげ楽しそうだぜェ」

「じゃあ、Ｍっ気のある恋人に乗り換えるんだねっ」

　冷ややかに言った朋哉は、本気で不愉快がっていた。

　義昌は遠慮なくからかった。

「俺のデカ摩ま羅らでズコバコやられンのがうれしいおまえは、充分マゾじゃねェ？」

「殴るぞっ！」

「まあまあ。マゾなおまえを愛してるぜ」

　どんなおまえも愛してる。愛していける。だから、たとえばこんどのことで何か影響が残ったとしても、それと俺との板ばさみなんかで悩むな、苦しむな。いいな？　朋哉……

　そんな義昌の思いは、朋哉に伝わったようだった。

「僕もね、サドでもきみを愛してるよ。ただし、しばらくは勘かん弁べんしてくれないかな。僕はイイだけのセックスが好きなんだ」

「痛むのか？　薬、飲むか？」

「いいよ。どうせほとんど効かないから」

「あれじゃ弱かったか」

「薬で遊んでたことがあるせいさ」

「そういや、前にそんなこと言ってたな」

「二倍とか三倍量で飲めば、効かないこともないんだけどね」

「やめろ、体壊す」

「うん、わかってる」

「……舐なめて治す、って手はあるな」

「お・こ・と・わ・りっ」

「じゃあ、おとなしく寝とけ」

「そうする」

　すなおに目を閉じた朋哉の髪を、子守歌がわりに撫なでてやっていて、ふと思いついた。

（どうでもしゃべろうとしねェ相手の野郎のこと……しゃべりたくねェんじゃなくって、しゃべれねェってのは、どうだ？）

　ピンと頭に浮かんだのは、朋哉を犯やったのはヤの字で始まる商売のやからで、朋哉は脅おどされて口を封じさせられているのではないかという説。

　そういう商売の人物を、大都ホテルが宿泊者として認めるかという問題はさておいて、アタリの可能性はあると義昌は思った。

　そこで、まだ眠ってはいなかった朋哉に、さりげなく言ってみた。

「もしかして、ヤバいスジと関わっちまってるとかなら、どうにかできるぜ」

　朋哉は眠そうな声で答えた。

「ヤバいスジって？」

「だからよ、ヤクザとかそのたぐいのよ」

「そんなんじゃないから」

　朋哉はそう言って、目をあけて義昌を見上げ、ひどく透明な笑みを浮かべながら、

「心配かけて、ごめんね」

　と、静かに心のドアを閉じた。音はさせずに鍵かぎまで掛けた……そんな感じに、話を終わらせてしまった。

　翌日、朋哉は「母親が心配だから」と実家に帰っていった。足取りにはまだいつもの元気はなかったが、笑顔は明るく、三日前の事件のダメージは朋哉の中では消化されているらしかった。

　だが、義昌のほうは、とうてい納得にはほど遠い心情にあった。

　切開手術だとまで覚悟して、あれこれ聞きほじってみた結果が、思っていたような膿うみは見つけられずに、杞き憂ゆうだったということになったのは、いい。この事件が、義昌が心配したほどには朋哉を傷つけていなくて、すなわち不自然だと思った朋哉の落ち着きぶりが、本物だったということなら、それはそれでいい。その面では、朋哉の言うとおり、強ごう姦かん事件は「あったことだが終わったこと」として片づけてしまってかまわない。朋哉の中に、そのことでの傷が残りさえしないのなら、二人の仲にも関係ないということだから。

　だが、愛いとしくて大切でたまらなく惚ほれまくっていて……たとえば今この場で何かの事情で死んだとしても、この愛しい存在と離れたくない一心で、自分は無理やりにでも生き返るだろう……と確信しているぐらいに愛している恋人を、ＳＭプレイで強姦した男への怒りは、消えなかったし、消す気もなかった。

（俺おれ以外の奴には触さわる権利はねェ、俺の朋哉のきれいな体を、汚らしい歯形なんかでめちゃめちゃにしやがった、薄うす汚ぎたねェイヌ野郎！

　てめェへのオトシマエは、この俺が、俺の流儀で、キッチリつけてやる！）

　調べる、と義昌は決めた。

　手がかりは、事件の舞台であるホテルの宿泊台帳。だが、信用大事のホテルのガードは固くて、すなおに見せてくれるはずはない。

　そこで義昌は、卒業が縁の切れ目になっていた高校時代のマブダチの家に、三年ぶりの電話をかけた。

「おう、友とも枝えだだ？」

《富樫か!?　生きてたのかよ！》

「たりめーだ、ばーか。そっちこそ、まだ生きてたんだな。大学行ったと思ってたが」

《ああ、行ってるぜ》

「ンじゃ、なんで家にいンだよ」

《いちまって悪かったな》

　喧けん嘩かのようなやり取りだが、そう答えた友枝の声は笑っている。

《もうほとんど単位は取っちまって、今年は卒論とほか二、三ってところなんでよ》

「なんだァ？　ヤクザの息子がまともに四年で卒業すンのかァ？　ダセェなァ」

《よけいなお世話だ》

　友枝は、西の山口組に対して東日本をシメている暴力団組織『住吉連合』傘さん下かの、かなり有力らしい組の組長の三男坊で、義昌はいつもこんなふうにからかってやっていた。

　ヤクザの息子といっても、友枝自身は粗暴でもなければヤクザ風を吹かせるでもない、ふつうの高校生だったからだ。

「ところで、兄貴たちは元気か」

《ああ、まだどっちも生きてるよ》

「じつはちょいと知恵借りてェことができてよ」

《兄貴たちにか？》

「わかるンなら、おまえでもいいんだけどよ」

《相談の中身によるな》

「ああ。じつはな……」

　恋人が強ごう姦かんされ、相手をシメたいのだが、唯一の手がかりを握っているホテルの口を割らせるにはどうしたらいいか。

　義昌の話を聞き終えると、友枝はまずハァッとため息をついた。

《そりゃァ、警察使ったほうがいいんじゃないかなァ。証言しなくちゃならない彼女には、つらいとは思うが》

「言っとくが、男だ」

《……へ？　恋人って》

「男だ。だもんで、ちょいとややこしい」

《そりゃまた……思い切ったなァ。女は喰くい飽きて、そっちへ走ったのか？》

「ンなことより、話はわかったろ？　どっちの兄貴がくわしい？」

《あー……聞いてみないとわからないなァ。けど、太た一いち兄貴は出張中だし、信しん二じ兄貴は東京だし。二、三日うちに返事するってことでもいいか？》

「え!?　信さん、東京なのか!?　そこの電話教えてくれ！」

《教えるのはいいけど、ふつうの法律事務所のまともな弁護士やってるんだからな。借りるのは知恵だけにしてやってくれよ》

「たりめーだろっ。クソ野郎シメんのに、他人の手なんざ借りるかっ。おら、電話番号、さっさと吐け」

《やれやれ、どっちがヤクザなんだか……》




　翌日。義昌が、アポを取りつけた友枝の次兄のところへ出かけたころ。

　朋哉は、父親の病室を訪ねていた。

　五日ぶりで顔を合わせた父親は、顔つきや目の色にオヤと思うような張りがあり、言うことの端々にも（元気になった）と感じられる節があって、朋哉をほっとさせた。

　見舞いに来なかったのは、絵のほうのことで忙しかったのだと説明し、接待については、「まあまあうまくやれたんじゃないかと思うよ」と報告した。

「そうか。宮田の話では、ヒヤリとする場面があったそうだが？」

　朋哉は内心で顔をしかめた。宮田は、木村と違って潔白だもので、自分が消えた後の一幕は知らないまま、そんな報告をしていたのだ。

「僕のほうこそ、坂巻社長がああいう人だとは知らなかったよ」

　父に真相を告げる気はなかったが、坂巻がセクハラを常じよう套とうとする男であることは、父たちにとっては公然の秘密。それを事前に教えておいてくれなかったことへの恨うらみ言ぐらいは、せめて言わせてもらいたい。

　ところが、

「男がそのくらいのことでガタガタ言うな」

　という返事がきた。

（そのくらい!?　それがどのくらいだったか知りもしないで！）

　しかも父親のセリフには続きがあった。

「だいたい社会に出れば、みんな体当たりで仕事をしとるもんだ。綺き麗れいごとだけじゃ金は稼かせげんからな。

　まあ、おまえもいい経験をしたろう。世の中というのは甘くないんだ」

　そんなことを、したり顔で。

（言ってやりたい！）

　と朋哉は思った。

　あなたが言っている「いい経験」というのは、立場をかさに着た男にセクハラを仕掛けられ、あげくに犯されることか!?　と。

　目の前にいるあんたの息子は、あんたの大事な客とやらに強ごう姦かんされ、しかも、あんたのために泣き寝入りをしようとしてるんだぞ！

　そんな朋哉に、父親はフッと口元をゆがめた。

「なんて顔をしとる。男のオモチャになるのは好きなんだろうが」

　それは、坂巻とのあいだにあったのは、体を触さわられるていどの「セクハラ」だとしか思っていないゆえの、息子と義昌との恋人関係への当てこすりだったろう。

　が、朋哉は、あの時から今のいままで、我慢のうえの我慢を耐え続けていた。

　父親の言いぐさを聞いた瞬間に、キレた。

　───それは、朋哉の中で、壊れてはならない何かが砕け散った一瞬でもあった───

「その『オモチャ』っていうのは、どういう意味かな？」

　言った声が低くおだやかだったのは、胸の中を荒れ狂う憤ふん懣まんが肺を押しつぶしていて、そんな声しか出せなかったからだ。

　朋哉はスーツの上着を脱ぎ、ネクタイをほどき、ワイシャツのボタンに手をかけた。

　ぐいとシャツの前を広げて見せた。

　父親はヒュッと音を立てて息を吞のんだ。

「このていどのことなら、ちょっとオモチャにされただけの、まだ冗談のうちに入るってわけ？　それとも、接待にはもれなくセックスドールがセットだったのかな」

　目を剝むいて凍りついている父親の目から、責め傷だらけの胸をしまい、シャツのボタンをかけ直しながら、朋哉は続けた。

「父さんや会社の連中が言うとおり、会社にとっては、お客の機嫌を取り結ぶのが第一だろうと思うから、告訴する気はない」

　父親は、ネクタイを結び直す朋哉の手元を、食い入るように見つめているだけ。

「義昌は僕に同情して、僕をかばってくれたから、べつに傷ついてなんかいない。

　そういうわけで、木村部長が、坂巻氏から接待についてのクレームが来てるって言ってきたんで、責任者として行ってきます。

　言われるとしたら、帰っていいって言われる前に逃げてしまった件だろうけど、犯やり殺されるのなんていやだったって言いわけは、通るかな」

　着終えた上着の襟元を払って、朋哉はドアに向かった。

「い……行かんでいい」

　父親のしわがれた呼びかけは聞こえていたが、無視してドアを出た。

「行かんでいい！　行くな、朋哉!!」

　ドアを閉じて、歩き出した。

　向こうからやって来たピンクの制服のナースを呼び止めた。

「８０５号室の藤野ですが、父が胸の痛みを言っていたので、ようすを見に行っていただけますか？」

「あ、はいっ」

　キレたことに後悔はないが、今また心臓発作などを起こされて、さらに会社との縁が深まってしまったりしたら、いい面つらの皮だ。

　ナースセンターの前を通りかかった時、

「重しげ田た先生を至急！」

　という女の声が耳に入った。

　電話に向かってしゃべっているナースが、「８０５号室の藤野さん」と言っているのまで聞いたところで、ナースセンターの前は通り過ぎた。

　朋哉はそのまま歩き続けて、エレベーターの前で立ち止まった。下り客用のボタンを押した。

　パタパタと走っていく足音を聞きながら、やって来たエレベーターに乗り込んだ。




　木村部長と顔を合わせるのにあたって、朋哉は、目を伏せる気はなかった。自分は被害者であり、非があるのは相手なのだ。

　だが木村は、朋哉を見てもぐあい悪そうな顔ひとつしなかった。そうよそおっているのか、もともと厚こう顔がん無む恥ちな男なのか……たぶん後者なのだろう。

　そこで朋哉は、二人きりの応接室での話の切り出しに、まずズバリと言ってやった。

「僕はあれを性的犯罪行為であると認識しています」

　木村は肩をそびやかしてみせた。

「告訴でもするかね」

「用意はあります」

「ほう……だが告訴となれば、警察や弁護士に調書を取られるぞ」

「恥をかくと言いたいのでしょうが、その時には、あなたの失業と坂巻氏の社会的信用が道連れだ。不足はないですよ」

　朋哉の決意の固さを悟って、木村はわずかに青ざめたが、

「だが、この会社も巻き添えになるぞ」

　と言い返してきた。

「ええ、そうでしょうね。少なくとも会社は、やり手だそうな部長と、大口の顧客を失うことになる。もっとも、父がどういった判断をするかは知りませんが」

「しゃ、社長にはまだ話していない。そうだろう？　まあ、言えるようなことじゃないだろうがな。男のくせに男に強ごう姦かんされたなんて恥は」

「言ったでしょう、必要とあればどこにでも出て証言する用意はあると」

　朋哉はぴしゃりとやり返した。

　父親にはすでに話してきたということは、この男が知る必要はない。

　またじっさいに、この件を父がどう処理しようとするのかは、朋哉にもわからないことだった。あの場ではああした反応だったが、あるいは息子は切り捨てる判断をするかも知れない。むしろ、その可能性のほうが高いだろう。自分の期待を裏切り、嫌悪すべきホモでもある息子よりも、会社を取ると決めるほうが、あの人には自然だろう。

　気分としては肩をすくめつつ、朋哉はそう思った。

「父や母を悲しませたくないのはやまやまですが、僕にとって世界で一番大事な男は、この件での僕の立場を理解し、許してくれています。つまり僕には、怖いものはない」

　きっぱりと言いきってやった朋哉に、木村はあわて出した。

「だ、だが、会社にとっては、坂巻社長とのパイプは生命線だ」

「ええ、聞いています。ですからこうして、とりあえず口をつぐんでいる。

　それで、坂巻氏が言ってきたイチャモンというのは、どういう内容なんですか？　本当に言ってきているのならば、ですが」

　最後のセリフは、呼び出しは木村一人の考えで、坂巻の名前を利用した可能性もある……ということにも気づいているぞ、と警告してやったもの。

「それは、坂巻社長からじかにうかがいたまえ」

　にわかに落ち着きを取り戻して、胸まで張ってみせた木村のようすは、虎とらの威を借りられると踏んだキツネの威張りくさりだった。

　つまり、こんども二人は共きよう謀ぼうしていると言うことだ。

　そして二人の目的は……十中八九、朋哉の体が目当てだろう。坂巻も木村も、いたくお気に召してくださっていたから！

　あるいは、口止めをしたいだけかもしれないが、だとしても、朋哉がみずから口を閉ざさざるを得ないような方法をねらってくるはずだった。

　口約束を信じるほど純真な連中ではなく、金で黙らせようとすれば、今後ともユスってくださいと言うようなものだ。

　だが、たとえば二度目の既成事実を作ってしまえば？　いたいけな少女ででもあるならともかく、男の朋哉がおなじ人間に二度も強ごう姦かんされたというのは、世間には通用しない訴えだろう。最初の「強姦」もじつは和姦だったと誤解されて、朋哉は被害者という立場を失う。あとは……連中の思うがままだ。

　冗談じゃない！

「では、話し合いの場所は僕が決めさせてもらいます」

「お詫わびには先方の会社にうかがうのが常識だ」

「じゃあ、僕は行きません」

　朋哉にも、これから先が交渉の難所だとわかっていた。

　坂巻には、強姦という犯罪行為をやったという弱みがあり、朋哉のほうには会社の事情という弱みがある。

　つまり条件的にはフィフティー・フィフティーで、坂巻が持ち出してくるのが脅きよう迫はくか懐かい柔じゆう案かはわからないが、とにかく最終的にどちらが優位に立つかは、おそらく交渉のやり方しだい。

　それと、それぞれの手の中のカードしだいだ。

　もちろん木村にも、そのあたりの算段があるようで、

「しかし、会社には会社のルールがある」

　と高圧的にふりかざしてきた。

「社会のルールのほうが優先だと、僕は思いますよ」

　ちょうどそこへ、女子社員がお茶を持って入ってきた。

「きみ、ここはいいから」

　木村が追い出そうとした。

「せっかくですから、いただきます」

　朋哉はニッコリと言ってやり、女子社員は社長の息子の言うことにしたがうほうを選んだ。

　いまがチャンスだと踏んで、朋哉は中断した話の続きにかかった。

「接待での我慢辛しん抱ぼうなど、会社のルールに照らせばあたりまえだとおっしゃるのなら、社員規約に『接待の席でのセクハラ等については、これを不服とせず甘受すること』とでも明文化しておいていただきましょう。

　でなければフェアじゃない」

　二人の前に湯ゆ吞のみを置き終えて下がろうとしていた女子社員が、「セクハラ」という言葉に一瞬ストップモーションした。ドアのところでこちらにお辞儀をするふりで、朋哉のセリフを最後まで聞いてから、そそくさと部屋を出ていった。

「きみは会社をつぶす気かね」

　木村が歯のあいだからきしり出した。

　朋哉は肩をすくめてみせた。

「父にとって大事な会社であることは理解していますが、僕にとっては、傾こうがつぶれようが、はっきり言って関係がない。

　僕は画家として身を立てる予定で、いまのところ順調に実績も稼かせげていますのでね。これ以上、この会社の世話になることはないでしょうし、そのつもりもありません」

「噓うそだ！」

　朋哉が思わずビクッとしたようなボリュームで怒鳴って、木村は、「だまされんぞっ」と続けた。

「社長は昔っから、あんたに後を継がせると決めてた！」

「父の意向はそうでしたが、僕には僕の意志がある。父も諦あきらめてますよ」

「じゃ、じゃあ、絵え描かきになる気でいるっていうなら、なんで大学をやめるんだ、え!?」

　朋哉は内心、眉まゆをひそめた。

　この男、なんでこんなに興奮している？

「あんたにそんなことを話す必要があるとは思えませんし、話したところで理解していただけるとも思いませんが」

　皮肉たっぷりにそう前置きして、

「もう大学レベルのところまではクリアしてしまったからですよ」

　と明かしてやった。

　まだ納なつ得とくしていないと見て、あながち噓うそでもないハッタリをかませることにした。

「日本画にくわしい人になら、京都の豊川露舟画伯の内弟子にしていただいていると言えば、僕の実力を信じてもらえるはずなんですが」

「がっ、画伯の、う、内弟子…！」

　その単語二つは理解できたようだ。

「じゃあ、き、きみは、この会社には……」

「入る気はありません。今回のアルバイトは親孝行をかねた、ただのこづかい稼かせぎです」

　木村がもろに愕がく然ぜんとしたのを、この男の本音を探るデータとして読み込みながら、朋哉はさらにたたみかけた。

「そんなわけなので、先日の父の名みよう代だい役というのは、たんに藤野治郎の息子という立場でのサービスだった。それを、あんたたちがどう踏みにじってくれたか。そちらの出方しだいでは、僕にも考えがあります」

「わ、わかった」

　木村は青菜に塩という顔で、じっさいに青ざめもしつつ、うなずいた。

　上下関係というのは、おなじ土俵にいてこそ成り立つもの。だから土俵が変われば、上下が逆転する場合もある。

　会社の中では、木村と朋哉は「部長とアルバイト」という関係だが、社内的な立場という土俵を離れてしまえば「一介の社員と、社長のご子息」……つまり、入社する気はないと言明した朋哉に対しては、木村は、どんな意味での権力も持ち得ない。それどころか、朋哉のほうが、木村が「ご子息」に対してやったことを父親に言いつけるという手を盾たてにした、木村への生せい殺さつ与よ奪だつの権利を握っているということだ。

「では、坂巻氏との会談の段取りをしていただきましょうか。場所は、大都ホテルの一階ラウンジということで」

「そ、それはっ」

「お二人はどうかわかりませんが、僕の顔はまだ覚えられているでしょうね。そのぶん、僕にとってはもっとも安全な場所だと思いますので」

「……捨て身ですなァ」

　木村が言ったのとそっくりおなじ感想を、その夕方、坂巻社長も口にした。




　場所は朋哉の指定どおり、ホテルのラウンジ席で、話し合いの形勢は、無手勝流の朋哉のほうに傾いてきていた。

　だが、

「てめェかっ！」

　という野獣の唸うなりのような声が、朋哉の背後で放たれた瞬間から、事態は逆転に向かって突進した。

　いったいなぜ、このタイミングで、義昌がこの場に現われたのか。すべては偶然のいたずらだったのだが、いたずらにしては、結果としての悪意をふくみ過ぎていた。

　ずかずかと坂巻に近づいた義昌が、止める間もなく、固めて振り上げたこぶしを坂巻の横っ面つらにぶち込んだ瞬間。

　交渉は、朋哉の逆転負けで終わった。

　朋哉には、弱みはあっても非はなかったからこそ、五分五分の対決を自分に有利なほうへ導いて来られたのだ。

　だが、義昌が坂巻を殴ったことで、朋哉のほうにも非ができてしまった。

　それも、坂巻たちの犯行は、立証のむずかしい密室でのことであり、義昌がやったのは衆しゆう人じん環かん視しの中での、誰だれの目にも加害者と被害者が明らかな傷害事件である。

　転げ落ちた床の上で、

「な、なんだ、きみは！」

　とわめいた坂巻に、義昌が、

「てめェの胸に聞け!!　強ごう姦かん野郎!!」

　と怒鳴り返したのも、まずかった。

　周囲の目から見れば、坂巻は裕福そうな老紳士という、社会的信用を受け得る人物であり、対する義昌のほうは、ヨレたＧパンに汗臭いシャツというなりで、しかもヤクザまがいの口ききだ。

　たちまち周囲の非難は、義昌に向かって集中した。

　そして、彼の行為が義憤のなせるわざだということを、この場で説明するのは、不可能。

　だから、驚きよう愕がくと困惑から立ち直った朋哉が最初にしたことは、木村を手伝って義昌を坂巻から引き離すことと、

「お話の続きは、場所を変えてから」

　という提案だった。

　そして坂巻も、食らった一撃の活用法を知っていた。

　三十分後。

　朋哉は義昌とともに、赤坂のホテルのスイートルームで、坂巻との絶望的な再交渉を開始した。

　坂巻がまず出してきたカードは、

「うちとの取り引きがなくなれば、親おや父じさんの会社の売り上げは、確実に二割は減るだろうなァ。どうかね、木村くん」

「は、はあ」

「へッ！」

　と口をはさんだのは、ここへ来るまでのタクシーの中で、あれこれの事情を全部打ち明け、納なつ得とくできなかろうが何だろうが、とにかく黙っていてくれと厳重に頼んでおいた義昌。

「二割ぽっち、痛くもかゆくもねェや」

「たかが二割と思うかね？　朋哉くん」

「…………思いません」

　義昌の単純野郎！

「ああ。仕入れ値は売値の八掛けというのが相場だ。つまり、売り上げの二割が消えるということは、売値から仕入れ値を差し引いた儲もうけ分が、まるまるパアということだ」

　ふん、いまごろ青くなったって遅過ぎだよっ。

「……はい」

「純益がゼロになった会社は、どうなるだろうかねェ」

　いまごろあわてたって、遅いんだよ……

「その話は、さっきもうかがいました。僕は、この件は、僕とあなたの個人的な問題として解決するべきだと思っていると言ったはずです」

　それから朋哉は、義昌に聞かせるために、もう言ったセリフをくり返した。

「もしもそういった事態になっても、父はなんとかして乗り越えるでしょう。しかし、そういった事態が起きた原因も知りたがるでしょう。

　そしてそれが、僕があなたの横恋慕をフッた結果であると知れた時には、僕も、接待役の弱みを利用されて強ごう姦かんを受けたという事実を、話さざるを得ません。会社に不利益を与えたトガで、『おまえの責任でご機嫌を取り結んで来い』などと言われては、たまりませんからね。

　僕が事実を話せば、父はあなたを告訴するでしょう。取り引き相手ではなくなったあなたは、もう『大事な顧客』ではありませんから。父は、純益ゼロへの憤ふん懣まんも加算した復ふく讐しゆう心しんを満足させるために、容よう赦しやなくあなたの反社会性を暴あばき立て、何が何でも望んだとおりの結果を手に入れるでしょう。

　父は、そういう男です」

　そして坂巻もそれを認めて、だから交渉は『強姦事件はなかったことにするかわりに、取り引きはいままでどおり。プラス、もちろん二度と性交渉を強要することはしない』という約束を取りつける寸前にまで、進しん捗ちよくできていたのに。

「ところで、その男は、きみの友人らしいが」

「朋哉と俺おれはっ」

　と墓穴の掘り深めをやろうとした義昌を、脇わき腹ばらを力いっぱいひねり上げて黙らせた。

「傷害罪で告訴させてもらっても、かまわんかね？」

「告訴だとォ？」

　黙れ!!　頼むから黙ってろ!!

「僕はかまいませんが、あなたにとっては裏目に出るんじゃないかと思いますよ。

　彼が、あなたを殴った理由を警察に話すということは、あなたがやったことが公式文書に載るということだ。事実関係を調べるために、警察はあなたにも事情聴取を求めるでしょう」

「彼の親兄弟の耳に届くのは、傷害事件の犯人として逮捕されたという部分だけだ」

　言って、陰険そのものにニヤリと笑ってみせて、坂巻は続けた。

「しかしまあ、このていどの行き違いは、ふつうは示じ談だんで片づけるもんだ。なにしろ、きみの父親とわしとは、長年の親友づき合いだからなァ。

　慰謝料三十万円と彼の陳謝ということで、どうかね」

　たちまち義昌がカッとなった。

「ンなもん払うかっ、馬ば鹿か野郎！　示談で済ませてェんなら、そっちこそ慰謝料そえて土下座でもしやがれっ！」

「富樫、黙っててくれないか」

「うるせェッ！　だいたい、出るとこへ出りゃァ、てめェには勝ち目はねェもんだから」

　言いつのる義昌を、

「証拠があるのかね？」

　そう坂巻がさえぎった。

「朋哉くんが強ごう姦かんを受けたというのが本当だとしても」

「犯やったのは、てめェだろうがっ！」

「その証拠は？　彼の体内から、わしの体液が検出されたとでも言うのかね」

「そ、それはっ」

　……そうなんだよ、義昌、僕らは物的証拠を何も押さえていない。

「たとえそうした物が出たとしても、合意の上でのセックスだったとしたら、何の問題にもならん」

「ど、どこが『合意』だっ！　あんなひでェ傷が残るようなっ」

「おやおや、ＳＭプレイを禁止する法律ができていたとは知らなかったねェ」

「そ、そんなもんはっ」

「個人の嗜し好こうまで規制されてはたまらんなァ。なァ、朋哉くん」

「じゃあ、朋哉も楽しんだとでも言いてェのかっ!?」

「シーツを調べたところ、彼の精液が多量に検出されたというのは、そういうことじゃないのかね」

「だ、だがっ、俺おれが見つけた時、死にそうに弱っててっ」

「入院して治療を受けるような容よう態だいだったならまだしも、そうでないなら、ただのヨガリ過ぎだろう。警察は間違いなく、そう判断するね」

「きっ、きさまァッ！」

　言い負かされたぶんを力で取り返しにいこうとした義昌を、

「やめろ!!」

　と止めた。

「きみがいたんじゃ話し合いにならない。しばらく部屋から出ていてくれ」

「と、朋哉！」

「裁判になれば九十九パーセントこっちの負けで、負けるってことは、裁判費用はこっち負担になるうえに、ゆえのない賠ばい償しよう金きんも払わされることになる」

「ンなこたァッ」

「だいいち、母の耳に入る」

　それは、自分の弱みをもうひとつ坂巻に教えてやってしまうことで、だから絶対に言いたくなかったのだが、義昌を黙らせるには、ほかに手がなかった。

　案の定、グッと義昌は詰まった。

「け、けどよ」

「母は絶対に傍聴に来るだろうから、僕は母の前で、あれこれの証言をしなくちゃならない。証言するってことは、されたことを逐ちく一いちくわしく説明させられて、『それで、その時あなたはイキましたか』なんて質問に答えさせられて」

「うっ……」

「あげくに『強ごう姦かんの事実は認められません』という判決が出れば、下手へたをすると、僕ときみが共きよう謀ぼうしてユスリ目的のツツモタセをやったなんてふうに」

「ンなばかなっ！」

「言われる可能性は、ある。きみが坂巻氏を殴った事実は、たくさんの証人が証言するだろうからね。

　そして母は、そうした全部を見聞きしても平気でいられるほど、強くない」

「…………じゃァ……俺おれがこいつを殴ってなかったら……」

　そう、やるならもっとうまくやってほしかったよ。

「とにかく、一時間だけ出ていてくれ。

　それでどうですか、坂巻さん」

「きみが、彼にかわって陳謝すると言うのかね」

　坂巻がいやったらしく確認を入れてきた。

「ええ」

　と朋哉はうなずき、

「よかろう」

　と坂巻がほくそ笑んだ。

　朋哉は、

「義昌」

　と退席をうながした。

「だったら俺がっ」

「やめてくれ」

　言下に却下した朋哉の胸の中に、頼みもしないドジを踏んでくれた義昌への、怒りと復ふく讐しゆう心しんがあったのは否めない。

「これ以上ややこしくするな。どっちがそれをしても、僕たち二人で共有することなんだから。そうだろ？」

「いやだ……俺はいやだ……！」

「坂巻さんに、ご迷惑をかけたお詫わびを言うだけだ」

「だったら五分で済むじゃねェか！」

「子供みたいなことを……」

　ため息をついて、朋哉は、できるだけ冷ややかに言ってやった。

「これ以上、失望させないでくれないか」

　それが義昌の失敗をえぐる言葉であり、これからの一時間に義昌が味わわなくてはならない、つらさやるせなさを深める責め具になることを承知で、朋哉はそれを言った。

　疲れてしまっていたのだ。

　何もかもどうでもいい、ただただ早く終わらせたい。

　そう願ってしまっていたほどに、朋哉は疲れきっていた。

「……じゃあ、せめて立ち合わせてくれ」

　そんなことを言い出した義昌に、

「坂巻さんがいいなら」

　と答えたほどに。

　サディストの坂巻は、恋人の前で朋哉をいたぶるというアイデアを、飛びつくように受け入れた。

　朋哉は義昌に、「一時間だけ」という約束を坂巻に実行させるための、タイムキーパーを頼んだ。

「もし約束が破られたなら、やりたいだけ暴あばれていいよ。その時には、殺やっちゃったほうが面倒がないかな」

「ああ、わかった。いますぐだっていいぜ」

「そういうことを言うなら、出て行ってくれ」

「わかった……」

　一時間後、朋哉は義昌に肩を抱かれて部屋を出た。

　義昌は朋哉をマンションにつれて帰り、風ふ呂ろをたてて、朋哉の体を洗ってくれた。

　風呂を使っていたあいだに電話が鳴り、風呂から上がったところで、また鳴った。

　義昌が出て、朋哉に取り次いできた。

「その……おふくろさんから」

「そう」

　と答えて、受話器を受け取った。

　朋哉が電話に出るや、母親は半狂乱の泣き声で、父親がふたたび発作を起こしたと告げてきた。

《何度電話しても、あなたいなくって！》

「木村さんと、事後処理に行ってたんだよ。父さんが発作を起こしたのは、宮田さんがうっかりその件を耳に入れちゃったからだ。

　でも、もう全部片づいたから。父さんにも報告が行ってるだろ。心配のタネがなくなったんだから、もう全部オッケーだって」

《それならいいけど。とにかく、こっちに帰って来てちょうだい》

「今夜？　勘弁してよ。慣れない交渉事に頭絞しぼりきって、くたくたなんだ」

《くたくたなのはママも一緒よ！　お願い、側そばにいてちょうだい、朋哉！》

「ごめん。今夜は無理だ。明日は帰るから」

《朋哉！》

「明日、朝から家に帰る。じゃあ」

《朋哉、待って！》

　電話を切った朋哉の顔色を見て、義昌が黙って電話線のジャックを抜いた。

　一人で眠りたいと言った朋哉にベッドを明け渡し、自分はベッドの横の床ゆかで毛布にくるまった。

　眠りに落ちていきながら、朋哉は、坂巻に書かせた念書の効力について考えた。

　紙くずに近いだろうと結論して、終わりにした。

　翌日、朋哉はふたたび実家に戻り、母親の泣き言を聞いてやり、父親の見舞いに同行するのは断わった。

「じつは昨日、父さんと喧けん嘩かしたんだ」

　そんな噓うそを言いわけにして。

「まあ！　なんだってそんなことを!?　精神的なストレスが心臓によくないのはわかってるでしょ!?」

「父さんがね、坂巻社長との件を聞いて、僕なんかじゃだめだから自分で行くって言い出したんだよ」

「まあ！」

「でも、そんなことさせたら、それこそストレスが心臓止めちゃうかもしれないだろ？」

「え、ええっ」

「それで、『僕を信じろ』『おまえみたいな子供に何ができる』で揉もめちゃってね。

　結果としては一件は解決できたんで、父さんの顔見て『ちゃんとやれたじゃないか』って言ってやりたいのはやまやまだけど。それでまた怒らせたら……」

　あとはわざと濁した朋哉に、母親は青くなって首を横に振った。

「だ、だめよ！　昨日の今日よ!?」

「だろ？　だから、ほとぼりが冷めるまで、当分、僕は顔を出さないほうがいいと思う」

「え、ええ、そうね。そうしてちょうだい。朋哉がちゃんとお仕事ができたってことで、気持ちでは喜んでるとは思うけど、意地っ張りな人だし」

「また病室で喧嘩になっちゃったりしたら、病院を追い出されちゃったりしてね」

「いいわ、お見舞いはママだけ行くから」

「留守のあいだにやっとくことある？　掃除とか洗濯とか」

「あら、いいわよ、そんなこと」

「じゃあ、夕方まで前田さんのところに行ってていいかな。もう何日も絵筆にさわってないんだ。描かき方を忘れちゃいそうだよ」

「ええ、いいわよ。朋哉がこっちの家にいてくれるだけで、ママは心丈夫なんだから」

　正直で単純であつかいやすいあなたに、心からの祝福のため息を。あなたのような人間ばかりなら、世界はさぞや平和だろう……

　孝行息子のやさしい笑みで母親を送り出すと、朋哉はさっそく前田サロンに出かけた。

　罪といえば、愛ゆえの勇み足を踏んだだけの義昌に、ひどい言い方をしてしまったことでの、心のしこりをほどきたかった。まだ、義昌に向かって言葉でそれを言えるほどには許せていなかったが、絵でなら語れたから。

　今日もサロンに入り浸びたっていたチャーリーと青井の、友達甲が斐いのあれこれの話しかけをニッコリ無視して、朋哉はスケッチブックを抱え込んだ。

　たとえ二人のあいだに何があろうと脳裏から消え去ることはない、義昌の男っぽくてやさしい笑顔を、鉛筆でサラサラと紙に写し、すぐに乾くのがうれしい水彩絵の具で彩色して完成させた。

　夕方までに、朋哉が大好きな義昌の表情を四ショット完成させて、家に帰った。

　もう見舞いから帰って来て食事の用意も済ませていた母親と、夕食のテーブルをはさんでいた時だった。

　ＴＲＲＲと電話が鳴り出した。

「あ、坂巻社長さんじゃないかしら」

　母親が無邪気な声で言った。

「あなたが帰ってくるちょっと前にかけてこられて、また電話するって」

　ため息をかみ殺しながら、朋哉は受話器を取った。

　聞こえてきたのは、母親の予想どおり坂巻の声だった。

　湯河原の家に帰る前に、大おお磯いその別荘で一泊するので、来るようにという用件だった。

「そういったご好意はご無用にと申し上げたはずですが」

　あんたは念書も書いたんだけどね。

《きみのことを気に入ったと言ったら、お母さんはたいへん喜んでおられたよ。大磯まで遊びに来てもらっても、べつだん不都合はないという返事だったがね》

「すみません。じつは明日は予定が」

「朋哉！」

《ポラロイドだったが、よく撮れとる。送ってほしいかね？》

　その宛あて名なは、母親……なんですね。

「午前中でもよろしいですか？」

　毒は皿まで食わなくては一件落着しないことは、覚悟してましたよ。どこまで食えば落着するのかは……考えてもしょうがない。

《六時には起きとる》

「午後はふさがってまして」

「朋哉っ！」

　うるさいよっ、ママ！

《十時の茶菓子に来てもらうことにしよう》

「わかりました」

《悪いようにはせんよ。絵のほうで売り出したいなら、いろいろツテがある》

「ありがとうございます」

　電話を切って、無知なのを知っているゆえに無知の罪を責めるわけにはいかない母親との、苛いら立だちしか生まない会話を笑顔でこなして───寝るという口実で部屋に閉じこもってから、持って帰ってきていたスケッチブックに、昨日の義昌の必死の温顔を描かきなぐった。

　恋人である朋哉が、ほかの男のオモチャにされる一時間を、義昌は、渾こん身しんの我慢以上の辛しん抱ぼうをするためにギリギリと奥歯を嚙かみ減らしながらも、耐えてくれて……愛しているなら愛しているぶん許せないはずの、ほかの男の性技に翻ほん弄ろうされての自分の恥ち態たいを、あくまでも真剣で深い愛ゆえに許して、「もうこれで終わったんだから、全部忘れろ」という能天気なアドバイスを言ってくれた……

　あの時の義昌の、精いっぱいの許しの表情が、どれほど自分を救ってくれたか。

　そして、いま、どんなにやるせない気持ちで、それを思い返しているか……

　人間の我欲の意地汚さがどれほどのものかも知らずに、希望的フィクションである『人間は生来「善」である』という性善説を信じている、幸せな義昌。

（きみの『無知であるゆえの幸福』を守るために、僕はきみに噓うそをつくよ。こんどこそ、絶対にバレないように隠しきる。きみを愛しているから。きみが自分の気持ちをねじ伏せて、僕のために噓うその笑顔を作ってくれたように。きみへの裏切りが深まるほどに、僕はより綺き麗れいに笑ってみせよう。汚れていく僕を隠すために、きみ用の綺麗な笑顔を研究しよう）

　その決意の苦みを、愛することの甘いせつなさと感じようと努めながら、朋哉は、微笑ほほえみの自画像を描き始めた。朝が来て、出かける時間になってしまうまで、ただ黙々と微笑む自分を描かき続けた。何枚も何枚も、何十枚も……

　徹夜のせいの妙に冴さえている目で、大磯に向かう電車の窓を流れる風景を眺めながら、義昌に電話をしなくちゃと思いついた。

　まだ父親の退院は決まらず、この先どこまでの長なが丁ちよう場ばになるのか、わからない。だからなるべくまめに電話をして、義昌が心配して出かけて来たりしなくていいようにしよう。

　もっと綺麗に笑えるようになるまで、時間を稼かせがなくてはならないから。義昌の鋭い直感力をだませる笑顔を手に入れるには、もうちょっと時間がかかりそうだから。




　その日。義昌は、前田サロンに顔を出すという口実で、朋哉に会いに行った。

　あの日以来のこの一週間、朋哉からは二日に一度のわりで電話が入り、電話での話しぶりは元気そうだったが、声などというものは簡単に噓を作る。だから、顔を見ながらの話をしたかったし、そろそろ、そうしてもいい時期だろうと踏んだのだ。

　あの夜と翌朝の朋哉は、ついに義昌と目を合わせようとしなかった。一緒にいたい義昌と一緒にいるのを、苦しがっていた。

　それは無理からないことだったが、もうあれから一週間が過ぎているし、自分からかけてくる電話での口調や話題はずいぶんと明るくなった。

　だから、もうそろそろ会いに行ってもだいじょうぶだろう。会ってみて、まだ苦しそうな顔をするなら、その時は、肩でもたたいてやって帰ってこよう。俺おれたちはだいじょうぶだから、と。時間などは、いくらかかってもかまわないのだから、と……

　前田サロンには朋哉の姿はなく、チャーリーによると、たいてい午後から出てくるという。

「そっか。んじゃ芝刈りでもやってるかな」

　明子奥さんにしたメシ代がわりの労働奉仕の約束を、まだ実行していない。

「それよっか、これ見てみ」

　チャーリーが持ち出して来たのは、十冊近くあるスケッチブックの束だった。

「これ見て、どう思うよ」

「朋哉のか？　ずいぶん描いたなァ」

「数じゃねェっての。中身をどう思うかって言ってんだよ。ええと、まずこれ」

　渡された一冊をひらいてみて、義昌は眉まゆをひそめた。

「これ……朋哉が描いたのか？」

「ああ。毎日、午後中そこに座って、そんなんばっか……。あいつ、ちょっとヤバイんじゃねェ？」

「……ヤバイどころか、壊れてるぜっ」

　めくるページめくるページ、出てくるのは、美しくて空虚な、アルカイックスマイルを浮かべた顔ばかり。

　顔は、チャーリーであったり青井であったり、本島や前田や明子奥さんや、朋哉の母親や朋哉自身や、義昌のそれもあったけれど、どれも表情は微笑ほほえみ一点張り。

「なんかそれってよ、見てると仏壇の写真を思い出さねェ？　本島は、仏像の顔だって言ってたけどよ」

「う～……」

「ってんで、ちょっとこいつだいじょうぶかなと思ってたんだけどよ。このへんのやつ、全部それなんだから。けど、昨日描かいてったこれ見て、抜けたかなと思ってんだ」

　チャーリーがべつのスケッチブックを渡してきた。

　表紙をあけた最初のページにあったのは、義昌の笑顔だった。何が可笑おかしいのか、大口あけて目め尻じりを皺しわだらけにして大笑いしている顔……

　つぎはチャーリーの笑顔で、おちゃらけ男の本音が覗のぞいたシニカルな苦笑は、いつどういう場面で彼が見せたものか、わかるような気がする表情。つまり、チャーリーの性格が描写できている『笑い』だった。

　青井のも本島のも、前田のも明子奥さんの顔も、一枚めくるたびに、生きて息づいている人間たちのスナップショットとして目に飛び込んできた。

　六人六様の、まさにその人物を象徴するような笑いの表情は、朋哉がいかに的確なカメラアイを持っているかをしめすものであり、彼らにどんな目を向けていたかを教えるものであり、彼らへの親しみと愛情を無言で語るものだった。

　さらに一枚めくって、義昌は我知らず「クッ」と息を詰めた。

　そこには、ふたたび義昌が描かれていたのだが……

「ああ、それな。もう『愛されちゃっててシアワセです』ってノロケだよな、完かん璧ぺきに」

　チャーリーのよけいな能書きは、義昌の耳には入らなかった。

　そこに描かれていた自分の、最大限のやさしさを表情にした笑みは、鏡の前で微笑む趣味などない義昌には初めて見るものだったが、それでもピンと思い出せた。

　この顔は、ズタボロに犯された朋哉をつれ帰ってやった夜の、「おまえがこうやって生きてンだから、あとはどうでもいい」と言ってやった時の笑顔……ただただ朋哉をホッとさせてやりたくて、朋哉の傷ついた心をくるんでやりたくて、その一心で微笑わらってやった時の顔だ。

　そしてこの絵は、その自分の笑みを見た時に、朋哉が何を感じたかを、鉛筆と水彩絵の具に託して語るために描かれた絵だ……

　そしてその絵には、それまでの絵にはなかった『富樫義昌』というタイトル書きと、昨日の日付けをそえた朋哉のサインが書き込まれていた。

「もう一枚あるぜ」

　チャーリーにうながされて、つぎのページをめくった。

　そこにいたのは、サロンの籐とう椅い子すに腰かけた朋哉の全身像で、ゆったりと椅子に身をまかせた自画像の朋哉は、まるで花がほころぶように明るく美しく笑っていた。

「それがさ、ナルシズムに落ちてないってとこが、トミーのミソだよなァ」

　チャーリーが言うのが聞こえた。

「本人知らない人間が見たら、美化ビカのナル像だと思うだろうけど、トミーってよ、おまえと一緒で機嫌がいい時だと、そういう顔するんだもんなァ。

　でもって、そういうのを美化も照れもなしにスラスラッとやっちまうとこが、あいつの凄すごいとこだって思うんだけど……

　おい、聞いてねェな、この野郎。なにいまさら見み蕩とれてやがんだよっ、ムカつくバカップル」

　言いかけて、チャーリーが「えっ？」と黙った。

「おま……なに泣いてンだよ」

　言われて義昌は、さっきからズルズル目と鼻から出ていた熱いものは、涙と鼻水なんだと気がついた。

「感激してるわけ？　それにしちゃ、汚きたねェ感激のしかただなァ」

　チャーリーが呆あきれ声と一緒に差し出してくれたティッシュの束で、ズルズルの顔を乱暴にこすりながら、義昌は（違う）と思った。

　感激なんかじゃねェ……俺は、怖いんだ！

「なあ、朋哉、まだ来ねェな」

「お、おい、義昌？　おまえ、真っ青……」

「まさか……来ねェってことはねェよな」

「あ、そういえば、今日は来ねェかも……」

「な……んだってェッ!?」

　とっさにチャーリーの喉のど頸くびをつかんでた。

「ぐえっ！　ちょっ、息！　や、やめろ！」

　逃がしちゃならねェから、ちょいと手の力をゆるめるだけにした。

「なんで来ねェかもなんだ!?　なに知ってるんだよ！　吐け！　吐けよ、おらァッ!!」

　揺すぶってやると、細い首の上に乗ったチャーリーの頭はブランブラン揺れた。

「た、退院！」

「ンあ？」

「お、おやじさん、退院って、たしか」

「マジか……!?」

「だ、だから来れねェかもって、い、言ってた気が」

　義昌は、顔の筋肉が引き攣つるのを覚えた。

　あの自画像を見た時の怖さが、はっきりと形をなした危き惧ぐとして、脳裏を占めていた。

　それは、理由を言えと言われてもそんなものはありはしない、ただの直感だったが、

「ヤベェッ!!」

　と叫んで確信になった。

　義昌は玄関を飛び出した。靴を履き忘れているのに気づいたが、焼けつくような焦あせりが取りに戻る案を却下した。

　バス通りまでダッシュして、目に入ったタクシーをつかまえた。

　手紙を出したことなどないし、その予定もなかったが、頭には入れてあった朋哉の実家の住所を怒鳴って、「急げ」とわめいた。

「番地からいうと、このあたりだと思いますけどね」

「そこの道、行ってみてくれ！」

　一度だけ来たことがあるうろ覚えの記憶を頼りに、角を曲がらせたところで、ブレーキランプを光らせて止まっているタクシーの尻しりを見つけた。朋哉の両親を乗せて来た車だと直感した。

「あそこだ、止めてくれ！」

　ポケットからひっぱり出した札を、足りてるのだけ確認して運転手に渡して、車を飛び出した。

　病院に持って行っていたあれこれだろう荷物を、トランクから下ろしている両親のところへ駆けつけた。

「と、朋哉は!?」

　前置きは抜きでたずねた。

「あ、あら」

「朋哉は！」

「いるはずですけど」

　母親は冷たく言って、つけくわえた。

「今日は、大磯にもサロンにも行かないで、家にいるって」

「大磯だって!?」

　怒鳴るように言ったのは、退院してきたばかりの病人には見えない父親だった。

「ええ。ほら、坂巻社長さんの別荘よ。お勉強になる絵がたくさんあるって、午前中は毎日」

　聞いたとたんに、危き惧ぐは危機感になり、義昌は藤野家の玄関に向かってダッシュした。飛びついたドアには鍵かぎがかかっていて、義昌をさらに青ざめさせた。

「朋哉!?　朋哉!!　いるんだろ!?　ここ、あけろ!!　おい、朋哉ァッ!!」

「どけっ!!」

「やかましいっ!!」

「鍵があけられん!!」

　サッとどいた義昌を押しのけるようにして、父親は鍵穴に鍵を突っ込み、カチッという解除音を聞いたと同時に、義昌は父親を突き飛ばしてドアをあけた。家の中に飛び込みながら怒鳴った。

「朋哉!?　朋哉!?」

　どこだ!!　朋哉っ!!

「ちょっと、あなた!!」

「朋哉、早まるなっ!!」

　そんな両親たちの叫びを耳に、手当たりしだいにドアをあけて……見つけた!!

　カチャンという音が、まず耳に入った。

　それは、朋哉が、座り込んだタイルの床にカミソリを落とした音で……

　落としたカミソリをのろのろと拾い上げた朋哉の指先は、ぬめる赤で汚れていて……

　その赤がすべらせて取り落としてしまったらしい細柄のカミソリを、注意深い手つきで当て直した左手首にも、ぬらぬらとした赤がまとわりついていて……

「キャアァッ!!　と、朋哉ァッ!?」

　無言で飛びかかって、カミソリを握った手をつかんで、引き剝はがして。握力の限りにあらがった手から奪い取って、投げ捨てて！

「なにやってンだ、馬鹿野郎!!」

　怒鳴り飛ばしながら、血まみれの朋哉の両手首を、二本しかない手のそれぞれでつかんだ。そこから流れ出てしまう命をつかみ止めようと、渾こん身しんの力で握り締めた。

「きゅ、救急車!!　救急車だ!!　１１９!!　朋哉が死んじまうっ!!」

　放せ…と朋哉があらがった。放してなるかっ…と義昌は両手にさらに力を込めた。

　だが、朋哉の両手首は、義昌の手では押さえきれない大きさの傷から、失われてはならない温かい命をあふれさせていて……

「朋哉!!」

　叫んだ父親に、怒鳴った。

「腕、縛って!!　早く!!」

「と、朋哉っ!?　トモちゃん!?」

　わめいてるだけなら、じゃまにならないとこでやってくれ！

「救急車は呼んだのかっ!?」

「ああ!!」

「トモちゃん!!　トモちゃんっ!!」

　うろうろしているだけの母親を、

「じゃまだっ!!　あっち行ってろっ!!」

　と怒鳴り飛ばした。

「喜き美み子こ、外へ出て、救急車の誘導を！　一刻を争うんだ、早く行きなさい！」

「は、はいっ」

　父親と二人がかりで、こぼれ落ちて行く朋哉の命を引き止めるための必死の闘いを、必死で闘って……！

「血液型は？」

　とたずねた救急隊員の落ち着きぶりに焦燥感をあぶられ、

「エ、ＡＢ、ＲＨ（＋）」

　と答えた父親のあわてぶりに危機感をかきたてられた。

「間違いねェ!?　ほんとだな!?」

「あ、ああっ、朋哉はＡＢだっ」

「患者の血液型は『ＡＢ・ＲＨ（＋）』、輸血必要、オーバー」

《輸血必要、了解。患者の状態はどうか》

『マル５の状態」

《市民病院に行ってください、オーバー》

「了解、市民病院に向かいます」

　ピーポーと走行車をかき分けて行く救急車の中で（早く、急げ!!）と祈り、キャリアーに乗せられて運ばれて行く朋哉に駆けしたがい、処置室のドアと看護婦の制止に塞せかれて引き離され。

「こちらでお待ちください！」

「…………！」

「こちらでお待ちくださいっ!!」

　血液センターのロゴが入ったショルダーバッグを受け取った看護婦が、差し迫った緊張の表情を目に残してドアの向こうに引っ込むのを、食い入る視線で見送り……

　タクシーで救急車を追ってきた母親を、父親が抱き寄せるのを目の端に入れた。朋哉によく似たその人を、憎んでいる自分に気づいて、目をそらした。




「ご家族の方ですか？」

「父親です」

「息子さんはご無事です。応急処置が早かったのが幸いしました」

「……あ、ありがとうございます……！」

「麻酔を使いましたので、目を覚まされるのは明け方ぐらいになると思いますが」

「つき添っていてもいいでしょうか」

「ええ、そうしてあげてください。息子さんは、両手首の血管を縦に切っておられました。よほどの覚悟を固められての自殺未遂と思われます。完全に落ち着かれるまでは、目を離されないほうがいいと思います」

「……わかりました」

　広くない個室は、シングルベッドを置いた余地に三人分の椅い子すを置くと、肩をくっつけ合って座るぐあいだった。

「いったい、なんでこんなことに……」

　震え声での喜美子のつぶやきに、男二人はそれとなく顔を見合わせ、たがいが事情を知り合っていることを悟った。

「俺おれから話します」

　義昌が言い、

「……そうしてくれ」

　と父親はうなだれた。

「私は全部知ってるわけじゃないから」

　真相は、ただでさえショックで茫ぼう然ぜんとしている母親には衝撃的過ぎるので、義昌はできるだけ手短に、坂巻がどんな男かだけを話した。

「まさか……！」

　と母親は絶句し、それから声を殺して泣き出した。

「あなたは……知ってらしたの？」

「ああ……」

「知っていて、朋哉をそんな人のところへ行かせたの!?」

「そうじゃない。だが、おなじことだ……」

「責任ってことなら、俺おれにもあります。俺が後先考えずに坂巻を殴っちまって、朋哉の立場を悪くしちまったもんで……

　何もかもわかってた俺が、見といてやらなきゃいけなかった。こうなる可能性に気がついて、目を離さないでいてやりゃ……」

「……もう疲れたって……言ってたわね、朋哉……」

「親おや父じさんが必死で築き上げてきた会社だからって……おふくろさんは自分が守ってやらなきゃだめだからって……全部ひとりで背負い込んじまって。死にたくなるほどくたびれちまう前に、なんで……馬ば鹿か野郎」

「まったくだ……坂巻とのことは会社で処理するように、宮田と木村に指示してあったのに」

「木村？　あいつは坂巻とグルだぜ、たぶん」

「まさか……！」

　すうっと青ざめた父親に、義昌はビシッと指さしして釘くぎを差した。

「あんた、だらしなくブッ倒れてる場合じゃねェぜ」

「わ、わかっとる」

「酷な言い方だが、あんたたちがしっかりしててくれなきゃ。俺だけじゃ朋哉を支えきれねェよ」

「ああ。ああ……」

「ってこンで、おふくろさん、親父さんを連れて帰って横ンならしてやってくれ」

「そ、そんな」

「朋哉は俺が看みとく」

「い、いやよ。私はここで」

　義昌はギッと母親を睨にらみつけた。

「ジジイとババアは帰って寝て、体力温存しろって言ってんだよ。医者が目を離すなって言ってただろ？　朋哉が落ち着くまで、三交代でローテーション組んで、二十四時間見張ってやるぐらいの覚悟でいねェとならねェんだよっ。

　今夜は俺が看とく。朝ンなったら交代に来てくれ。ちゃんと寝て、メシ食って出かけてくるんだぞ。今日明日は居眠りなんかできねェからな」

「で、でも」

「わかった」

「でも、あなた！」

「富樫くんの言ってることが正しい！　子供じゃないんだ、聞き分けなさい」

　そして事実、意識を取り戻した朋哉を見張る仕事は、気の抜けない重労働になった。

　ただボーッと天井を見上げているかと思うと、突然しくしくと泣き出したり、ベッドを飛び出して部屋から逃げ出そうと暴あばれたり……緊張型統合失調症と強度のうつ病を併発している「不定形精神病」と診断された朋哉の行動には、なんの脈絡も規則性もなく、予測がつかないぶん、見張り役は神経を張り詰めっぱなしにしておかなくてはならない。

　さらにくわえて、一人息子の狂乱ぶりを見るにつけ、手痛い自責と後悔の念をかきたてられ心労を深めずにはいられない両親たちにとっては、単独でのつき添い看護は酷に過ぎた。

　そこで義昌は、病室に野宿用の一式を持ち込んで、自分は二十四時間つき添い続ける態勢を取った。

　両親がいるあいだに部屋のすみで仮眠を取り、狂乱の発作が始まれば飛び起きて、朋哉が暴れ疲れて眠ってしまうまで、じっと抱き締めていてやる。朋哉が時々ブツブツと言い出すひとりごとに答えてやったり、朋哉が好きそうな歌を唄うたってやったり、何度でもくり返し「すぐによくなるから心配するな」と励ましてやったり……

　発作はいつも、苦しげな息いき遣づかいから始まった。

「フーッ、フーッ」と音を立てて息を吐き始めたら危険信号で、すぐに「ウーッ、ウーッ」という唸うなり声を漏らし始める。唸り声がしだいに大きくなり、目を据すわらせて食い縛っていた口がひらいてわめき声をほとばしらせたら、もうあとは野獣だ。

「ウア～～～～ッ!!　ウオ～～～～!!　キャアアア～～～～～ッ!!」

　朋哉は、言葉を持たない獣の絶叫を放ちながら、ただひたすらに荒れ狂う。

　何から逃れようとするのか、どこへ行こうとするのか……そんな意志や思考といったようなものは、狂乱する朋哉の頭の中にはないのだろう。

　何から逃れたいのか、どこへ行きたいのか。それすらもわからなくなってしまっている惑乱の中で、朋哉は、あんなに美しく笑んだ秀しゆう貌ぼうを精いっぱいに引きゆがめて泣き叫び、華きや奢しやな手足が傷だらけになっても暴れ止まない。

　最初は、自分を閉じ込めている病室から出ようとしているのかと思った突進は、ただ突進するための突進で、壁に向かって全力疾走する朋哉を止めるのは、ラガーマン級のぶちかましを受け止めることだった。

　自分の体が傷つくことも、傷つく痛みも感じ取れないらしい朋哉を、骨折や挫ざ傷しようやそのほかの怪我から守ってやるためには、遠慮も容よう赦しやもなく引っ搔かかれたり、咬かまれたり殴られたり蹴けられたりする痛みを意に介してなどいられなかった。

　獣のように吠ほえ、獣の目つきでにらみ、獣の聞き分けのなさで狂いまわる……朋哉の姿をした人間としての心が壊れてしまった人間の無残さ、哀れさは、義昌を泣きむせばせた。

「頼むから！」

　と義昌は泣きながら訴える。

「もう、だいじょうぶだからよォッ！　終わったんだからよォッ！」

　口元は喘あえぎと一緒に垂れ流す唾だ液えきの泡で汚し、渾こん身しんの力で捕まえている腕すら外してしまいそうに激しく悶もだえあがく朋哉には、義昌の言葉は届かない。だが義昌には、せめてそうやって届かない言葉でかき口く説どくことしかできない。

　……発作の終わりは、限界を越えた消しよう耗もうに、朋哉の体力が負けた瞬間。

　糸が切れたマリオネットか、電池が切れたオモチャかといったふうに、朋哉は一瞬でガクリと眠り込み……義昌はそっとナースを呼んで、朋哉には命の綱の栄養剤を打ってもらい、自分は、傷だらけの体に新しく増えた生傷の手当てをしてもらう。

　それから、届けてもらった食事を無理やりにでも詰め込み、次の発作に備えるために、朋哉の寝息に聞き耳を立てたまま、眠る。

　両親を帰宅させた夜のあいだは、目は閉じても眠らずに過ごし、精神安定剤を打たれて眠りに落ちても、悪夢に脅おびやかされて泣きわめくことがある朋哉を、おだやかな語りかけや髪を撫なでたり手を握ってやることでなだめてやって……

　病院にはもちろん充分な看護スタッフがいたが、暴れ出した朋哉が悲鳴を上げずに受けつけるのは義昌の腕だけで、髪を撫でたり手を握ったりするのも、義昌の手にしか許さなかった。薬を飲ませたり食事をさせるのも、状態がよければ母親の手なら受け入れたが、それ以外の人間がやろうとすると、ひどい恐怖感をしめしてパニックにおちいる。注射や点滴を受けさせるには、義昌が抱き締めてなだめ続けていてやらないと、医者や看護婦は患者に触ふれることもできない。

　そんな極限の状態が四日間も続き、義昌の看護疲れもピークに達して、ドクターストップが検討されていた朝。

　朋哉はまるで酔いから醒さめるかのように、正気を取り戻した。

　その第一声は、疲れ果てて朋哉の枕まくら元もとにつっ伏して眠りこけていた自分への、「ヒゲ剃それよ、不ぶ精しよう者もの」というセリフだった……というのは、その場に居合わせたという母親が、笑い泣きしながら教えてくれた。

　医者は、薬物治療の効果があらわれたのだと言ったが、母親は「義昌くんのおかげよ」と言い張った。

　だが、自殺をはかった患者の場合、回復期に入った状態の時こそが、ふたたび自殺をこころみる可能性がある危険な時期だという。

　そこで義昌は、朋哉に、「二度と自殺などはしない」と約束させると同時に、一枚の白いカンバスを与えた。

「こいつはな、ハンカチだ。おまえの涙を吸い取るためのハンカチだ。こいつに顔を突っ込んで、泣け。気がすむまで、泣いて泣いて泣きつくせ。口じゃ言いたくねェムカつきや恨うらみ言も、あるったけ全部こいつにぶつけちまえ。一枚で足りなきゃ、まだまだ何枚でも持ってきてやる。

　おまえは絵え描かきだ。死にたくなったら、死にたい気持ちを絵に描け。俺おれたちは絵描きなんだから、怒るのも泣くのもわめくのも絵でやろう。でもって、スッキリしようぜ」

　朋哉が最初にやったのは、白いカンバスを真っ赤に塗りつぶすことだった。

　子供のような一心の顔で、チューブから絞り出した絵の具を注意深く絵筆に取り、べたりとカンバスに塗りつけていく朋哉のようすは、赤一色という色の選び方から塗りつける手つきから、それをしている時の顔つきまで、すべてがマトモではなかったが、義昌は黙って見守った。

　何層にも塗り重ねられていくそれは、朋哉の胸の中にうず巻く怒りのマグマの表現であり、自分が流した血の記憶と、それが生む後悔のしたたりを吐き出すものだったからだ。

　やがて、赤には飽きたのか、カンバスは、手当たりしだいの色で汚し散らした混乱の画面になった。画面が色でいっぱいになると、朋哉はそれを黒で塗りつぶした。そしてまた、悲鳴のような直線や、めまいのようなうず巻きを、手当たりしだいの色で描き散らしていく。

　それでも、持って生まれた画才が、そこにある種のバランスを作り上げているのを見て、義昌はある時ほめてやった。

　朋哉はムッとした顔で筆を止め、投げつけるような筆ふで使づかいでカンバスを黒く塗りつぶし始めた。

　……医師は、朋哉が自殺を図るに至った性格的な理由を、「内向性と自意識の強さ」にあると診断していた。

「この二つは往々にして、紙の裏表のような相関性を持っているものでして、彼の場合は、内向的に見つめた自分自身の弱さが、プライドを傷つけ、許せないと感じたのでしょう。

　プライドが高いゆえに、他者からの慰めも、自分からの言いわけも受け入れられない。

　朋哉くんを救えるのは、最終的には、彼自身にしか与えられない、自分への赦ゆるししかないんです。

　それには、自分の弱さを認めるという視点なり余裕なりが必要で、ご家族が力を貸せるとしたら、その部分です。

　彼が自分の弱さを赦してやれるように、彼に、ありのままの自分でいいのだと信じさせてあげてください。

　叱しつ咤たや激励は、逆効果です。彼はそうやって自分を追いつめ尽くして、その重圧に耐えられなくなったので、死に逃れようとしたのですから。

　まずはご家族が、彼の弱さを理解し、受け入れてあげてください。彼のありのままを認めて、赦してあげてください。いいですね」

　義昌にほめられて怒った朋哉は、ほめられたことを激励と感じ、そんなふうに激励される自分を情けないと感じ、そんな自分への怒りと拒絶を黒という色に託して、カンバスを塗りつぶしたのだ。

　義昌は以後、うかつな感想は口にしないことにした。

　朋哉は、まる二日、鉛筆にも触らずに部屋のすみでうずくまって過ごし、義昌は黙って、朋哉が外へ出てくるのを待った。

　それから、朋哉は、強い色彩での面と面が、たがいにつぶし合おうとせめぎ合う、抽象画と言っていいような色塗り遊びを始めた。それは、青井が一時しきりと描いていた「苛いら立だち」の表現に似ていた。

　母親がそれを見て、やっとマトモな絵を描くようになったと喜んだが、義昌は首を横に振った。

「まだっすよ。まだこれは、朋哉の絵じゃない」

　会話は、頭痛を起こしそうにテレピン油の臭いがたちこめた病室のすみで交わされ、カンバスに向かっていた朋哉にも聞こえたのだろう。

　二人のほうを振り返って、義昌に向かってニコッと笑って、朋哉は鼻はな唄うた混じりに黒での塗りつぶしにかかった。

　そうやって、描いたものを黒で消すのは、朋哉のなかで何かが清算された印だということを、いまの義昌は知っていた。

　だから、「よかったな」と言ってやった。

　朋哉は、黒の絵筆を使いながら、うれしそうに何度もコクコクとうなずいた。

　義昌が、自分の出すサインを間違わずに読み取ってくれるのがうれしい……そんな意味のうなずきだった。

　狂乱状態を乗り越えて正気を取り戻して以来、朋哉はひどく無口になっていた。病室に住み込むかっこうで終日一緒にいる義昌が、まる一日、朋哉の声を聞かなかったような日もあった。

　そうしたまったくの無言は、まだ不安定に波打つ朋哉の心が、暗い思念に捕らわれて陰り曇ってしまっている証拠だったので、そんな日には、義昌は一日中、朋哉の肩を抱いて過ごした。

　部屋のすみで二人で一枚の毛布をかぶり、義昌の胸にもたれ肩を抱かれてうずくまっているのが、朋哉がいちばん好きで、安心もするらしい姿勢だったから。

　朋哉の気分が安定している日には、義昌が電気シェーバーでひげを剃そってやったり、髪をドライシャンプーしてやったりし、やがて風ふ呂ろにも入れてやれるようになった。

　最初に風呂場につれて行った時、朋哉は必死の顔で、服を脱ぐのを拒否した。坂巻につけられた歯形がまだ残っていると思い込んでいたのだ。義昌は逆らわずに朋哉を部屋につれて帰り、いつものように温タオルで体を拭ふいてやった。朋哉はおとなしく義昌に裸身をさらし……つまり、この拒否と受容との整合性のなさが、まだ精神の病的なアンバランスが解決していない証拠だった。

　だが、やがてそうした精神的な混乱も徐々に影をひそめ、会話が戻り、散歩を許可されて、「デート」と称して出かけるのが二人の楽しみになり……デートに傘かさが必需品となったころ、退院の許可が下りた。

　二人は、すっかり住み慣れた感の病室から、朋哉の両親が用意してくれていたアパートに引っ越しをし、前田サロンにほど近くて朋哉の実家からも遠くないそこで、新しい生活を始めた。

　以前のマンションを引き払って「母親がスープを差し入れできる」距離のそこに引っ越し、「大学は休学して朋哉の面倒をみてくれるなら」という条件で同どう棲せいを公認され、生活費その他いっさいは、朋哉の父親が友枝信二弁護士との共同作戦でふんだくってきた坂巻からの損害賠償金でまかなう───などのあれこれは、朋哉も立ち会って話し合われた『家族間契約』として取り決められ、

「これで、バイト地獄から脱出できるぜっ」

「ええ。画材でも何でも、どーんどん贅ぜい沢たくしちゃっていいわよ。あなたたち二人で、あのクソったれのヒヒジジイの財産を食いつぶしてやるといいわ。ザマーミロよ」

「ママ……『クソったれ』だの『ヒヒジジイ』なんて言葉、どこで覚えてきたのさ」

「あら、国語辞典に載ってるわよ？　ねえ、パパ？」

「その手のボキャブラリーは、かなり溜ため込んだぞ。まだ義昌くんには負けるがな」

「そォお？　友枝さんから聞いたけど、あなたったら、ヤクザさん顔負けの罵ば倒とうでアイツをノックアウトしたって」

「俺おれは、朋哉が我慢したぶんを代弁しただけだ」

「じゃ、じゃあ、フニャ○ン野郎っていうのは朋哉が言ったの!?」

「ブッ！　マ、ママッ」

「言い得て妙だとは思うけど、お品が悪過ぎだわ」

「マ、ママこそっ。そんなの人前で言ったら総スカンだよっ」

「わかってるわよ」

「ほんとかなァ……意味わかってる？　あ、いや！　言わないでいいけど！」

「あのね、朋哉。ママだって、妊娠も出産も経験してる一人前の女なのよ？　何にも知らない女の子あつかいは失礼よ」

「まいったなァ……」

　そんなやり取りと笑い声とで、無事に契約を完了した。

　朋哉はまだ、あの一枚のカンバスだけを相手に、描かいてはつぶしてまた描くという自浄の作業を続けていて、そのことは、義昌にとって一いち抹まつの不安材料となっていたが……それも解消される日がやって来た。

　気象庁はまだ「梅雨つゆの晴れ間」だと言っているが、どう見ても盛夏に入っている晴天ぶりが三日続いた、その朝。

　義昌は、二か月間に塗り重ねられた絵の具が分厚く堆たい積せきしているカンバスが、ついにその役割を完了したことを知り、同時に、朋哉の失しつ踪そうを知った。

　もう塗りつぶされることはないカンバスの、厚く塗り込められた堆積の上に完成されていたのは、《ピエタ》のマリアの表情で微笑ほほえむ義昌の顔で、ていねいな筆跡でしたためられた押しピン止めの手紙がそえられていた。

　いわく……

『「絵」とは言えない絵を、「描いている」とは言えない描き方で描きながら、ずっと考えていた。

　カンバスは、こんなふうな、癒いやしのためのハンカチであってはならないはずだ、と。

　きみが言ったとおり、僕は絵描きで、僕の才能も気持ちも、絵という表現媒ばい体たいを通した時に、最高の解放を得る。僕はそれを、この一枚のカンバスで実感し、確信した。

　だが、だからこそ、そこに癒しを得たのは間違いだったと思う』

　義昌の脳裏に、サロンで見た朋哉のスケッチブックの一葉が浮かんだ。

　籐とう椅い子すに心地よさそうにくつろいで、幸せそうに美しく微笑んでいる……おそらくは義昌と両親に贈る遺作として描いたのだろう、あの自画像……

『まだうまく言葉にできないけれど、あえて言葉にするならば、僕は、カンバスが与えてくれる解放にすがるのではなく、あの白さに「自由である自分」の空虚さを感じ、そのままではただの空虚である自由を、自分の意思で塗り上げて「自分のもの」にする必要がある、と……僕はこれから本当の意味での絵を描き始めるのだと、そんなふうに思う。

　でも、何をどう描けばいいのか思いつけなくて、そのことが無性に苛いら立だたしくて、どうにもじっとしていられないので、とりあえず旅に出ます。

　心配をさせるのはわかっているから、もうしわけないと思うけれど、我慢できない。

　まだ狂気が残っているのかもしれないけれど、少なくとも自殺をやり直す気は毛頭ありませんので、その点は安心してください。いまの僕の気分は、たとえば交通事故で死んだとしても死にきれないぐらいに、僕が描くべき「絵」を見つけたいという思いに取り憑つかれていますので』

　手紙はそこで、三枚目の紙に入った。

『行き先はまだ考えていないので、捜そうとしても無駄だと思います。カードを持って行きますから、金欠で野たれ死ぬ心配もいりませんので。

　なお、きみを誘わなかった理由は、一人でじっくり考えたいという以外の他意はないので、くれぐれも誤解しないでほしい。

　愛してる。

　行ってきます。


最愛のきみへ』



　それから、サイン。

　読み終えて、朋哉が置いていった絵そのままの表情でいる自分を自覚して、

「そうは問屋が卸おろすかよ……」

　とつぶやいて、ニヤッと根性を据すえて。

　義昌は、荷造りに取りかかった。

　野宿も可の、長なが丁ちよう場ば覚悟の旅仕度一式に、画具一式。リュックの中に入りきらないぶんは、見栄えは無視して紐ひもでくくりつけて、準備完了。

　出がけに気がついて、留守番電話に、

「事情は了解した。俺おれ様さまは温泉旅行中につき、連絡はおふくろさんに伝言しとけ。以上」

　という応答メッセージを吹き込んで、出かけた。

　まずは朋哉の実家に寄り、母親に手紙を見せて、朋哉の旅立ちとその真意を納得させ、一日置きに電話を入れる約束をした。

　ほんとうは義昌は、「三日にいっぺんぐらい」と言ったのだが、朋哉の母は「時間を決めて毎日」と主張し、「二日に一度、夜八時」で折り合ったのだ。

　前田サロンへの連絡は、駅前からの電話ですませて、義昌は電車に乗り込んだ。

　朋哉は、行き先についてはまるで何の手がかりも残していなくて、改札は自動になっている駅では、駅員も首を横に振るだけ。売店のおばさんが、「髪の長い俳優みたいに綺き麗れいな男」がアンパンを買っていったのを覚えていたが、上り下りのどちらの電車に乗ったのかまではわからない。

　十円玉を投げて占って、下りと決めた。

　やって来た電車に乗り込んだ。

　自分で描かいた肖像画を行く先々で見せながらの、朋哉の背中を捜す旅は、二週間が過ぎても五里霧中をさまようばかりだったが、義昌はあせらなかった。

　朋哉は、絵描きとして生きるための道を探しに出ていったのだから。

　そして義昌も、朋哉をつれ戻すために追っているのではなく、朋哉の旅立ちに触発されて自分も出かけてきた、といったようなものだったから。

　朋哉が「考えたいのだ」と書き残していった命題は、義昌にとっても、命題中の命題として取り組んでいたことだった。

　すなわち、「絵」とは何か。「描く」とはどういうことか。

　なぜ自分は絵を描くのか。人はなぜ絵を描き続けてきたのか。

　心の苦しみをぬぐうハンカチとして与えたカンバスを、色で汚しては色で洗って、ひたすら黙々と描き続けた朋哉の姿を見守りながら、義昌もまた、自分の心と向き合い見つめる時間を過ごしていた。

　絵とは何か。描くとは何か……

　現実からの逃避先としての絵……言葉に換えての訴えとしての絵……描くために描く絵……夢の具象化としての絵……絵でしか表わせないものを表わすための絵……救われるための絵……救うための絵……

　自分は絵に何を求めるのか。描くことで、何を得ようとするのか。何が得たいのか……

　朋哉を捜すという旅の目的は、いつしか放浪を続けるためのただの理由になり始めていた。いや、むしろ最初からそれは、自分の中の蠢うごめきを捕らえるきっかけとしての、口実だったのかもしれない。

　死を望むほどに重じゆう篤とくだった精神の病との、苦しい闘いのあいだに、朋哉は、絵を描く人間としての大きな脱皮を遂げていた。

　壊れた心を修復する日々だと思っていたあれは、朋哉の中で、失ってしまったものの代わりの命が芽吹くのを待つ時間だった。

　朋哉が描き残していった絵を見た瞬間に、義昌はそう悟った。

　あの絵は、朋哉が死に憧あこがれながらスケッチブックに描いたのと同じ、義昌の微笑ほほえみをテーマにしていたが、そこに描き出されたものは、似ているようでまったく異なっていた。

　スケッチブックの義昌の微笑みは、朋哉の悲しみを慰めていただけだった。カンバスに描かれた義昌は、朋哉という存在のすべてを包もうとして微笑んでいた。

　自分がじっさいにあんな表情を持っているのかどうかは、義昌にとってどうでもいいことだった。

　義昌はあれを『ある男の肖像』として目にし、感動した。

　自分がモデルであることなど、たんなる瑣さ末まつな偶然にしてしまっている絵だった。

　朋哉があれで描いたのは、人が人を理解することへの心からの賛美と、理解者を得た人間としての敬けい虔けんな感謝。

　そして義昌がそこに見たのは、そうした自分の内面の思いを絵として描き出せる、非凡な才能の目覚めだった。

　朋哉が一人で考えたいと願ったのは、おそらくは、羽化するためには繭まゆにこもって眠る必要があるサナギの本能的な孤独欲と同じ、黙って放っておいてやるべき事がらだろう。

　つまり朋哉は、時間を食べて成熟するサナギの段階まで進化した。

　では、自分はどうだ？　有精卵から青虫ていどに成長できた自覚はある。だが、まだまだ食って育たなくては、朋哉のレベルには追いつけない。内面世界も外の世界も、ガシガシかじってモリモリ食って、力をため込んで古い皮を破って、脱皮して脱皮して……

　どう考えても先に飛び立つだろう朋哉の飛ひ翔しようを、見上げなくちゃならないだろうことは、しょうがない。あいつはたぶん天才だから。

　だが、いつまでも見上げたままでいる気はない。俺おれにだって翼は生えるって予感があるから。

　そのための旅だ。あいつに追いつくための旅だ。結局は、やっぱり追っかけてる旅か……あはははは……

「……あーあ、会いてェなァ……そろそろ会いてェぞォッ!!　朋哉ァッ!!」

　とある峠とうげのてっぺんで、そう叫んだ夜。

　いつものように夜の八時に電話した朋哉の母が、耳寄りな情報を伝えてくれた。

《昨日、朋哉からはがきが届いたの》

　消印は名古屋で、ヒッチハイクをしながら各地の美術館を訪ねめぐっているという。個人でやっている小さな美術館まで手当たりしだいに見て歩いて、

『先人たちのさまざまな作品を眺めながら、僕にとっての絵とは何かを探している。

　そろそろ見えてきた気もするし、わからなくなりもする。ともかく元気です』

《義昌くんは、いまどこ？》

「たしか今日で岐阜に入ったはずっす」

《近いじゃない。野性の嗅きゆう覚かくのおかげかしらね》

「やっぱ、赤い糸っしょ」

《はいはい、なんでもいいわ。朋哉に会ったら、パパもママも元気だからって。心配しないで待ってるから、のんびりでいいわよってね、そう言ってやって……》

「涙声なんかじゃなく、そう言ってたって、伝えます」

《いやね、これはホッとしたせいのうれし泣きだわ》

　朋哉と義昌の足取りは、京都の豊川邸で合流を果たした。

　正確に言えば、ここには確実に寄るはずだと踏んだ義昌が、居候にころがり込んで十日目の拭ふき掃除をやっていたところへ、朋哉が訪れてきたのだ。

　玄関で再会した二人の最初の会話は、

「焼けたなァ。髪、伸びたか？」

「うん、おかげでヒッチハイクは百発百中だぜ」

　待っていたとは言わない。

　待ってる気がしていたとも言わない。

　今朝は別々に出かけたが、出先であたりまえに落ち合ったように、二人はそんなあいさつを交わしたのだった。

「ンで、これからの予定は？」

「もうちょっと西まで行ってこようと思ってる」

「よっしゃ」

「きみも来るのか？」

「じゃまか？」

「いや、歓迎するよ」

　悩みはそれぞれのものであり、答えはそれぞれで探すほかはないが、そうした心の旅路に連れがいても不都合があるだろうか？

　至高をめざす者が踏み締めているべき孤独は、すでにそれぞれの胸の中にあり、逃げずに立ち向かうと決めた肩には、戦友のぬくもりが前進への力づけとなる。

　半年後、二人はそれぞれの作品で、日展に初入選した。

　まだ、あの命題への明確な答えはつかんではいない二人だったが、しゃにむに描き続ける絵の一枚一枚が、彼らが前に向かっている証拠の足跡になっていくのだろう。

　その足跡がどこまで登っていくのかは、まだ誰だれにもわからないことだったが……それが未来というものだ。
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